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　人の生とは、本当にわからないものだ。

　かつて暮らしていた邸やしきが敷地ごと入ってしまいそうな広さの大広間を見渡し、七しち條じょう光みつ彬あきは今日何度目ともわからぬ溜息をついた。

　晴れの衣装である絹の裃かみしもがずしりと重たく感じられる。ほんの二年前は木綿の単衣ひとえと袴はかまで過ごしていた身には、さぞや不似合いであろう。着せ付けてくれた小こ姓しょうたちはみな一様になんと凛り々りしい、涼やかな美男子でいらっしゃるとしきりに誉めそやしていたが、きっと世辞だ。

　みてくれの美醜なぞ、男子には…とりわけ武士には関係の無いものである。だが、これからやって来るのは、きっと光彬のそんな信条とは正反対の人物のはずだ。そう思うだけで、心はますます沈んでゆく。

　ここは本ほん丸まる御ご殿てんの表、大広間。戦乱の世においても決して敵の侵入を許さなかったという恵え渡ど城の堅牢な城じょう郭かくに守られた中心であり、最も格式が高いとされる空間である。百年ほど前、光彬の偉大なる祖先にして恵渡幕府の祖たる神しん君くん光みつ嘉よし公はここで朝廷よりの使者を迎えて初代将軍となり、居並ぶ諸大名に天下統一の大号令を下したのだ。

　往時よりも更に美々しく、絢けん爛らん豪ごう華かに飾り立てられた空間の上段…恵渡城の主、将軍のみに許された場所にこうして座すことになるなどとは、ほんの二年前、十六だった光彬は想像も出来なかった。あまつさえ、将軍を父に持ちながら母の身分の低さゆえに邪魔者扱いされ続けてきた自分が、こんな日を迎えることになろうとは――。

「…上様。御み台だい様は二ふた時ときほど前に無事大奥へ入られたそうでございます。お支度を整えられ次第、こちらにおいであそばされると存じますゆえ、今しばらくご辛抱を」

　浮かぬ顔で溜息ばかりをついている主君をさすがに見兼ねたのか、中段に控える門かど脇わきが小声でたしなめてきた。生まれてからずっと共に育った乳兄弟の畏かしこまった口調に、光彬は口元を歪める。定さだ信のぶという諱いみなを授かり、若くして側そば用よう人にんに取り立てられた門脇は、光彬にとっては敵ばかりの城内で唯一と言っていい味方であり、兄のような存在なのだ。

「煩うるさい石頭は居ないんだ。その口のきき方は止やめてくれ、小こ兵へ衛え。気が滅め入いる」

「…仕方がありませんな。して、若。晴れて御台所様をお迎えになるというのに、なにゆえそのような浮かぬ顔をなさっているのです？」

　幼い頃の呼び名で呼んでやれば、門脇の厳いかめしい面構えも僅わずかに緩む。謹厳実直で融ゆう通ずうが利かず、主君に先んじるわけにはいかぬと二十歳を超えて側そば女めの一人も置かないような堅かた物ぶつも、他ならぬ光彬には甘い。尤もっとも、ここに居合わせているのが光彬の背後に控える太た刀ち持もちの小姓と僅かな護衛のみで、幕府中枢たる老中たちの姿が無いというのも大きいだろうが。門脇がもどかしくなるくらいへりくだった態度を取るのは、若くして思いがけず将軍位に就ついた主君が侮られないためなのだ。

「俺が無邪気に喜べるとでも思うのか？　都の公く家げの姫なぞ、みな大御台所のような女おな子ごに決まっていように」

　大御台所とは先代将軍、つまり光彬の亡き父の正室である。彼女もまた慣例に基づき西の都より輿こし入いれした名門公家の姫だったが、非常に驕きょう慢まんな性格で、夫を武士風ふ情ぜいがと見下すくせに公こう儀ぎの金で奢しゃ侈しな生活を送っていた。夫の死後に落らく飾しょくし、中なかノの丸まる御殿に移ってもなお浪費癖は治らず、勘かん定じょう方がたの頭を悩ませている。

　公家の姫と聞いて光彬が真っ先に思い浮かべるのは、この大御台所なのだ。無論、それは門脇も知るところである。

「そう悲観ばかりされずとも良いのではありませんか？　確かに、新たな御台所様は都一の名家、紫し藤とう家の姫君であられますが、風雅を愛する物静かな御方と聞き及びます。送られてきた絵姿も、天女のようにお美しかったではありませんか」

「公家の使者の申すことが当てになるものか。奴らは口から先に生まれてきたような輩やからばかりなのだぞ。絵姿なぞ、絵師に金きん子すを握らせればいくらでも偽れる」

「やれやれ、若の公家嫌いは治りませんな。されど、御台所様は若のご正室にして、大奥の要かなめとなられる御方。あだやおろそかに扱われてはなりませんぞ」

「…ああ、わかっている」

　門脇の忠言に、光彬は苦々しく思いつつも頷いた。

　武家の棟とう梁りょうたる将軍が、都の公家から正室を娶めとり、公こう武ぶの融ゆう和わを図るのは神君の代よりの倣ならいだ。たとえどれほど鼻持ちならない高慢な姫であろうと、形ばかりは妻として敬意を払わなければならない。だからこそ、決して暗あん愚ぐではなかった亡き父も、あの大御台所の贅ぜい沢たく三ざん昧まいを止められなかったのだ。

「若…決して悪いことばかりではありません。御台所様をお迎えすれば、栄えい証しょう院いん様とてもはや邪魔立ては出来ますまい。御台所様が落ち着かれた頃を見計らい、城下に残してこられたやえを迎えられてはいかがですか？　離縁させてしまえば、側室とするのに問題は無いかと思いますが」

　門脇に勧められ、淡い恋心や懐かしさと共に少女の清楚な面影が蘇よみがえるが、光彬は静かに首を振った。

「駄目だ。やえには女子の幸せを摑んで欲しい。それに…俺は、もう二度と母上のような女子を生み出したくはない」

「…若…」

　痛ましげに目を細める門脇は、情に厚い男だ。既に縁付いた娘を離縁させた上で側室に迎えるなどという門脇らしくもない非道な提案をするのも、それだけ光彬を心配しているからである。信頼する臣下にそこまでさせてしまう己が情けない。

　そこへ、何人もの奥女中たちが大広間の更に奥にある白しろ書しょ院いんへ続く松の廊下をしずしずと渡ってきた。摺すり箔はくや刺し繡しゅうで彩いろどられた辻が花や金箔を散らした京きょう友ゆう禅ぜんなどの豪ごう奢しゃな打うち掛かけが広がり、松と千鳥の襖ふすま絵えで飾られた廊下が更に華やぐ。

　家柄や教養は勿論、美貌も奥女中に求められる大きな要素であるため、先頭の老女以外はみな若く美しい女子ばかりだ。打掛は綿を入れた裾すそを搔かい取って歩くことから搔かい取どりとも呼ばれ、非常に高価なこれを纏まとうことが許されるのはごく限られた中ちゅう﨟ろうと呼ばれる上級の者だけだから、いずれも格式高い武家や公家の娘たちである。

　結い上げた髪を飾る意匠を凝らした花はな簪かんざしや笄こうがい、仄ほのかに漂う脂し粉ふんの香りとあいまって、まともな男ならばまるで色とりどりの花園に迷い込んだかのような気分に浸れるのだろう。しかも、どの花を手た折おろうと自由とあらば、光彬のように鳥肌を立ててしまう男はまず居ないはずだ。美しいのは上辺だけで、その性根は腐りきっていることなど、誰もわかりはしないのだから。

　最も年かさの老女を先頭に、奥女中たちは大広間の入り口で一斉に跪ひざまずいた。

「恐れながら上様に申し上げます。新御台所様におかれましては、先ほどつつがなくお支度を終えられました。間も無く、御前に参られます」

　大奥の総責任者たる御お年とし寄よりの老女、花はな島じまが恭うやうやしく言ごん上じょうする。

　千人以上の女中を差さ配はいする御年寄ともなれば、表の老中にも匹敵する権力者だ。落ち着いた色目の打掛を纏い、気高い鶴のようにぴんと首筋を伸ばした姿からは老いは微み塵じんも感じられない。ただし、いつもは近寄り難いほどの威厳を纏っているのに、今日はどこか困惑したような空気を漂わせている。

「…大たい儀ぎであった。そなたにはこれから苦労をかけることになろうが、励はげんで欲しい」

　光彬は更に気分が落ち込むのを感じつつも、将軍として労ねぎらいの言葉をかけた。元より欠片かけらも期待なぞしていなかったが、この厳格な老女を惑わせるくらいだ。新たな御台所はやはり大御台所のように高慢な公家の姫なのだろう。

「勿もっ体たい無なきお言葉、恐きょう悦えつ至し極ごくに存じますが…その、上様…」

「…どうした？　御台所に何かあったのか？」

　花島がこんなふうに言いよどむのは珍しい。他の奥女中たちも光彬と視線を合わせるのを避けるかのように俯うつむいてしまっている。いつもなら、なんとか光彬の気を引こうと人目も憚はばからず秋しゅう波はを送ってくるというのに。

「いえ…御台所様はいたってお健すこやかでいらっしゃいます。ただ、その…」

「なんだ。そなたらしくもない。はっきりと申さぬ…か……」

　さあ…と、一陣の清涼な風が吹いたような気がして、光彬は廊下へと視線を滑らせた。恵渡城の最も奥まった一室に風など吹くはずがないと気付くよりも早く、光彬の目は搔い取った打掛の裾を優雅に捌さばきながら廊下を渡ってくる人物に釘付けにされる。

　十八の光彬より僅かに年長だろうその人が纏うのは、白しろ綸りん子ず地じに松竹梅の文様を描き、宝尽くしの金刺繡を施ほどこした打掛である。めでたい柄だが、紅や浅あさ葱ぎ、山吹などの鮮やかな地色に摺箔をあしらい、花鳥風月の文様を散らした奥女中たちの絢爛豪華なそれに比べれば、遥かに地味だと評さざるをえない。奥女中の派手好みを知り尽くした大奥出入りの呉服商なら、まずこのような反たん物ものは持ち込まないだろう。

　しかも、結い上げなければならないはずの黒髪は垂らされたまま。女中たちが信じられないほどの大枚をつぎ込んでまで欲しがるはずの豪奢な簪の類も当然挿していない。傍には振ふり袖そで姿の小姓らしい少女が一人付き添うだけだ。

　けれど、生まれ持った本当の美しさの前ではいかなるものも無意味と化すのだと、その人の姿が大きくなるにつれ、光彬は思い知らされた。衣装や装飾品の華々しさも、高価さも……それらを纏う者の性別でさえも、きっと。

　その人がとうとう正面に佇たたずむと、喉奥からひとりでに感嘆の息が漏れた。美貌自慢の奥女中たちが束になったとて、しょせんは粗そ花かだ。この一輪の麗花には敵かなうまい。

　同時に、花島の困惑のわけを理解する。

　光彬よりも頭一つはゆうに高いであろう、女子にあるまじき長身のせいではあるまい。口元の黒子ほくろが柔らかな笑みをやけになまめかしく彩っているからでもない。眩しく輝く白い光のように清冽な美貌に、目を焼かれてしまいそうな錯覚に陥おちいってしまうからでも、勿論ない。

　――大奥は女の園。奉公に上がった奥女中たちは、将軍の寵愛を受け、世継ぎを生み出すためだけに存在する。御台所はその多くを主宰し、奥女中たちの頂点に立つべき正室……即すなわち、女子のはずである。

　だが今、光彬に愛しげに微笑みかけ、流れるような所作で跪いた、この麗人は。

「拝はい謁えつの栄えいに浴し、恐悦至極に存じ奉たてまつります。私は主しゅ上じょうより右大臣の任を賜たまわりし紫藤純すみ孝たかが一いっ子し、紫藤純すみ皓ひろと申します」

　緊張など微塵も感じられない声音は耳に心地よく、いつまでも聞いていたいほどだが、奥女中たちのように高く澄んではいない。しっとりと低く、どこか官能的なそれは、容姿と同じくどれほど蠱こ惑わく的てきであろうと女子のものではありえなかった。

　何より、純皓とは紛まぎれも無く男子の名前だ。

「…そなたが…、御台所…？」

　それきり言葉を失ってしまった光彬に、純皓は…光彬の正室となるためにはるばる都より訪れたはずの男は、玲れい瓏ろうたる笑みを浮かべる。

「はい。…お会いしとうございました……我が、背の君」







[image: ]













　長らく続いていた戦乱を平定し、陽ひノの本もとの覇者となった七條氏が恵渡に幕府を開いてより約百年が経つ。

　人々はかつてない平和と繁栄を謳おう歌かし、戦乱の世はもはや遠い過去となりつつあった。

　世の中が変われば古くからの秩序も変わる。武力をもって天下に覇を唱えたはずの武士は、為政者側になった今、刀をろくに振るうことも無くなった。事実上、幕府に支配された朝廷の権威は失しっ墜ついし、困窮した公家たちは体面を保つのがやっとで、その昔陽ノ本の支配者であった面影などどこにも無い。それでも権けん謀ぼう術じゅつ数すうを巡らせ、身内同士で喰い合うのを止めないのだから呆れたものである。

　だが、性根が腐っているのは公家ばかりではない。平和に慣れきった武士は武芸や忠勤ではなく、己の利益を追求することに熱心になっていったのだ。

　結果、武家の棟梁であり絶対的崇拝の対象であったはずの将軍は、権威のみのお飾りと成り果ててしまった。政まつりごとの実権を握るのは老ろう中じゅうを中心とする幕ばっ閣かくであり、将軍は彼らの決めたことをただ認にん諾だくするだけだ。

　そんな中、光彬は第七代将軍・七條光みつ春はるの子として生まれた。生母のおゆきは貧しい下級武士の娘で、苦しい家計を助けるために側室付の奥女中として奉公に上がったのだが、その儚はかなげな美貌がたまたま光春の目に留まったのである。

　出自がどうあれ、将軍の子、それも男子を産んだ娘は側室として尊重される。

　だが、光春には既に都の公家から迎えた正室や身分高い側室たちが何人も居り、十人以上の子女を儲もうけていた。七番目の男子であり、生母の身分も低い光彬は、公儀にとっても将軍家にとってもさほど重要な子ではなかったのである。

　御お目め見みえも叶わぬ奥女中から側室へと異例の出世を果たしたおゆきを、大御台所や他の側室たちは陰湿に虐いじめ抜いた。そうやって大奥という巨大な檻おりに閉じ込められた鬱うっ憤ぷんを晴らしていたのかもしれないが、やられる方はたまったものではない。

　ことに、おゆきの主人であった側室、栄証院の虐めはすさまじく、光彬は幼心にも母が心労のあまり死んでしまうのではないかと危ぶんだほどだ。しかし、栄証院にしてみれば正当な怒りであったのだろう。おゆきには決してその気は無かったとしても、夫を寝取られたばかりか、自分よりも先に男子を産まれてしまったのだから。

　光彬が五歳になった頃、光春はおゆきと光彬を城下の小さな邸に移り住まわせ、母方の祖父と共に暮らさせることにした。このままではおゆきの心身が持たないと判断したのだ。

　将軍の子が恵渡城の外で育つなど前例の無いことだったが、反対する者は皆無だったという。光彬の上には六人もの異母兄が居り、長兄に万が一のことがあろうと替えは五人も居る。光彬に将軍位が回ってくることはまず無いと思われたのだろう。

　窮屈な城内で陰湿な虐めに晒さらされることよりも、外で自由に育つ方が光彬にとっても良いはずだ。父のそんな判断は正しかった。

　萎しおれた花のようだったおゆきはだんだん元気を取り戻し、自みずから廚くりやに立てるまでに回復した。光彬は乳兄弟の門脇と共に、厳しくも温かい祖父の愛情と薫くん陶とうを受けながら、逞たくましく成長していった。祖父は身分こそ低いものの一流の武芸者で、持てる全ての技を孫に叩き込んでくれたのだ。おかげで光彬は、小柄ではあるが引き締まった戦うための肉体と、祖父譲りの剣士としての腕前を手に入れたのである。

　将軍の子といえど、妾しょう腹ふくの七男ともなれば元げん服ぷく後の未来は下級武士の次男以下とそう変わらない。

　系譜が途絶えかけたどこぞの大名家の婿養子に迎えられれば良いが、そんな幸運は滅多に巡ってこない。下手に将軍家から養子をもらって煩く口出しされるよりは、どんなに血が薄くとも身内から養子を得て後継者に据えるのが普通だからである。

　かといって、仮にも将軍の子が武士の身分を捨てて商あきないを始めたり、田畑を耕たがやして生きるわけにもいかない。

　長兄が順当に父の跡を継いだなら、光彬を待ち受けるのは兄から捨て扶ぶ持ちをもらう冷や飯喰らいの生活である。城下の邸で市し井せいの者たちと交わって生きるうちに、光彬はそういった世俗の知識も身に着けていた。

　ならばせめて武士らしく武芸で身を立てんと決意した光彬は、祖父から教えを受けるだけでは飽き足りず、祖父の旧友が営いとなむ道場の門を叩いた。光彬の剣の才は更に伸び、十六歳にして師し範はん代だいに推すい挙きょされるまでに成長する。自分は武芸者として生きるのだと、僅かながら自信めいたものを抱けた。

　そんな頃を狙い澄ましたかのように、光彬の運命を狂わせる大事件が起きた。恵渡を流行はやり病やまいが襲ったのだ。不思議なことに死亡するのは殆ほとんどが武士やその一族で、町民たちは驕おごり高ぶった武士に仏ぶつ罰ばつが下くだったのではと噂した。

　幸いにも光彬やその周囲は感染せずに済み、病もすぐに終息したのだが、死者の中には父である将軍と長兄と次兄が含まれ、生き残った兄たちも寝たきりとなってしまった。

　将軍の直系男子で病に罹かからなかったのはたったの二人。光彬と、まだ一歳になったばかりの幼い異母弟、鶴つる松まつだけだった。鶴松の生母はおゆきを虐め抜いたあの栄証院である。

　流行病を生き延びた栄証院は息のかかった重臣を巻き込み、我が子鶴松こそ新たな将軍に相応しいと主張したが、まだまともに言葉も発せない赤子に形式だけとはいえ将軍が務まるはずもない。結局、栄証院一派と対立する重臣たちの後押しもあって、第八代将軍には光彬が就任することになったのである。

　一介の武芸者として生きるはずが、一夜にして武士の頂点に立つ将軍へ。己が立場の激変に戸惑う暇も与えられず、光彬は恵渡城に迎え入れられた。

　そこで待ち受けていたのは、今までとは比べ物にならないほど豪勢な暮らしである。

　着替えや箸はしの上げ下げに至るまで丁寧に世話を焼かれる至れり尽くせりの生活。光彬一人だけのために数百人もの美女たちがひしめく大奥。普通の若い男なら、夢見心地で頭のてっぺんから爪つま先さきまでどっぷりと浸つかってしまうのだろう。

　だが、帝王教育など受けずとも、光彬には容易に察せられた。そういったぬるま湯のような生活は、光彬の…将軍の士気を奪い、政に対する関心を失くさせるために用意されたものなのだと。

　戦乱の世が終わりを告げて百年。将軍はもはや、武士が政を動かすための権威の象徴でしかない。

　栄証院と対立し、光彬を将軍に推挙した重臣たちは、何も光彬に忠誠心を抱いていたわけではない。栄証院という口煩い生母を持つ鶴松よりも、刀を振るうしか能の無い光彬の方が御ぎょしやすいと踏んだだけだ。

　彼らが光彬に望むのは二つだけ。政に口出しをしないことと、可能な限り多くの子を儲けることだ。

　あの流行病によって、七條家の健常な直系男子は光彬と鶴松二人だけになってしまった。将軍位は直系男子によって受け継がれるべきもの。重臣たちはここぞとばかりに己が縁に連なる娘を大奥に奉公させ、側室とするよう光彬に迫ってきた。

　そこへ待ったをかけたのが栄証院だ。兄弟よりも子の方が継承順位は高いから、もしも光彬の側室が男子を産んでしまえば、鶴松が将軍位に就つく可能性は途絶えてしまう。焦った栄証院は派閥の重臣たちを動かし、表向きは『御台所よりも先に側室を娶るのは道理に反する』と尤もらしい理由をつけながら、光彬の側室話をことごとく握り潰した。

　恵渡城まで共に付いてきてくれた門脇は、なんと不ふ遜そんな女め狐ぎつねめがと憤いきどおったが、光彬はむしろ栄証院に感謝した。

　母が大奥の女たちに苛め抜かれた記憶は、今もなお鮮明に光彬の脳裏に刻み込まれている。虫も殺さぬようなたおやかで美しい姿をしていながら、口にするのもおぞましい仕打ちを母に加えた女たち。女、とりわけ大奥の女たちに対し、光彬は嫌悪と恐怖を抱くようになっていたのである。

　例外は城下の邸に奉公に上がっていた町人の娘、やえくらいだ。清楚で控えめで、偶然指先が触れ合うだけでも頰を染めてしまうような純情可憐な乙女に、光彬は仄かな恋心を抱いていた。

　しかしやえは恵渡を流行病が襲う直前に良縁に恵まれ、暇いとま乞ごいをしてしまった。今頃は人の妻となっているはずだ。

　光彬の仄かな恋心を知る門脇は、やえを離縁させた上で武家の養女として側室にしてはどうかと勧めてきたが、そんなことをすればやえを不幸のどん底に突き落とすばかりか、母と同じ苦しみを味わわせてしまうことになる。母のように女たちから陰湿な虐めを受けるかもしれない。大切な存在だからこそ、日陰の身にしたくはない。

　武芸者として生きようとしていた光彬には、将軍位に執着も未練も無かった。あるのは七條家の男子としての義務感だけだ。

　ただ存在するだけで世の安あん寧ねいに僅かなりとも貢献出来るのなら将軍の座にも就つこう。だが、好いた相手と結ばれないのなら、我が子など儲けずとも構わない。幸い、鶴松は母の醜みにくい本性も知らず、無邪気に光彬を慕したってくれている。次の将軍には鶴松がなればいい。側室も、側女も要いらない。

　しかし、いくら光彬でも、正室たる御台所まで拒むわけにはいかなかった。御台所は大奥の要であると同時に、朝廷と幕府とを結びつける架け橋でもあるからだ。政を差配する力を失ったとはいえ、帝を戴いただく朝廷は依然として陽ノ本に大きな影響力を持っている。朝廷を支配する公家の姫を正室に迎えるのは、将軍の義務でもあった。

　さっそく朝廷との交渉が始まり、光彬の将軍就任から一年後、紫藤家の姫の輿入れが決まった。将軍の御台所ともなれば支度にも膨ぼう大だいな費用と時間がかかり、実際に姫が都を発たったのは更にその一年後、即ち今から一月ほど前のことである。







　姫は道中つつがなく過ごし、今朝とうとう恵渡城に到着した。報告を受けた光彬は、旅の埃ほこりを落とした姫が挨拶に訪れるのを待っていたはずなのだが――。

「…上様、上様！」

「……っ」

　門脇に小声で呼びかけられ、光彬はようやく我に返った。何い時つの間にか詰めてしまっていた息を吐き出し、咳せき込みそうになるのを堪える。

　お飾りとはいえ、将軍が公の場で無様な姿を晒すわけにはいかない。居住まいを正し、都からはるばる到着したばかりの『姫』と改めて向き合う。

　しかし、何度瞬まばたきをしようと、目の前で微笑む麗人は男のままだ。どうやら、狐こ狸りの類に化かされたわけでも、白昼夢を見ているわけでもないらしい。

「…すまぬ。少々、思いがけないことがあったのでな。して、純皓殿…そなたが真実、御台所で相そう違い無ないのか？　余よは、紫藤家の姫が参られると聞き及んでいたのだが」

　姫、の部分に僅かに力をこめたのは、男のお前が何故女子のなりをして現れたのか、という問いかけだ。

　この陽ノ本においては、跡継ぎさえ別に儲ければ男同士の婚姻も認められており、男の側室を持つ大名も多い。

　だが、将軍家の血を絶やさないために存在する大奥は唯一の例外だ。明文の規律があるわけではないが、将軍の寵愛を受けるのはすべからく子を産むことの出来る女子というのが暗黙の掟おきてである。公家の一員であるならば、純皓も当然それは知っているはずだ。

「はい。御台所として主上より遣わされたのは、確かにこの私でございます」

　純皓はきっぱりと肯定し、長い睫に縁取られた瞼を物もの憂うげに伏せた。

　ただそれだけの仕草にはっとするほどの色香が漂い、光彬ばかりか堅物の門脇や花島たちまでもが息を呑む。若い奥女中たちなど、純皓が現れた時からずっと頰を上気させっぱなしだ。平然としているのは、純皓の背後に控える少女くらいのものである。

「仰おおせの通り、御台所に内定していたのは我が紫藤家の姫…私の異母妹でございました。ですが、妹は半年ほど前、病を得て儚くなってしまったのです」

「なに…!?」

　御台所となるべき姫が死ねば、公儀にもすぐさま報告されるはずである。にもかかわらず、光彬は一度もそんな報告を受けた覚えが無い。門脇と花島に視線で問いかけるが、二人とも寝耳に水とばかりに首を振る。

「あいにく、我が家に年頃の姫は妹しか居りませんでした。本来ならば改めて相応しい家の姫を選ぶべきところを、私が妹の代わりに上様の元へ参りたいと申し出たのです。私のような者が晴れがましい地位を望むなどおこがましいのは重々承知、いかなるお叱りを受けても致し方ないと覚悟しておりましたが、栄証院様は快こころよくお許し下さいました」

「…栄証院か…！」

　純皓の言葉で全てのからくりは解けた。大御台所が中ノ丸に引っ込んだ今、新たな御台所がやって来るまでの間、奥向きを支配するのは鶴松の生母である栄証院だ。

　公家の影響力を削そぐため、公家出身の御台所は懐妊が許されないのが通例だが、万が一ということがある。しかし、男の純皓ならば孕はらむ心配は絶対に無い。光彬に子を儲けさせたくない栄証院は、きっと二つ返事で純皓の申し出を受け入れただろう。

　無論、他の重臣たちに知られれば猛反対に遭うのは必至だから、輿入れの当日まで姫とその異母兄が入れ替わったことは伏せておく。栄証院ならば、花島さえも欺あざむき通すのは可能だ。そして、一度御台所として認め、迎え入れてしまった者を、都へ突き返すわけにはいかない。

　……やられた。

　光彬は強い憤りを覚えるが、非は自分にもあることはわかっていた。形ばかりとはいえ自分の妻となる姫なのに、どのような娘なのか知ろうともしなかった。書状の一つすら送らなかったのだ。もしも光彬が自ら姫と繫がりを持とうとすれば、栄証院の企たくらみは露ろ見けんしていたかもしれないのに。

　狡ずる賢がしこい栄証院のことだ。きっとそこまで見越していたのだろう。この事態は、光彬の自業自得とも言える。

　だが、過去を嘆くよりも、光彬にはまず成すべきことがある。

　忸じく怩じたる思いを抱えながら、光彬は袂たもとから紫水晶の数じゅ珠ずを取り出した。最近亡くなった母方の祖父を悼いたむために忍ばせているものだ。正座して瞑めい目もくし、静かに手を合わせる。

「…上様？」

「…すまぬ。余は夫となる身でありながら、今、そなたから聞かされるまで姫の死を知らなかったのだ。今更冥めい福ふくを祈ったところで、姫は許してくれないだろうが…」

　ただ政略の道具とされただけで、姫には何の非も無かったのだ。当たり前のことに今まで思い至らなかった己を、光彬は深く恥じた。輿入れ直前であたら花の命を散らした姫の無念はいかばかりか。きっと、薄情すぎる夫を泉せん下かで恨んでいるに違いない。

「上様…いいえ、上様…」

　不安そうだった純皓がゆるゆると首を振った。見開かれた切れ長の双眸からはらりと涙が零こぼれ落ちる。真珠のようだ、と思ってしまった自分に、光彬は内心ぎょっとする。いくら美しかろうと、純皓は男子だ。今まで一度も、男に対してそんなふうに思ったことなど無かったというのに。

「妹は果報者でございます。上様のお慈悲を得て、きっと妹の魂も安らぎましょう。賜った御恩に報むくいるためにも、せめて兄であるこの私が精一杯お仕つかえいたします」

　朝あさ露つゆを含んだ白百合の如ごとき泣き笑い顔で言われれば、大抵の者はどんなことでも諾だく々だくと頷いてしまうだろう。だが、光彬にはまだ確かめなければならないことが残っている。

「そのことだが…なにゆえ、そなたは妹姫の代わりなど申し出たのだ？」

　実権を取り上げられて久しい朝廷では、能力よりも家柄や容色が物を言うと聞く。右大臣の子息であり、容姿にも優すぐれた純皓なら、朝廷でいくらでも立身出世が望めただろう。同じ男の妻となって大奥に閉じ込められるよりも、朝廷で出世を極める方が、公家に生まれた男子の本ほん懐かいというものであろうに。

　この時、光彬は一つの疑惑を抱いていた。

　純皓は父である右大臣から、光彬を籠ろう絡らくせよとの密命を帯びてきたのではないだろうか。老中たちの操り人形と化していようと、将軍は将軍だ。思いのままに動かせれば、朝廷や実家の紫藤家に様々な便べん宜ぎを図らせることが可能である。権謀術数をお家芸とする公家ならば、そのくらい平気でやりかねない。

　門脇も同じ疑いをかけているのだろう。ただでさえ凄すごみのある顔が鬼おに瓦がわらのように厳しくなり、純皓の背後の少女などは袖で顔を覆ってしまっている。ことのなりゆきを見守る花島や奥女中たちも、ごくりと息を呑む。

「…正直にお答えしてもよろしゅうございますか？」

「良い。許す」

　光彬は頷いた。緊迫した空気をものともせず、気丈に問い返してくる姿には好感が持てる。まさか本当に真実を話すわけはあるまい。

　さて、都から来た貴人は、一体どんな言い訳を聞かせてくれるのか。妹の無念を慰めるためなどと笑しょう止し千せん万ばんの綺麗ごとをぬかしたら、すぐにでも大奥に叩き帰してやろう。飾りといえど光彬は将軍なのだ。栄証院の思惑に踊らされるつもりも、公家の陰謀に惑わされるつもりも無い。

「それでは申し上げます。私がこちらに参ったのは…上様。貴方あなた様を心からお慕したい申し上げているからでございます」

「…………な、に？」

　予想だにしなかった言葉に、光彬は絶句した。

　……慕っているだと？　恵渡と西の都、百里以上離れた地で生まれ育ち、今日が初対面の光彬を？

　そのような言い分など、信じられるはずがない。突拍子も無いことを言い出して煙に巻こうとでもいうのだろうか。これだから公家という生き物は――。

「…すぐに受け容れて頂けないだろうと、覚悟して参りました。私は、至し尊そんの御おん身みであられる上様には相応しい者ではありませんから」

　美しく化粧を施した顔で母をねちねちといびっていた大御台所の姿と重なり、俄にわかにこみ上げてきた怒りは、か細く震える声音によって打ち消された。純皓は光彬よりもずっと長身の男だ。打掛の袖口で口元を覆い、悲しげに俯いたところで女子のような儚さなどとは無縁のはずなのに、どうして一瞬手を差し伸べたくなってしまったのだろうか？

「ですが、どうかこれだけは信じて下さい、上様。私の心は既に貴方様のもの。…他の誰にも、捧げるつもりはございません」

　胸の前で指を組み合わせ、ただ光彬だけを祈るように見詰めてくる黒々とした切れ長の双眸には、あやかしの秘術でもかけられていたのかもしれない。

　いや、これこそがかつて陽ノ本を支配していた公家の手て練れん手て管くだというものなのか。初めて正面から視線が絡み合った瞬間、目の前で火花が散って、心の臓が鷲わし摑づかみにされたかのように疼うずいたのだから。

「卑ひ小しょうなるこの身の全てをもってお仕え申し上げます。愛しい、我が背の君……」

　真しん摯しな、毒のように甘い誓いが滴したたり落ちた瞬間、声にならない悲鳴が大広間に響き渡った。どさどさと崩れ落ちるのは、恍こう惚こつとした表情の奥女中たちだ。

　将軍の御前ではあるまじき醜しゅう態たいだが、光彬は彼女たちを責める気にはなれなかった。純皓の発散する毒気すれすれの色気は、男子禁制の大奥で禁欲生活を強しいられる若い女子たちには強烈すぎる。光彬とて、決して逸そらそうとしない純皓の双眸を睨み返すだけでも全身の力が抜けていくのだ。

　この感覚は祖父と…練れん達たつの武芸者と相対した時のそれとよく似ている。下手を打てば最後、一瞬にして懐深くへ入り込まれ、致命的な一撃を見舞われてしまいそうな。

　けれど、何故？

　純皓は都の公家の子息。優雅に歌を詠よみ、歌か舞ぶ音おん曲ぎょくに通じてはいても、刀を振るう荒事とは無縁に育ってきたはずなのに。……亡き妹姫の絵姿よりも遥かにたおやかで、華やかなその艶姿に、何故、得体の知れない何かを感じてしまうのだろう？

「これ、貴方たち！　上様と御台所様の御前ですよ！」

　花島が慌ててたしなめるが、誰一人聞いてはいない。彼女たちの潤んだ瞳の先に居るのは、純皓ただ一人だけだ。そしてその純皓は、周囲の異変をよそに光彬だけを見詰めている。このような混沌とした事態は、栄証院も想像しなかっただろう。

「…上様。御台所様におかれましては、ご到着あそばされたばかりでお疲れと存じます。無事、ご挨拶も済んだことですから、ご休息頂いてはいかがでしょうか」

　門脇の出してくれた助け舟に、光彬は天の助けとばかりに乗ることにした。これ以上視線を絡めていたら、どうにかなってしまいそうで恐ろしかったのだ。

「うむ、そうだな。…花島、御台所を新御殿へ案内せよ」

「…は、はい！」

　花島が弾かれたように立ち上がると、奥女中たちもようやく己の職分を思い出したのか、おぼつかない足取りで花島の後を追った。恭しく一礼した花島に促うながされ、純皓は深々と額ずいてから傍かたわらの少女と共に大広間を退出していく。

　白綸子の打掛に覆われた背中が向けられ、やっとのことで一途すぎる眼差しから解放されると、脱力した光彬は脇きょう息そくにぐったりともたれかかった。

　大御台所のように高慢な姫が現れるに違いないと身構えていたのに、まさかあんな男がやって来ようとは。一介の武芸者として終わるはずが、光彬の生は一体どれだけ転がって、どこへ流れ着こうというのだろうか。

　深く息を吐こうとしたのを見計らったように、純皓が小さくこちらを振り返る。ぎくりと腕が強張った弾みで脇息が倒れ、青々とした畳の上を滑っていった。

「…っ」

「上様!?」

「…いや、何でもない。大丈夫だ」

　御ご典てん医いを呼ぼうとした門脇を制止し、体勢を直す。純皓の艶やかな微笑みがまるで獲物を捕らえる鷹のようでひやりとしたなんて、たとえ信頼する乳兄弟にも吐露出来るはずはなかった。寸すん鉄てつ帯びぬ相手に怖おじ気けづくなど、武士にあるまじき失態だ。

　武芸者の祖父の教えを受けた光彬をここまで動じさせたのだ。純皓はただの甘やかされた公家の若君ではあるまい。初対面の純皓を慕っているというのも信じ難がたい。そんな偽りまで述べて、一体何を企んでいるのか。

「これは、油断ならんな…」

　光彬の呟きに、門脇は無言で同意した。







　恵渡城には三つの御殿が存在するが、中心となるのは将軍の居住空間でもある本丸御殿だ。本丸御殿は謁えっ見けんや役人の執務現場となる『表』、将軍が生活し政務に励む場である『中なか奥おく』、そして将軍の妻さい妾しょうや奥女中たちが住まう『大奥』で構成されている。

　将軍の後継者を生み、七條家の血を絶やさないためだけに存在する大奥は、他の区画とは堅牢な銅どう塀べいによって隔へだてられている。唯一、御お鈴すず廊下と呼ばれる二本の廊下で中奥と繫がるのみだ。そして固く閉ざされた御お錠じょう口ぐちをくぐり、お鈴廊下を通って千人近くの美女が待つ百花繚乱の花園へ脚を踏み入れることが許された男は、天下にただ一人。将軍その人だけである。

　しかし、光彬が大奥に入ったのは二年前、将軍に就任した時くらいだ。生母のおゆきが城下の邸に留まった以上、わざわざ心根の腐った女子と同どう衾きんするために訪れるなどまっぴらだったのである。本来なら毎朝大奥で主だった奥女中たちを集め、御年寄の花島から報告や挨拶を受ける総ぞう触ぶれという日課があるのだが、それも花島を中奥まで召し出し、報告させるだけで済ませていた。

　父である先代が亡くなってから奥女中たちの多くが入れ替えられ、栄証院を含めた側室たちも中ノ丸や御用邸に移動させられたから、母をいたぶった女たちはもう殆ど大奥には存在しない。

　それでも、幼い頃に刻み込まれた大奥の女子に対する嫌悪と恐怖は一朝一夕には拭ぬぐい難がたく、花島や老中たちに苦い顔をされながらももっぱら中奥だけで過ごしてきたのである。

　奥入り自体二度目なら、大奥での将軍の居室である御お小こ座ざ敷しきに赴おもむき、その中央にある上段の間――御台所や側室と同衾するための寝室に入るのは勿論初めてだ。

　光彬は内心の狼狽を悟られぬよう、密かに深呼吸を繰り返した。

　たっぷりと綿を詰めた白絹の布団を挟んだ向こうから、くすり、と小さな笑い声が漏れる。

「…ご無礼つかまつりました。ようやく上様と二人だけになれたので、嬉しくて…」

　物慣れない態度を嘲笑されたのかと思いきや、純皓はその言葉通り嬉しそうに微笑んでいた。湯ゆ浴あみを済ませたのは一いっ時とき以上前のはずだから、頰がほんのり染まっているのは決して湯あたりしたせいではあるまい。

　四隅に燈台が置かれただけの薄暗闇の中、光彬と純皓は互いに絹の単衣一枚きりの姿で向かい合っていた。昼間の衝撃的な対面からあっという間に時は経ち、床入りの刻限を迎えてしまったのである。閉ざされた障子の向こうでは数人の奥女中が寝ずの番をしているはずだが、この上段の間に余よ人じんの姿は無い。純皓と二人きりという事実が、緊張に拍車をかける。

　純皓を新たな御台所として迎え入れ、大奥には激震が走ったらしい。代々の御台所は勿論、数多あまたの側室たちの中にも、男は一人も存在しなかったのだ。男を寵愛する将軍も居ないではないが、小姓として傍に仕えさせるのが普通だった。大奥はあくまで将軍の世継を生み出すべき場所なのである。

　だが、秩序を重んじる上位の奥女中たちや、光彬の寵を狙う中﨟たちも、純皓の優雅な微笑み一つにすごすごと退散してしまったそうだ。更には、千両役者でも遠く及ばないだろう美貌に魅入られ、自みずから御台所付を申し出る者まで出る始末で、花島はひどく複雑そうにしていた。側室や奥女中たちの頂点に立つべき御台所が将軍その人よりも女子の心を摑んでしまうのでは、本末転倒だからであろう。

　じじっ、と油に浸ひたされた芯が小さく爆はぜて、燈台の灯りが揺らぐ。

　光彬は小さく首を振り、純皓の熱のこもった眼差しから逃れるように勢い良く立ち上がった。

「…上様？　いかがされました？」

「まだ疲れは取れていないであろう。余は別室で休むゆえ、そなたはここでゆっくり眠るがいい」

　上段の間の北側には、小廊下を挟んで蔦つたの間と呼ばれる座敷がある。光彬はそこに床を延べさせ、一人で眠るつもりだった。純皓は床入りを果たして初めて名実共に御台所となるわけだが、必要なのは将軍と一晩大奥で過ごしたという事実だけだ。何も本当に伽とぎをさせなくても構わないはずである。

　生まれてこのかた、男に劣情を抱いた例など無い光彬だ。どんな企みを抱えているかもわからない、あの栄証院と通じている可能性すらある男など、いくら美しかろうと愛めでる気にはなれない。

　だが、大股で布団を横切ろうとしたとたん、足首に小さな衝撃が走った。痛みも殆ど無かったにもかかわらず、光彬の身体は手て妻づまのようにふわりと浮き上がる。

「…あまりに惨むごいお仕打ちにございます、上様」

　気が付いた時には、光彬は褥しとねに背中から押し倒されていた。不測の事態で、体勢を立て直すことも受け身を取ることも出来なかったが、衝撃は分厚い布団が全て引き受けてくれたから痛みは無い。

　問題なのは、何故純皓が光彬に覆い被さり、唇が触れ合わんばかりの至近距離から見下ろしているのかということだ。切れ長の双眸を悲しげに細め、唇を微かに震わせながら。

　背に届かんばかりの長い黒髪が純皓の肩口を滑り落ち、光彬の視界をさえぎった。これでは純皓だけしか見詰められない。

「…そなた、は…」

「そこまで、私を厭いとわれますか。私はただ、お慕いする上様のお傍に侍はべりたい一心で参っただけですのに…」

　偽りだろうと糾きゅう弾だんするには、純皓の表情は真摯すぎ、一途すぎた。しかも、密着した身体は燃えるように熱く、硬くなった純皓の股間は光彬のそこを押し潰さんばかりだ。さすがの光彬も、それが何を意味するのかわからないほど初う心ぶではない。

　――純皓は、光彬に劣情を覚えている。

　信じ難い事実に思い至るや否や、今まで気にならなかった…いや、気にしないよう努めてきたことが、頭の中に押し寄せてきてしまう。

　重ねた小こ袖そでの上に打掛を羽織っていた時にはわからなかったが、純皓はただ長身であるのではなく、柔軟な筋肉に覆われたしなやかな肉体の主であるということ。湯ゆ殿どので洗っただけのはずの黒髪がしっとりと艶やかなこと。中﨟たちのように病的なまでに白いのではなく、血色の良い健康的な素肌が、白おし粉ろいもはたいていないのになめらかで染み一つ見当たらないこと。

　そして何より、熱情に濡れた面おもてが典麗でありながらぞっとするほどなまめかしいこと。

　並外れた美形であるとは思っていた。奥女中たちが卒倒するのも無理は無い、とも。女子のような細さや儚さ、弱々しさとは無縁であるにもかかわらず、美貌自慢の中﨟たちよりも遥かに見事に打掛を着こなしていた。

　けれど、今の純皓といったらどうだ。光彬は確信した。

　豪奢な衣装を纏えばきっと純皓はその名が表す通り真っ白な光の如く光り輝くだろう。だが、純皓が最も美しいのは、余計な飾りを全て脱ぎ捨てた時だ。光彬の寵愛を欲しがる中﨟たちがここに居合わせたなら、光彬などそっちのけで純皓に群がるに違いない。

　だからこそわからない。これほどの器量の主が、どうして光彬を欲したりするのか。どうして、息を吸いこむごとに胸の鼓動が早くなっていくのか。純皓が纏う香りは、奥女中たちが好んで打掛に焚たきしめるどぎつい香の類よりもずっと控えめでかぐわしいのに。

　乱れた衿えりから差し入れられた手が、つつう…と胸元を更に押し広げながら光彬の素肌をなぞっていく。

　しっとりとした、だが決して女子のように柔らかくも弱々しくもない指先は、光彬に未知の感覚をもたらした。身の内がじわじわと火照り、純皓の股間に押し潰されているそこも熱を帯びていく。男に触れられてこんなふうになるのは初めてだ。

「…そ、そなたは男子であろう？　そなたほどの美形であれば、いかなる美び姫きも朝廷での立身出世も思いのままだったはずだ。それが自ら御台所に志願し、大奥に囚われようとするなど正気の沙汰とも思えん」

　このまま流されてはならない。純皓の潤んだ瞳から顔を逸らし、懸命に言い募つのるうちに、光彬ははっと閃ひらめいた。

「もしやそなた、父に無理強いされたのではないか？」

　天下統一から百年以上が経つ今も、公家は武家を成り上がりの東あずま夷えびすと嘲あざけっているが、ろくな領地も職も持たない彼らが公儀からの援助でなんとか暮らしているのも事実だ。

　特に、御台所の実家には莫大な額の支度金が支払われる。紫藤家には死んだ姫の他に年頃の娘は居ないという話だから、金に目が眩くらんだ純皓の父親が美貌を誇る息子を無理矢理にでも御台所に押し込みたいと願っても、何の不思議は無い。

　考えれば考えるほどそれが真実のように思え、光彬は純皓に憐れん憫びんを覚えた。望まぬ地位を強いられる辛さは、光彬こそが一番よくわかる。

「ならば、無理をせずとも良い。余でもさすがに都へ帰してやることは出来んが、可能な限りの便宜を図ってやろう。大奥は身動き一つ取れないが、中ノ丸あたりならかなり自由に過ごせるはずだ。あとは…」

　密着した身体が震えているのに気付き、光彬はふと正面を向いた。真実を言い当てられて慄おののいているのかと思いきや、純皓は広げた掌てのひらで顔を覆い、おかしくてたまらないとばかりに笑っている。

「…く、くくくく…っ、ふふ…っ」

「ど…、どうしたのだ…？」

「なんと…、恐れながら上様は本当に初心でおかわいらしくていらっしゃいます。私のここをこのようにさせておかれながら、そのような無粋なことを仰おおせになるとは…」

「……っ！」

　息を呑んだのは不ぶ躾しつけな言葉に憤ったせいではなく、単衣の隙間から純皓の股間に手をそっと導かれたせいだ。焼けた杭くいの如き熱さと弾力のある硬さ、濡れた生々しい質感に、否応無しに悟らされる。……純皓は、下帯をつけていないのだと。

「父に強要などされておりません。私の輿入れは、私の意志でございます。…これでもまだ、信じては頂けませんか？」

「…あ、あっ…」

　純皓が腰を揺らすと、やんわりと握らされた陽よう根こんが手の内で脈打ちながらますます漲みなぎっていく。なんという太さ、そして猛たけ々だけしさだろう。まだ実際に目にしてはいないが、間違いなく光彬のものより逞たくましいはずだ。

「女子と違い、男の身体は嘘がつけないのはご存じでしょう？　私をこのような浅ましい姿になさったのは、上様、貴方様でいらっしゃるのですよ」

「よ、…余が、そなたを？」

「はい。ようやく晴れて上様の妻となり、尊い御おん身みにこうして触れることが許されたのです。どうして、昂らずにいられましょうか…」

　純皓は陽根を握らせていた手を解放し、そっと口付けを落とした。恭しい仕草であるにもかかわらず、上目遣いに見上げてくる双眸には隠し切れない情欲が滲んでいる。

　どくん、と心の臓が跳ねた拍子に純皓を包むあの不思議な香りがほんの少し強くなった気がしたが、些細な変化に構う余裕など、今の光彬には存在しない。

「上様…、もしほんの僅かなりと私を憐れとおぼしめすのなら、どうかお情けを下さいませ。私とこの熱を分かち合って下さいませ。そうすれば、私がどれほど上様をお慕い申し上げているか、おわかり頂けるはずでございます」

　切々と訴えられれば光彬の心も揺らぐが、男とまぐわった経験など無いのだ。自分よりも長身で逞しい純皓をどう扱えば良いのか見当もつかない。かといって、素直にそう告げるのは男子の矜きょう持じが許さない。

　光彬の複雑な心境を見透かしたように、純皓は艶えん冶やな笑みを浮かべた。

「上様は何もなさる必要はございません。私に全てお任せ下されば良いのです。私は上様の正室。上様に奉仕申し上げることこそ私の使命であり、歓よろこびなのですから」

「…っ、く、…うっ」

　言葉を紡つむぐたび紅べにも差していないくせに紅い唇が妖しくうごめき、光彬の手の甲から指の狭間の薄い皮膚、そして指先を順繰りに食はんでいった。

　食まれた部分から上がるちゅっちゅっという音がひどく淫みだらで、羞しゅう恥ちをかきたてる。純皓の纏う香りがまた強くなり、光彬までをも包み込む。強張っていた身体が不思議な香りに解ほぐされ、思考にうっすらと靄もやがかかっていく。

「上様…、どうか、許すとおっしゃって下さいませ。私に、この瑞みず々みずしい御身を許して下さると…」

「うぅ…っ、く、…ふ…っ」

　駄目だと断言したいのに、どういうわけか上手く言葉を紡げない。

　白絹の布団に押し付けられた髻もとどりがぐしゃぐしゃに乱れるのも構わず、光彬は大きく首を振った。ほぼ本能的な行動だった。もしここで純皓の願いを聞き入れようものなら、取り返しのつかない事態に陥ってしまう予感がしたのだ。

「くく…、さすがに手強いな…」

　この場には似つかわしくない興きょうがるような低い声が響き、脳裏を覆いかけていた靄が一瞬にして晴れる。

　――まさか、曲者か？

　とっさに純皓を払いのけ、身構えようとした光彬だが、実際には純皓の衿元を引っ摑んで押し広げただけだった。

「…っな、…に？」

　身体に力が入らない。否、どれだけ力をこめても純皓には伝わっていないのだ。不可解な現象に戸惑う光彬に、純皓がうっとりと囁きかける。

「上様…、嬉しゅうございます。私の身体に、少しは興味を持って下さったのですね」

　違う、と言下に否定することは叶わなかった。光彬を跨またぐ格好で膝をつき、身を起こした純皓の肢し体たいに、一目で眩げん惑わくされてしまったからだ。

　はだけた胸元から覗く実用的な筋肉に鎧よろわれたしなやかな肉体は、光彬が予想したよりもずっと強きょう靭じんで逞しかった。だが、決して武芸者のようにむくつけなわけではない。すらりと引き締まり、玲瓏な面に相応しい蠱惑的な色香を放っていた。男には意味の無いはずの胸の朱と鷺き色の突起がやけに扇せん情じょう的てきで、触れてみたいと思ってしまった自分に驚く。

　光彬は代々の将軍に受け継がれてきた宝刀を思い出した。今は光彬の佩はい刀とうとなったそれには名工による美麗な拵こしらえが施され、一振りで城一つが贖あがなえるほどの価値があるというが、その刀身はどこまでも鋭く研ぎ澄まされているのだ。

　そう、目の前で艶然と微笑む男のように。

「ふふ…、上様。そのように熱くお見詰めにならないで下さいませ。私も、我慢出来なくなってしまいます…」

　純皓は思わせぶりに腰紐の結び目に手をやり、光彬の視線が己の一挙手一投足に釘付けになっているのを確かめると、おもむろに解いた。しゅるり、と小さな音と共にはだけた単衣を肩口から落とせば、全てが露あらわになる。上半身と同じく引き締まった下肢も、股間の一いち物もつも、全てが。

　光彬は胴震いした。この手に握らされた時にも立派だと思ったが、目まの当たりにした純皓のそれは臍へそについてしまいそうなほど逞しく反そり返って裏筋を晒し、先走りでてらてらと光っている。精力の強さを表すかのように赤黒く何本もの筋が張った野太い肉茎といい、ずっしりと重たそうな陰いん囊のうといい、どこもかしこも麗しい純皓の股間にあることが信じられないほど獰どう猛もうな一物だ。

「上様…、後ご生しょうですから、どうかお許しを…」

　やんわりと再び覆い被さってくるのは、硬く逞しい男の身体だ。女子のような柔らかさは微塵も無い。

　なのに、純皓の纏う香りをいっぱいに吸い込むと、見せ付けられたばかりの一物の偉い容ようは頭から吹き飛び、もっと触れ合いたくなる。この男と熱を分かち合いたくてたまらなくなっていく。

「上様が私を怪しまれ、疎うとまれているのは承知しております。穢けがれたこの身が御台所として上様に添うなど、おこがましいにもほどがあることも…。けれど、上様。私は貴方様のお情けが欲しい。身も心も、貴方様の妻になりたい…」

「…御台所…」

「今宵だけでも良いのです。どうか、許すと…上様…」

　長い睫まつげを一粒の涙が伝い、光彬の頰に落ちた。

　はらはらと涙を零こぼす純皓は、強靭な肉体を持つ男でありながら儚げで、生母のおゆきを彷ほう彿ふつとさせられる。

　大人しく控えめな母は酷ひどい虐めを受けてもただじっと耐え忍んでいたが、時折声を殺して泣いていた。多忙な父に代わり、母を慰め、励ますのは光彬の役割だったのだ。

　ひとりでに持ち上がった手が、純皓の頰を拭う。

「……ゆる、す」

「…上、様？」

「…許すゆえ、…泣くな…」

　その瞬間、ぐるるぅ、と獣めいた唸うなり声が聞こえたのは気のせいだったのだろうか。歓喜した純皓の腕にひしと抱き締められてしまった光彬に、確かめるすべなど無かった。

「上様…、ああ、なんとお優しい上様…嬉しゅうございます…」

　今まで泣いていたのが嘘のような晴れやかな笑みを浮かべ、純皓は光彬の腰の後ろに手を回した。その手がほんの少しうごめいただけで、貝かいの口くちにされていた角かく帯おびの結び目はするりと解けてしまう。

　小姓よりも遥かに慣れた手付きに驚く間も無く、単衣を脱がされ、下帯を締めたきりの姿を晒された。さらしに覆われた股間を恍惚と見詰められるのは初めてで、強い羞恥に襲われるが、そんなものはまだ序の口だとすぐに思い知らされる。

「上様、上様……」

「……っ！」

　広げさせた光彬の脚の間に跪いた純皓が、ずらしたさらしの隙間から一物を恭しく取り出し、何の躊躇ためらいも無く口内に含もうとしたのだ。紅い唇の中に己の一物が吸い込まれていく異様な光景に光彬は驚き、反射的に上体を起こす。

「…上様？　お許し下さるのではなかったのですか？」

　肩を押し戻された純皓が、きょとんと首を傾げる。今にも一物の先端を含もうとしていた紅い唇や肉茎を捧ささげ持ったままの指先を直視出来ず、光彬は純皓の肩を摑んだまま顔だけを逸そらした。

「…た、確かに許したが…そのようなことは、せずとも良い」

「そのようなこと、とは…私が上様の一物をおしゃぶり申し上げ、口内で存分に扱かせて頂いてから、尊い子種を勿体無くも注ぎ込んで頂くことでございますか？」

　もしも光彬が正面を向いていたなら、殊勝な口調に反して純皓が唇をニイっと吊り上げていることがわかっただろう。純皓が何をしようとしていたのかつぶさに知らされ、その内容の淫みだらさに赤面することも無かったはずだ。

「そ…、そうだ。そのようなこと、まぐわいには必要無い。そなたはただ余の子種を受け止めれば良いのだ」

　武芸者として身を立てるつもりだった光彬は、思いがけず将軍となるまで女子を抱いたことは無かった。己の生活もままならない身で、妻子を養えるはずもないと悟っていたからだ。

　恵渡城に入ってからは閨ねやの指南役として経験豊富な奥女中をあてがわれたが、その奥女中は『確実にお世継ぎを作られることこそ上様のご使命でございます』と説き、勃起した一物を女の陰に突き入れるすべだけを光彬に授さずけた。

　光彬の閨の知識に、身体を繫げる以外の行為など存在しないのだ。純皓も光彬の情けが欲しいと言うのなら、さっさと手で扱くなりして光彬を勃起させ、己の内側に導くべきだろうに。

「上様……」

　だが、純皓は恥じ入って従うどころか、うっとりと微笑んで光彬の先端に吸い付いた。

「……っあ！」

「私は貴方様の妻ですから、勿論、いくらでも望まれるままに子種を受け止めさせて頂くつもりです。…さあ、まずは一いっ献こん、固めの盃さかずきを私の中にぶちまけて下さいませ。愛しい、私の上様…！」

「…んっ、…う、…く……あ！」

　光彬の一物はとうとう純皓の口内に根元まで含まれ、すぐさま濡れた肉厚な舌が肉茎を絡め取った。
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　脳天がくらりとする。やっとありつけた馳ち走そうとばかりに肉茎に絡み付き、きつすぎず、緩すぎない絶妙な加減で締め付けてくる口内は、まるで快楽を生み出す肉の壺だ。光彬が身じろごうものならやんわりと歯を立てて甘い罰を与え、膝裏に手を入れて少しずつ押し開いていくのだからたちが悪い。

　いつしか光彬は大きく開脚させられ、股間を自ら純皓に捧げるかのようなあられもない格好を取らされていた。仮にも将軍たる身がなんたる体ていたらくだと理性は叱しっ咤たするが、後から後から押し寄せてくる熱の奔ほん流りゅうに容易たやすく搔き消されてしまう。

　なんだこれは――なんなのだ。

　光彬は押し戻すつもりだった純皓の肩口に爪をたて、身の内で急速に膨れ上がっていく衝動に耐えた。

　臍のあたりがカッと熱くなるこの感覚は、極める際のそれだ。けれど、自分で慰めた時も、指南役を抱いて男となった時でさえ、こんな身を焦がさんばかりの熱を味わったことは無い。当然、なすすべも無く強制的に絶頂へ押しやられ、全身の精を搾しぼり取られるような感覚も。

「…っう、ん、うう…っ」

　艶やかな黒髪をうねらせ、股間に吸い付いて離れないのは光彬の妻として嫁とついできた男だ。夫たる者、妻のいいように弄もてあそばばれて快感を得るなど恥である。光彬は懸命に歯を食いしばり、ともすれば溢れそうになる声を堪こらえるが、純皓は見逃してはくれない。

「一いっ天てん万ばん乗じょうの御身が、私などの前で堪え忍ばれることなどございません。些さ少しょうなりと私の奉仕を心地良く感じて下さるのなら、どうか存分に御声を聞かせて下さいませ」

「御台…っ、あ、……ああっ…！」

　夫の矜持も誇りも、圧倒的な快楽の前では無力だった。一度零れてしまった声は堰せきが切れたかのように溢れ出し、それに気を良くしたのか、純皓は頭を大きく上下させ始める。

「あ、は…っあ、う、あ、みだ、い、あ、ああっ、あっ」

「上様…ああ、なんておかわいらしい…もっと、もっと聞かせて下さいませ。憐れな私にお慈悲を…」

「うあぁ…あ、みだい…、ああ……っ」

　ぬるついた内部に扱かれながら、出し入れされる感触はまさに女子とのまぐわいそのもの――否、それ以上だ。未知の快感の荒波に溺おぼれてしまいそうで恐ろしくてたまらないのに、このまま飲み込まれてしまいたいと願う自分も居る。

　指南役を抱いた時は確かに快感を得たし、男になったのだという充足感もあったが、中﨟たちを側室に召してまで同じことをやりたいとは思わなかった。

　……他人と閨を共にするというのは、本当はこれほどまでに狂おしい熱を分かち合うことだったのか。

　先端が喉奥を突くほど深く口内に迎え入れられ、きつく引き絞られた瞬間、光彬の頭は真っ白な光で満たされた。

「あ、ああ、あー……！　御台…、みだ、い……っ！」

　もはや止まることを知らず迸ほとばしった嬌きょう声せいに、ごくん、と嚥えん下かの音が重なった。一度ならず、二度、三度と繰り返して。絶頂の余韻にどっぷりと浸され、打ち揚げられた魚のように震える光彬に、同じくらい熱い身体が被さってくる。

「…お見事な初うい陣じんでございました、上様…」

「…ん、ぅ…っ」

　欲望のままに放った子種を飲まれたのだと悟ったのは、唇を重ねられ、当然のように入り込んできた舌から独特の青臭い味が広がったせいだ。

　嫌悪感から思わず眉を顰め、いやいやをするように首を振るが、何い時つの間にかがっちりと後頭部を固定され、いっそう深く純皓の舌を受け容れる羽目になってしまう。

「んく…ぅ、ん、ん、う…」

　考えてみれば、他人と唇を重ねたのはこれが初めてだった。そういう行為があるのは知っていたが、仄かな想いを寄せていたやえには何も告げないままだったし、指南役とは世継を作るのに必要なことしかしなかったのだ。

　城下の邸に暮らしていた頃は、清楚で純情なやえと唇を重ねたなら、きっと練り菓子のように甘いのだろうと想像していた。舌を入れるなど考えもつかなかった。

　だが今、我が物顔で口内を蹂じゅう躙りんする純皓の舌はまるで劇薬だ。唾液を啜すすられ、敏感な内側の粘膜をねっとりと舐められるたび、光彬の判断力は奪われていく。

　純皓は最後に混ざり合った二人分の唾液を飲み干し、光彬にも飲ませてから、ようやく唇を離した。

「上様……」

　濡れた唇を舐め上げる紅い舌から、目が離せない。あの紅い唇が今の今まで光彬の一物を銜くわえ込み、あの舌が執拗に愛撫していたのだ。

「ああ…、嬉しゅうございます。私の中に、上様の尊い子種が…」

　喉元から鎖さ骨こつ、胸の中央、胃の腑ふのあたりにかけて辿っていく手付きがひどく淫らだ。誇らしげに張られた胸を彩る突起は男のくせにつんと尖って、光彬を誘っているようにしか見えない。

　むわりといっそう強く立ちのぼった純皓の香りを感じた瞬間、光彬はとうとう理性をかなぐり捨てた。

　花よりも美しいこの男は光彬の妻だ。光彬のものだ。光彬の思い通りにして、何がいけないというのだろう？

「ああ…っ、上様…！」

　さっきまで光彬を押さえ付けて放さなかったはずの身体は、光彬が力をこめれば容易く姿勢を崩し、そのまま褥に仰向けに倒れ込んだ。すかさずその上に乗り上げ、そそられて仕方が無かった胸の突起にむしゃぶりつく。

「ん…、ちゅ、んく…」

「あ…あ！　上様…、あ、上様…」

　程良い弾力のあるそれは舌先で転がせばすぐに尖り、乳を出すわけでもないのにひどく甘く感じられて、光彬はすぐに夢中になった。

　脂肪ではなく筋肉でうっすらと盛り上がった胸を両手でぐいぐいと寄せては上げ、柔らかくもないはずの胸を唾液でぐっしょり濡らしながら鼻息も荒く堪たん能のうする。軽く歯を立ててやるたび上がる甘い嬌声が、この麗人を思いのままにしているのだという優越感をもたらす。

「ふ…ふ、上様、くすぐっとうございます…」

　純皓は決して拒まず、どこまでも従順に光彬の行為を受け容れ、胸元でうごめく光彬の頭を抱き締める。

　左の突起が終われば右、右をしゃぶりつくせばまた左、と際限無く純皓の胸を愉たのしむうちに、いつしか光彬の一物は純皓のそれと擦れ合い、強い快感がこみ上げてきていた。だが、中途半端に絡まった下帯が邪魔だ。直接純皓の一物と擦り合わせれば、きっともっと気持ち良くなれるだろうに。

　もどかしい。けれど、蜜のように甘い純皓の胸に吸い付いたまま離れたくない。

「上様…嬉しゅうございます。この私を、そこまでお求め下さって…」

　せめてもっと強く擦り合わせようと腰を小刻みに動かしていたら、純皓が背筋をねっとりとなぞりながら下帯に手をかけ、あっという間に取り去ってしまった。

　ようやく邪魔なものが無くなり、硬く猛々しい純皓の一物をじかに感じて歓喜したのもつかの間、光彬は尻のあわいに異様な感触を覚えてぎょっとする。

「ひっ…、あ？　御台…、何を…」

　思わず仰け反ってしまった拍子に、胸の突起を解放してしまった。

　まだしゃぶり足りなかったのに。もっともっと尖らせて、淡い朱鷺色の部分も紅く染めてやりたかったのに。抗議もこめて睨んでやれば、純皓は恐れ入るどころか艶やかに微笑むではないか。

「どうか、私に何もかもお任せ下さいませ。そうすれば、今よりももっと…足腰が立たなくなるほど気持ち良くして差し上げます」

「…だ、めだ…そのような、ことは…」

　これ以上の快感を味わい、本当に足腰が立たなくなってしまったら、純皓を抱いてやれなくなってしまう。子を孕めない男相手であっても、閨を共にした者に子種を授けるのは将軍の務めだ。

　それ以上に、光彬は紫藤純皓という男をもっと味わいたい。うわべだけではなく、内側の熱も分かち合ってみたい。

「心配なさらずとも大丈夫です、上様。…ほら」

「あ、……！」

「先程果てられたばかりだというのに、上様の一物はもうこんなに漲みなぎっておいでではありませんか。さすがはもののふの頂点に立たれる御方…ご立派でございます」

「うあ、…あ、…あ！」

　純皓の一物と纏めて握り込まれ、ぐちゅぐちゅと扱かれるうちに、光彬は再び腰を揺らめかせ始めていた。

　純皓の言う通り、光彬のものは一度達したとは思えぬほど漲っているが、腰に痺しびれるほどの快感が走っているこんな状態では、とても純皓に挑いどみかかれないのではないか。自分よりもずっと長身で逞しい男を組み敷き、鳴かせてやれるのだろうか。

「上様…、些さ末まつなことにこだわられず、どうぞ可愛がって下さいませ。ここが疼いて、たまらのうございます…」

　だがそんな不安は、妖しい笑みと共に唾液に濡れた胸を突き出されてしまえば、即座に霧む散さんしてしまった。渇いた口内に湧き上がった唾つばをごくんと飲み下し、光彬は貞淑な妻の淫らな胸へと再びむしゃぶりつく。

「ああっ、あっ、上様、上様…！」

　紅い唇がひっきりなしに紡ぐ嬌声。噎むせ返るほどの甘い香りに酩めい酊ていさせられ、純皓の裸身しか視界に入っていない光彬には、純皓が枕元から螺ら鈿でん細工の容器を取り出し、粘ねばり気のある軟なん膏こうを掬すくい取ったことに気付けるはずもなかった。

「ひゃ…、ああっ！」

　尻のあわいに再び指先が這わされ、軟膏のぬめりを借りて根元まで一息にめり込んでくる。

　今度は光彬があられもない声を上げる番だった。ずっちゅ、ずっちゅと今まで聞いたことも無いいやらしい音と共に内部を搔き混ぜられ、増やされた指に拡げられるたび、子種を発射する時とは全く違う感覚が湧き上がる。

「あ！　あ、ぁ、あっ…ん！」

　ことに、臍の裏側あたりの僅かな膨らみを探り当てられた瞬間といったらすさまじかった。脳天を痛みと紙一重の快感が貫つらぬき、全身が弛し緩かんする。

　零してしまった胸の突起に再びしゃぶりつくことも、己を支えることすら出来ず、光彬は純皓にぐったりともたれかかった。

「上様…、この時を待っておりました…」

　純皓は愛しげに囁くと、光彬の腰を軽々と持ち上げた。そのまま位置を調整するように揺らされた後、綻ほころばされた尻のあわいに焼けるほど熱いものがぴたりとあてがわれる。指よりもずっと存在感があり、太く弾力のあるそれは、純皓の一物でしかありえない。

　夫として妻を抱くはずが、妻に抱かれようとしている。

　己の置かれたありえない立場に今更ながらに気付き、光彬が抵抗するよりも、幼子の拳こぶしほどはありそうな切っ先が光彬の中に入り込む方が当然早かった。そして、切っ先が入り込んでしまえば、長大な刀身は光彬の自じ重じゅうによって一気に根元まで侵入を果たす。

「ぐ、あ、あああ…ああ、ひあああー……！」

　蓄積された快感など吹き飛んでしまうほどの激痛に、光彬は将軍の誇りも忘れて悲鳴を上げ、大粒の涙を流した。歪んだ目に映る己の腹が、僅かに膨らまされているように見えこそすれ、裂けていないのが不思議でならなかった。

　あんな凶悪な、女子であっても受け容れるのに苦労するだろう一物を銜え込まされて、どうして無事でいられるのか。微かに感じる錆さびついた匂いは、血の匂いではないだろうか。

「ああ、上様……嬉しゅうございます。やっと、やっと貴方様の妻になれた……」

「…うあ！」

　なのに、小刻みに腰を揺らされながら萎えた一物を優しく扱かれ、内部のあの膨らみを硬い切っ先にごりごりと擦られるうちに、痛みは快感へとすり替わっていく。純皓の纏う香りが血の匂いを搔き消し、痛みによって蘇よみがえりかけていた理性を優しくたぶらかす。

　立場が逆転しようとこれは夫婦のまぐわいだ。与えられる快感を貪むさぼってしまえばいい。光彬はこの男の夫であり、妻のものは夫のものなのだから。

　甘い匂いを鼻腔いっぱいに吸い込んだ瞬間、迷いは消え去っていた。よろよろと上体を起こした光彬は、純皓の胸に突いた手を滑らせ、物欲しそうに尖っていた突起を摘つまみ上げる。硬く平たい胸の僅かな肉を寄せながらぎゅちぎゅちと弄いじり回してやれば、紅い唇から嬌声が迸ほとばしった。

「あ…っ、上様……！」

　ほら、やはりそうだ。

　満足感を覚え、光彬は無意識に微笑んだ。

　たとえ身の内に妻のものを銜え込んでいても、自分は夫。この場の主導権を握っているのはこの自分なのだ。

　――だから、すぐには理解出来なかった。光彬の笑みを目の当たりにした純皓が獰猛な光を双眸に宿らせ、繫がったまま体勢を入れ替えたわけが。

　光彬を押さえ込んだまま純皓は首を一振りし、顔にかかっていた艶やかな黒髪を払い落とした。ただそれだけで、目を瞠るほどの変化が現れる。

「…最初は、加減しようと思っていたのに…」

「…御台所…？」

「悪いが…付き合ってもらうぜ。俺が、満足するまでな…」

　にいっと毒蛇のように笑う男は、確かに純皓のはずなのに、光彬には別人にしか見えなかった。男でありながら女子よりも麗しい佳か人じんが、欲望を滾たぎらせた獣へと一瞬で変貌を遂げてしまったとでもいうのか。

　…誰だ？　この男は。純皓は…光彬の情けを求め、光彬のやることなすことに甘い嬌声を上げていた従順な妻は、どこへ行ってしまったのだ？

　おののく光彬の腰を抱え上げ、純皓に似た男は今までとは比べ物にならないほど激しく揺さぶり始める。

「ああっ…あ、や、あ、ああっ、あん、あああー…！」

　疑問も驚きも、そして恐怖さえ、嵐のように襲い来る快感に飲み込まれていった。







「…は、あ…」

　ようやく充足した純皓が光彬を解放する頃には、上段の間は深い闇に包まれていた。紙し燭そくが燃え尽きてしまったのだ。

　常人ならば身動き一つままならない闇の中でも、純皓の目は全てを見通せる。二人分の精に汚れ、乱れた絹の寝具も、その波間で昏こん睡すいする愛しい人も。

「上様……」

　広げられたままの脚を閉じてやろうと思ったのに、気付けば太股を抱え上げ、ふっくらと綻ほころんだ蕾つぼみを舐め回していた。常に翻ほん弄ろうし、奉仕される側だった純皓がこんなことをするのは初めてだ。

　ぽってりと腫はれ、注ぎ込まれた大量の精を垂れ流す蕾に嫌悪を覚えるどころか、自分を受け止めてくれた光彬に対する愛しさがとめどなく溢れてくる。まさか、この自分が我を忘れ、時間さえ忘れて房ぼう事じに耽ふける日が来ようとは。

　やはり、恋とは特別な感情なのだ。かつてはその感情を純皓にぶつけ、人生を狂わせた数多の人間を嘲あざ笑わらいつつも足あし蹴げにしたものだが、今なら彼らとわかりあえる気がする。

　そうだ。恋は素晴らしい。そして恐ろしい。

　ようやく顔を上げた純皓は、自らの歩んできた道のりを感動と共に振り返る。

　――長かった。この日が訪れるのを純皓は七年もの間待ち焦がれ、邪魔をするものは誰であっても排除してきたのだ。

　苦労の甲斐あって御台所の座を射止めたものの、名実共に夫婦となるまでは決して油断ならなかったが、これでもう心配は要らない。純皓はやり遂げた。光彬の妻、それも正室として、誰に憚ることも無く君臨出来るのだ。

　このまま朝まで光彬と絡み合い、初心な身体を自ら進んで股を開くまでとろとろに溶かしてやりたいのは山々だが、そこまでやったら光彬の精神が持たないだろう。

「……来い、咲さき」

　純皓は溜息をつき、単衣を光彬にかけてやってから梔くち子なしが描かれた襖に呼びかける。将軍が妻妾と閨を共にする際は、万が一に備えて御年寄と奥女中が数名、次の間に控えるのがしきたりだ。

「ああ、もう…そんな殺気ぎらぎらの目で睨まないで下さいよ。こっちは太た夫ゆうがお楽しみの間じゅう、お勤め頑張ってたんですから」

　音も無く開いた襖から滑り込んできた咲は頰を膨らませ、唇を尖らせた。

　そんな顔をしていても愛らしいと、頰を染める男は多いだろう。御台所付の小姓として華やかな友禅の振袖を纏った咲は、守ってやりたくなるような美少女だ。

　だが、それは見た目だけのこと。実際の咲は守られるどころか手て練だれの武士や忍び数人を向こうに回しても互角に立ち回れる戦闘能力の主であり、何よりその股間には純皓と同じものが付いていることを、主人である純皓は当然知っている。

「ここでは御台所様と呼べと言っただろう。女の園は魔窟だ。どこに目があるかわかったもんじゃない」

「大丈夫ですよ。次の間に詰めてた御年寄様がたには深ーく眠って頂きましたし、友好的な話し合いが出来そうもない天井裏の方々にはご退場願いましたから」

「…手荒なことはしていないだろうな？」

「勿論です。御年寄様がたには良く眠れるツボを刺激して差し上げただけですし、天井裏の方々はふん縛ってお堀に叩き込んだだけですよ」

　咲は誇らしげに胸を張った。なるほど、行為の間時折気配が消えていたのは、言い付け通り天井裏に潜む間かん者じゃを駆く逐ちくしていたかららしい。闇に潜むのが信条の彼らが堀に浮かんでいるのを発見などされてしまえば、二度と任務を遂行出来なくなるだろう。

「…間者は何匹居た？」

「五人ほど。私が優しく確かめたところ、太夫が睨んだ通り栄証院様の手の者でした」

　咲の『優しく確かめる』は、拷問と同じ意味である。敵を殺さぬよう一寸刻みにし、情報を吐かせることにかけて、咲の右に出る者は居ない。

　だが、間者たちが味わっただろう苦痛など純皓にとってはどうでも良い。純皓の輿入れに伴ともない中ノ丸に去ったはずの栄証院の力が、未だ大奥深くまで入り込んでいることの方が遥かに大きな問題だ。

　隠おん密みつ行動に長たけた間者とて、大奥では内部の協力者が無ければとても潜み続けてはいられない。栄証院の息のかかった奥女中はかなりの数が存在するはずだ。完全に除外していいのは、先代から奉公し続けている忠義者の花島くらいだろう。

「栄証院に通じている奥女中を調べ上げろ。中﨟以上は俺がやるが、小者はお前に任せる。同時に、今宵始末した間者どもとお前の配下の者たちを入れ替えろ。奴らがいきなり消えたんじゃ、いくら色ボケ婆でも怪しむだろうからな。あとは、適当に栄証院の歓かん心しんを買っておくように」

　輿入れに際し、純皓は配下の者たちを奥女中として何人か先行して潜入させてある。万事抜け目の無い咲のことだから、既に彼女たちと繫ぎはつけてあるはずだ。

「了解です。……ところで、太夫」

　咲は正座したまま居心地悪そうにもじもじと身体を揺らした。その視線はさっきから落ち着きなくあちこちをさまよっている。

「そろそろ、何か着てもらえませんか。そのお姿は目に毒です。ついでに湯浴みをしてもらえるともっと助かるんですけど」

「なんだ、今更」

　今の純皓は素裸のまま胡坐あぐらをかき、股間を単衣で覆っている。花島あたりが目撃したら卒倒しそうな格好だが、時には二人がかりで標的を誑たらし込み、閨を共にすることもあるくらいだ。互いの裸なぞ嫌というほど見てきたというのに。

「自覚無いんですか？　今の太夫、いつもより色気倍増ですよ。黙っててもむんむん溢れ出てるっていうか…花島様なんて睦むつ言ごと聞いてるだけでツボ押さなくても昏倒しそうでしたし、慣れてる私でさえ気を抜くとよろめきそうです」

「……よろめくなよ？　気色悪いから」

「たとえですよ、たとえ。十六年しか生きてないのに、地獄に落ちるのはまっぴらです。それに私の好みは、鬼瓦みたいにいかつくて逞しい男ですもん。…そういう男を『入れさせて下さい』って泣いて懇願するようになるまで仕込むのが、大好きなんですよねえ…」

　じゅるり、と咲は涎よだれを啜すする。可憐な姿にはとても似つかわしくない、張はり見み世せで女じょ郎ろうを選ぶ助すけ平べ親父のような仕草である。

　鬼瓦、のくだりに純皓はぴんときた。咲の好みにぴったり一致する人物が、光彬の身近に一人存在する。

「お前、門脇に目を付けたな」

「え、わかりますか？」

「そりゃあ、そんなぎらぎらした目をされればな…。そう言えばお前、昼間もやたら嬉しそうだったな」

　大広間で門脇が睨み付けてきた時、咲が顔を覆ったのは恐ろしさゆえだと解釈されただろう。喜色満面の顔を隠すためだと察したのは純皓くらいだ。あの時は光彬の凛々しくも威厳溢れる姿に心を奪われたのではあるまいなと危惧したのだが…。

「お前、俺の上様に惚れたんじゃないんだな？」

　念を押せば、咲は血相を変え、ぶんぶんと首を振った。

「ままままま、まさか！　太夫のご夫ふ君くんに手を出すほど命知らずじゃありませんよ！」

「……本当だな？」

「――はい。『八や虹こう』の名にかけて」

　数百にも及ぶ配下たちの頂点に立つ長、太夫としての声音で問えば、咲もいつもとは違う真摯な表情で頷く。組織の名にかけて立てた誓いを破るのは、組織とその構成員たち全てを敵に回すということだ。それは即ち、死を意味する。

「なら、良い。…俺は最も適任だと思ったからこそ、一応は男のお前を側そば仕づかえとして大奥に連れてきたんだ。それを忘れるなよ」

　満足した純皓が口調を和やわらげると、咲もすぐに元のどこか愛あい嬌きょうのある顔に戻る。

「勿論です。太夫に受けた恩はまだまだ返しきれてませんし、精一杯頑張りますよ。…だから、ね？　一件落着したら、ご褒ほう美び頂いてもいいですよね？」

「…同意は得ろよ？　あれは標的でも玩おも具ちゃでもなく、俺の夫の臣下なんだからな。何かあれば上様が悲しむ」

　昼間、光彬は政略結婚の相手でしかないはずの異母妹を悼いたんでくれた。その死を知らなかったことを悔やみ、恥じてすらいるようだった。

　人は数年も経てば変わるものだが、一年を通して青々と葉を茂らせる橘たちばなの如く、光彬は変わらない。慈悲深く高こう潔けつで、お人好しなままだ。そんな気性の身分の高い人間などいいカモでしかないはずなのだが、光彬に限ってはさすが俺の夫だと自慢して回りたくなるのはやはり惚れた欲目だろうか。

「上様なら、きっとそうでしょうねえ…。と言うか、この方って本当に公く方ぼう様さまなんですかね？　この私に、柄にも無く罪悪感を覚えさせるなんて。姫様は今頃惚れた男とよろしくやってますよって、ばらしたくなっちゃいました。まあ、どっかで野の垂たれ死じんでるかもしれないから、完全に嘘ってわけでもありませんけど」

「ばらすなよ？　万が一、不審に思った門脇に突っ込まれてもだ」

「栄証院様じゃあるまいし、そこまで色ボケてませんよ」

　中ノ丸に引っ込んだ栄証院が寺院への参さん詣けいと称しては出かけ、色男の僧侶を男だん娼しょう代わりに侍らせている事実を、純皓と咲は既に摑んでいた。

　公になれば栄証院は勿論その子の鶴松の未来まで閉ざされることになるだろうが、純皓にそのつもりは無い。栄証院にも鶴松にも、まだまだ表舞台で健在にしていてもらわなければ困るのだ。

　そう、純皓が初めて抱いたこの純愛を全うするために……。

「…太夫…、お願いですから、単衣！　せめて単衣くらい着て下さい！　私にも我慢の限界ってものが…！」

　将軍として凛々しく座する光彬に寄り添う自分、という素晴らしい未来絵図を想像していたら、咲がたまりかねたように懇こん願がんしてきた。さっきまでの余裕はどこへやら、両目を掌で覆い隠し、こちらに背中まで向けている。

　純皓の生母は、その美貌一つで都の公家から恵渡の武士まで手玉に取った遊あそび女めだったそうで、純皓は母に生き写しだという。意識せずとも漂わせてしまう色香は標的を籠ろう絡らくするのに非常に役立つが、光彬を想うといっそう強くなり、耐性があるはずの配下まで惑わせてしまうのが困りものだ。

「…上様をお世話申し上げる。手て拭ぬぐいと湯と新しい寝間着、それから布団の準備を」

「は…っ、はい！」

　助かった、とばかりに咲は慌ただしく飛び出すが、襖の音も足音もたてないのはさすがだ。これ以上咲を煽あおって門脇の寝間を襲われてもたまらないので、純皓は単衣を着込んでしっかりと腰紐も締める。

　あえて下帯を締めないのは用意が無いからではなく、それが妻のたしなみだからだ。

　いついかなる時も、夫が望んだらすぐ尻を犯して差し上げられるように準備を整えておく。心がけの良い、貞淑で愛される妻とはそういうものだ。

　ほどなくして、咲は言い付けたものを全て揃えてきた。

「もう用は無いから、呼ぶまで来なくていい」

　そう命じてやると、咲は意気揚々と引き上げていく。次の間に留まらなかったところをみると、門脇の役宅を探りにでも行ったのかもしれない。

　やや心配にはなったものの、輿入れ初日から下手な真似はしないだろうと判断し、光彬の世話に専念することにする。

「上様……」

　新しく延べた床に裸の光彬を横たえ、純皓が刻んだ痕だらけになった身体を眺めていたら、愛しさが溢れて止まらなくなった。汚れた肌を拭いてやるはずだった手拭が桶おけに落ちたのも構わず、仰ぎょう臥がした光彬の脚を押し広げ、僅かな間に勃ち上がっていた一物で蕾を一気に貫く。

　起こしてしまうかもしれないとは思ったが、綻んだ蕾から純皓が注いだ精が垂れてくるのを見たら止まらなかった。せっかく光彬が受け止めてくれた純皓の気持ちを、捨てられてしまうようで。

「…ぅ、ん…」

　幸い、光彬は苦しそうに呻うめいただけで、目覚める気配は無い。それだけ無理をさせてしまったのだろう。祖父に鍛えられた光彬でも、初めて男とまぐわうのは応えたはずだ。ましてや相手が純皓ならば、尚更。

「光彬……」

　本人から許されない限り、正室であろうと許されない呼び名を口にすれば、七年もの間胸に溜め込んできたものがわっと溢れる。

　――良かった。ここに辿り着けて、本当に良かった。

　咲が居合わせたなら仰ぎょう天てんしそうな無む垢くな笑みを浮かべ、純皓は愛しい人をきつく抱き締めた。







　純皓は大臣を務める父が戯たわむれに手をつけた遊び女から生まれた子どもだった。奔放な母は純皓が生まれてすぐに姿を消してしまい、純皓は父に養育されたのである。

　と言っても、在ありし日の権勢を失って久しい公家はみな困こん窮きゅうに喘いでいる。摂せっ関かん家けの流れを汲くむ紫藤家も例外ではなく、純皓が与えられたのは猫の額ほどの粗末な町屋と、乳母も兼ねた召使いが一人だけだった。

　正室の悋りん気きを恐れた父が足を運ぶことは滅多に無く、数多居るはずの異母兄弟たちと遊んだ記憶も無い。仮にも大臣家の子息とは思えない、貧しく孤独な生活。

　だが、純皓には何の不満も無かった。さすがに公家として恥ずかしくないだけの教養は授さずけてもらえたし、家の外に放り出されたおかげで世の中というものを肌で感じ取ることが出来た。

　政の中心が恵渡に移ったとはいえ、西の都は主上を戴く陽ノ本の文化の中心である。天下の台所と名高い王おう坂さかは目と鼻の先だ。そのため奉ぶ行ぎょう所しょなど公儀の重要な役所も数多く置かれ、利に聡い商人たちによって恵渡に負けない繁栄を築いていたのである。

　そこで純皓が学んだのは、公家の零れい落らくぶりである。戦乱の世、所有していた荘しょう園えんをことごとく武士に奪われた公家は他に生計を立てるすべを持たず、朝廷から下される僅かな禄ろくだけが収入源だ。一族郎党が食い繫ぐだけで精いっぱいのはずなのだが、長きに渡って奢侈を極めてきた公家たちは質素倹約を良しとせず、先祖伝来の宝物を質しちに入れてまできらびやかな生活を送るという見栄の張りようである。

　勿論、そんな生活がいつまでも続くはずもない。下級の公家の中には莫大な支度金と引き換えに娘を富裕な商人に嫁とつがせたり、一家心中する者まで出る始末だ。死ぬまで見栄を捨てきれない世間知らずな公家を、商人たちはうわべは上客として恭しく接しながら、陰では良いカモだと嘲っていた。

　彼らのようには決してなるまい。そう決意した純皓は、自分だけに可能なやり方で身を立てることにした。

　繁栄する都市のいずれもそうであるように、華やかな西の都にも闇の部分が存在する。純皓は身分を隠してそこへ飛び込み、闇の世界で生き延びるすべを着々と身に着けていった。

　十二歳を過ぎる頃には純皓の美貌や若さとは裏腹な才覚に惹かれ、多くの者たちが集まっていた。主に身寄りを亡くした同年代の庶民の子だが、純皓と同じ没ぼつ落らく公家の脇腹の子や食い詰めた武士の子という変わり種も居る。若くして現実の辛しん酸さんを舐め尽くした彼らにとって、純皓はその名の如く白く輝く希望の光だったのである。

　純皓は自分を慕う者たちで闇の組織を造り上げ、『八虹』と名付けた。七色の虹の、存在しないはずの八色目。決して表には出ず、闇から闇へうごめく組織には相応しい名だ。

　二親と死に別れ、行き倒れかけていた咲を拾ったのもその頃である。ただの気まぐれのつもりだったのだが、咲は砂が水を吸うように純皓の教えを我が物とし、優秀な配下になった。

　純皓は八虹の長となり、太夫と呼ばれるようになった。本当は長と呼ばせたかったのに、面白がった配下たちが聞かなかったのだ。曰いわく、美貌と教養を備え、二人きりになるだけでも大枚をはたかなければならないところは最上級の女じょ郎ろうである花おい魁らん…即ち太夫と同格かそれ以上だから、ということだ。

　八虹が扱うのはモノではなく情報だ。生き馬の目を抜く商人の世界において、商売仇がたきの情報は時に千せん金きんに値する。また裏の世界においても、表の役人たちの動向は重大な関心事である。

　純皓は配下たちを都のあちこちに潜入させ、普段はまっとうな生活を送らせながら情報を集めさせた。そして依頼に応じて欲しい情報を高値で売るのだ。依頼人が求めれば、情報を持つ人間ごと始末することも請け負う。そうすれば苦労して大おお店だなを持たなくても、莫大な利益及び闇世界での権力を得ることが出来る。

　純皓の目もく論ろ見みは的中し、二年もしないうちに八虹は闇の世界では名の知れた組織に成長していた。長たる純皓が自ら率先して動いたのも大きかっただろう。純皓は持って生まれた最大の武器である美貌を最大に利用したのだ。

　純皓ほどの美少年にかき口説かれれば、標的が女なら大抵はころっと目的の情報を漏らしてくれる。男なら、女の装よそおいで近付けばいい。成長期の遅かった純皓は女のように着飾れば振るい付きたくなるような美少女に化けられたのだ。まあ、男の方が好きな男には素のままの姿で近付くこともあったが。

　十五歳になり、運命の出会いを迎えたその日も、純皓はある標的から情報を得るために女装していた。首尾良く情報を引き出し、ぐでんぐでんに酔わせた標的を料亭に置き去りにした帰り道のことである。純皓は町中で三人組のごろつきに絡まれてしまったのだ。三人とも昼間から酔っ払っており、田舎から出てきた侍さむらいくずれなのか、たちの悪いことに腰に大小を帯びていた。

　三人組は純皓にしつこく纏わり付き、彼らの宿へ付いて来るよう誘ってきた。従ったりすれば三人がかりで慰み者にされるだけなので、純皓は無視し続けていたのだが、つれない態度がよけいに彼らを煽ってしまったらしい。三人組は腰の大小の存在をちらつかせ、力ずくで純皓を連れ去ろうとしたのである。

　美少女と三人組の周りには野次馬の人垣が出来上がっていたが、帯刀した酔っ払い三人を相手に助けに入ろうとする者は一人として居ない。誰かが番ばん所しょに走ってくれたかもしれないが、役人が到着する前に純皓は連れ去られてしまうだろう。

　時には暗殺すらこなしてきた純皓には、たかがごろつき風情どうとでもあしらえるのだが、この格好で派手に動き回れば悪目立ちしてしまう。

　仕方が無い。ここは一旦大人しく付いて行って、人目が無くなったところで三人とも仕留めよう。

　そう決意した時、まだ幼さの残る…だが凛りんとした張りのある声が響き渡ったのだ。

『その娘から手を放さんか、慮りょ外がい者ものめが！』

　自然に割れた人垣から現れたのは、まだ十を過ぎたばかりと思われる少年だった。

　質素だが品の良い小袖と袴を身に着け、腰には脇差を帯びている。きりりとした顔立ちは怒りで上気しており、幼いながらも勇ましく、覇気めいたものさえ感じさせた。ごろつきたちが一瞬とはいえ呑まれて竦すくんだほどだ。

『その方ほうらは仮にも武士でありながら、力ずくでか弱き女子をかどわかそうとは愚かにもほどがある。恥を知れ！』

　少年の一いっ喝かつは図星を指していたからこそごろつきたちを激昂させてしまい、最後の一線を超えさせてしまった。三人組はとうとう刀を抜き、少年に挑みかかったのだ。

　どよめく野次馬。あちこちで上がる悲鳴。誰もが無む惨ざんに斬殺されて転がる少年の骸むくろを想像しただろう。

　しかし、現実は予想の遥か上を行った。大刀を抜いた大人三人にもまるで怯える気配も無く、少年は脇差を抜き放ち、勇猛果敢に応戦したのである。

　最初の一人は少年の突進を辛かろうじてかわしたものの背後に回り込まれ、項うなじを強打されて崩れ落ちた。残りの二人は仲間の失態に怯みつつも奮戦し、少年を挟み撃ちにしようとしたものの、素早い少年の動きに付いて行けずに結局地に沈むことになった。闇に潜む純皓とは決定的に違う、王道の太刀筋だ。

　強きを挫くじき、弱きを助ける高潔な武士。

　今や芝居や書物の中くらいでしか拝おがめない存在、それも凛々しい少年の姿に、野次馬たちの誰もが見惚れた。

　けれど、純皓ほど胸を高鳴らせ、感動に打ち震えていた者は居なかっただろう。

　…………か弱き女子。

　頭の中は自分を庇かばって戦ってくれた少年の勇姿と、その言葉に占領されていた。か弱い存在として守ってもらったことなど、生まれて初めてではないだろうか。肉親は居ないも同然だし、八虹の長として配下たちに慕われ、頼られても、守られることは無い。

『怪我は無いか？』

　へなへなと座り込んでしまった純皓の元へ少年が駆け付け、手を差し伸べてくれた。戦う少年の姿があまりに男前でときめいてしまい、のぼせあがってしまったせいなどとは、欠片かけらも思わないのだろう。黒く大きな双眸に滲んでいるのは心配だけで、その無垢さがまた純皓の心をかき乱す。

『は…、はい。大丈夫です。あの、その、お武家様…た、助けて頂いて、ありがとうございました』

　いつもなら心にも無い美辞麗句を立て板に水とばかりに並べ立てられるのに、剣だこの出来た硬く小さな手に触れていると、しどろもどろな受け答えしか出来ない。これが仕事ならとうに失敗している。

『あの、あの、その…っ、お武家様、ささやかながらお礼をさせて頂きたく存じますので、我が家においで頂けませんか？』

　それでも、この問いかけを発せられた自分を誉めてやるべきだろう。何せこの時の純皓は心の臓が破裂しそうな勢いで脈打ち、人事不省に陥ってもおかしくない状態だったのだから。

　勿論、礼などとはただの方便。とにかくこの少年ともっと親しく――ありていに言うなら二人きりの場所にしけこんで、全身に回りつつある熱を少年と分かち合いたかっただけだ。少年がまだ精通を迎えていないおぼこだとしても、愉しませる方法はいくらでもある。

　高価な振袖を纏った純皓はどこから見ても大店の娘である。武士といえど潤っているのは政の中枢に絡む者たちだけで、町の役人たちは堂々と袖の下を要求してくるような下げ種す揃い。少年も武士なら、大店から堂々と礼をもらえる機会を逃すまいと純皓は踏んでいた。後で思い返せば、少年をしょせんは武士とどこかで侮あなどっていたのだろう。

『無事ならば良かった。なに、礼など必要無い。困った者を助けるのは人として当然の行いだ』

　だが、爽さわやかな笑顔で断言した少年は本物のもののふだった。

　決して見返りを求めず、弱き者のために刀を振るう。その清らかな精神がたとえまだ幼く現実を知らないがゆえであったとしても、純皓は魅せられた。

　少年の高潔さに感動してやんややんやの喝かっ采さいを送る野次馬たちの目玉を一つ残らずくり抜き、自分だけが少年を見詰めていたい。自分だけを見詰めて欲しい。

『で…、でしたら、せめてお名前を…』

　姓名さえわかれば、少年の出自や一族の情報に至るまで調べ上げるのは簡単だ。もしも少年が貧しい御ご家け人にんの子息であれば金の力がものを言うだろうし、それなりの家か格かくの旗はた本もとの子息であっても、最悪さらってきてしまえばいい。少年は純皓を恨み、拒むだろうが、幼いだけに純皓の手練手管に籠絡されるのも早いはずだ。

『俺は……』

『若ー！』

　邪魔は少年が名乗りを上げようとしたまさにその瞬間に入った。やたらと厳めしい鬼瓦のような顔つきの侍が息せき切って現れたのだ。

『探しましたぞ、若。お一人でこのような場所までおいでになるとは、何かあったら…!?』

　いかにもお忠義者という風情の侍は少年、純皓を順繰りに見遣り、失神して倒れ伏したごろつきを発見すると血相を変えて少年に取り縋すがった。

『何があったのです？　どこかお怪我は!?』

『大だい事じ無ない、大丈夫だ。…それより、お前がここまで来たということは…』

『はい、お父上様がたいそう心配なさっておいでです。一刻も早くお戻りを』

『父上に露見したか…ならば是非も無いな』

　二人が言葉を交わす間にも、何人もの侍が現れ、何事かと目を瞠る野次馬たちを散らしていく。やがて少年は鬼瓦侍にしっかりと背を抱かれ、侍たちに取り囲まれて連行されていったが、最後に純皓を振り返ってくれた。

『怖がらせてすまない…息そく災さいで過ごせよ！』

　はにかんだような笑顔で手を振られた、その瞬間だ。ぐらぐらと揺さぶられっぱなしだった純皓の心が完全に堕おちたのは。堕ちた先は少年の掌の上。取り戻すには、少年ごと手に入れるしかない。

　純皓はとっさの機転を利かせ、野次馬に紛れ込んでいた配下に少年たち一行を追跡させた。邸さえわかれば、少年の素す性じょうは芋づる式に判明する。あの供の多さからしてかなりの高位の武家の子息のようだが、純皓は誰が相手であろうと少年を奪い取る自信があった。要職にある武家ほど体面を気にするもので、そういう輩を脅迫する材料は商売柄山ほど有していたからだ。

　果たして、少年が供たちと入って行ったのは、御ご所しょからほど近い寺院だった。

　千年以上続く名めい刹さつであるその寺院は、七條将軍家が朝廷に参さん内だいする際の宿泊所としても有名である。折りしも今、当代将軍である七條光晴は元服した嫡男を連れ、官位を賜たまわるために都に滞在中だが、嫡男はもう十七歳になるはずだ。まだ幼さの残るあの少年ではありえない。

　更に配下を使って調査した結果、判明した少年の素性は純皓にとっては意外極まりないものだった。少年の名は七條光彬。将軍の子息である。まだ幼い息子にも西の都を見せてやりたいという親心で、光晴が同行させたらしい。しかし光彬は退屈を持て余した挙あげ句くお忍びで町に繰り出し、純皓たちと遭遇したようだ。

　配下の報告を聞いた純皓は思わず大声で笑ってしまったものだ。

　将軍の子が厳しい警護を搔かい潜くぐり、忍び歩きとは！　甘やかされた武家の坊ちゃんとも思えない剛ごう毅きさだ。しかも供の鬼瓦が駆け付けるまで何の騒ぎも起こさず、一介の武士の子として町中に溶け込んでいたのだから恐れ入る。

　――さすがだ。さすが俺の愛しい人だ。

　愛しさは募る一方だったが、さしもの純皓もそこで手詰まりになってしまった。

　生母が奥女中上がりの側室で、上に六人もの異母兄が居ることから、光彬は公儀でもさして重きを置かれた存在ではないらしい。だが、それでも将軍の子だ。多少の醜聞のねたをちらつかせたところで、将軍家が光彬を引き渡すことなどまずありえない。

　密かに盗み出すにしても、本職の隠密に固められた将軍の身辺は警護が厳しすぎる。純皓の配下も寺院の周辺を探るのが精一杯で、内部に侵入するのは不可能だったそうだ。

　――ならば、力をつけるしかない。

　将軍家は言わば陽ノ本をあまねく照らす太陽のようなもの。対して純皓と純皓率いる八虹は闇だ。もっと世の裏側に精通し、そちら側での権力を高めていけば、いつかは太陽の光を駆く逐ちくするほどの深淵の闇に進化出来るはず。

　運命の邂かい逅こう以来、純皓はますます力を尽くし、八虹は西の都の闇そのものと称しても過か言ごんではない一大組織へと発展していった。

　恵渡に放った配下によれば、光彬は生母と共に城下の邸でつましくも健全な生活を送り、武芸者として身を立てるべく剣の道に邁進しているという。

　父である将軍は嫡男に将軍位を譲る決意を固めたようだ。異母兄が将軍となれば、光彬は公儀にとってますます軽い存在となるだろう。

　全ては純皓の狙い通りに進んでいる。そろそろ動こうかと考え始めた矢先、予想外の展開があった。

　なんと、恵渡を襲った流行病により光彬の父や異母兄たちのほとんどが死亡し、生き残った光彬が将軍の座に就ついたのである。そして公儀の求めに従い、朝廷は然しかるべき家の姫を御台所として差し出すことになったのだが、白羽の矢が立ったのは純皓の異母妹だというのだ。

　将軍その人となってしまった光彬をさらい、囲うことはいくら巨大化した八虹でも不可能だ。けれど、光彬の正式な伴侶…妻として、その隣に堂々と侍り、誰にも憚らずに愛せるようになるかもしれない。千載一遇のこの機会を逃してなるものか。

　異母妹が身分の低い男と情を通じていることを摑んでいた純皓は、その男に金を握らせて異母妹と駆け落ちさせ、頭を抱える父に甘い声音で囁いた。異母妹は病死したことにして、代わりに純皓を御台所とすればいい、と。

　父は最初そんなことが出来るかと真っ青になっていたが、公儀から支払われる支度金の額を耳打ちしてやれば、あっさりと考えを翻ひるがえし、純皓に言われるがまま大奥の実力者たる栄証院へ極秘の書状をしたためてくれた。案の定、我が子を将軍の座に就けることを諦めていない栄証院からはすぐに承諾の旨が伝達されたのだった。







　こうして純皓は御台所として堂々と恵渡城に入り、愛しい人の元へ辿り着いた。そして今宵、とうとう七年越しの初恋を実らせたのである。

「愛してる…、光彬…」

　繫がったまま脚を絡め、横おう臥がして緩やかに腰を使いながら、純皓は光彬の尻から背中を撫で上げる。

　幾度となく繰り返した妄想を遥かに上回るほど甘く、感度の良い身体だった。あれから急激に成長し、長身と強靭な肉体の主となった純皓の腕には誂あつらえたようにぴったりだ。男としては小柄だが、日々の鍛練を欠かさなかった者だけが手に入れられる柳のようにしなやかな筋肉に覆われており、光彬の実直な性格を表している。

　……光彬は、純皓のこの身体を愉しんでくれただろうか？

　最初は慎つつましい新妻を演じ、まぐわいの快感だけを味わってもらおうと思っていた。光彬が強く拒むのなら、最後の一線を超えるのはそのうちで構わないとも。

　けれど、一度この吸い付くような肌に触れてしまったら止められなかった。そして光彬が微笑みかけてくれた瞬間理性は消え去り、本性を垣かい間ま見みせてしまったのだ。光彬には従順で貞淑な妻だと思って欲しかったのに、失態である。

　……でも、純皓の太ふと摩ま羅らを銜え込まされて、最初こそ激痛に苦しんでいたけれど、最後は自ら純皓の腰に足を絡めてもっともっとと欲しがってくれた。

　純皓の閨の技術も効果はあっただろうが、よほど身体の相性が良くなければああはならない。

　仕事以外でも好みの男を喰い散らかす咲と違い、純皓は光彬と出逢って以来仕事であっても男を抱くことは勿論、抱かせることも決してしてこなかった。光彬のために貞操を守り続けてきたのだから、純皓にとっても光彬が初めての男だったのだ。初めての者同士で互いに気持ち良くなれるのは、滅多に無い。

「やっぱり、俺たちは運命で結ばれていたんだな…」

「…う…っ、ん……」

　一番感じて鳴いていた内部の膨らみを擦られ、光彬の唇からあえかな声が零れる。

　ただの寝言に過ぎないのだが、純皓は笑みを深くした。

　まったく、恋というのは曲くせ者ものだ。愛しい人が何か口にするたび、何をさえずってくれるのだろうと期待し、ときめかずにはいられないのだから。

「そうか、光彬もそう思ってくれるのか。さすが俺の夫だ。…光彬、光彬、光彬…」

　本人から許されない限り貴人の名を呼ぶことは叶わないから、光彬が目覚めたらまた上様と呼ばなければならない。

　いつかは絶対に許してもらうつもりでいるが、今宵は夢にまで見た初夜なのだ。光彬が眠っている間くらい、万ばん感かんの思いをこめて呼び続けたい。叶うならば胸を狂おしいほどに満たす愛しさが僅かなりとこの声にこもり、眠る光彬に届きますように。光彬も純皓を名前で呼んでくれますようにと願いながら。

　初恋を成じょう就じゅさせたばかりでかつてないほど浮かれる純皓だが、八虹の長としての純皓は現実を冷静に分析していた。

　身体はともかく、光彬は心まで純皓の存在を受け容れたわけではないだろう。公家出身の純皓を警戒していたはずで、純皓が率直な想いを打ち明けてまぐわった今でさえ警戒は解けていまい。朝が来て目覚めたら、抱いてやるつもりだったはずの妻に抱かれてしまったことを恥じ、純皓を遠ざけるかもしれない。

　想像するだけで胸が痛む事態だが、純皓に不安は無かった。

　もっともっと悩んで、他のことを考えられなくなるくらい純皓のことだけを思ってくれればいい。純皓がどんな男なのか、何を考えているのか、知りたくてたまらなくなればいい。相手に興味を持つことから、恋は始まるのだから。光彬の頭が純皓だけでいっぱいになるなんて、ときめいてしまうではないか。

　その間、純皓は大奥を居心地良く整えながら待つとしよう。光彬の趣味や好みは配下に探らせて熟知している。

　生母が酷い虐めを受けた経験から、典型的な公家や大奥の女子は大の苦手で、強い忌き避ひ感かんと嫌悪感を抱いている。市井に交わって生活してきたため、無駄や必要以上の奢侈を嫌う。好みは生母のような控えめかつ物静かな楚そ楚そとした女子だ。実際、うわべだけなら全て当あて嵌はまるやえという奉公人の少女に淡い恋心を抱いているらしいと報告があった。

　八虹の長らしく、持てる情報の全てを駆使して光彬好みの妻になれば、きっと光彬は振り向いてくれるはずだ。

　もう身体は奪った。あとは心だけ。

　光彬と相思相愛になれるのならば、どんなことだってしよう。そう、他ならぬ光彬本人を甘い蜜で出来た罠にかけることも躊躇わない。堕ちてしまえば、純皓の腕の中から脱出するのは不可能だ。

　光彬は天下の将軍なのだ。大奥の要である御台所が輿入れしたことで、栄証院と対立する重臣たちはここぞとばかりに息のかかった側室候補を送り込んでくるだろう。うかうかしていたらどこの馬の骨とも知れぬ女に奪われてしまう。

　一生に一度きりの恋をかけた戦に、負け戦など許されない。

　――まずは光彬の最も弱い部分を突いて、同情を買うとしよう。光彬が純皓を魅了したあの少年なら、目の前で悩み苦しむ者を見捨ててはおけないはずだから。

　光彬の色に染まる歓びに全身を震わせつつも、純皓の頭脳は冷静に次の策を練り上げていた。







　床入りの翌日、光みつ彬あきが大奥から中なか奥おくの御お休きゅう息そくの間まに戻って来たのは、明け四つを過ぎた頃だった。遅い朝あさ餉げの膳ぜんに箸はしをつけていると、常に傍かたわらに控える門かど脇わきが心配そうに気遣ってくる。

「あまり食が進まれないご様子ですが、風邪でも召されたのではありませんか？」

「ああ…いや、大だい事じ無ない。少し考え事をしていただけだ」

「…もしや…、恐れながら、御み台だい所どころ様との床とこ入いりに何か問題が…？」

　こんな聞き辛い質問を投げかけてくるのも、ここには主従二人の姿しか無いからであろう。市し井せいで育った光彬は箸の上げ下げまで世話を焼かれる生活にどうしても馴染めなかったため、寛くつろぎの場である御休息の間には、命じない限り門脇以外の者が入って来ないようにしてあるのだ。

「い…っ、…いや、何の問題も無い。床入りはつつがなく終わった」

　床入り、の一言に記憶から消し去りたい昨夜の己の嬌きょう態たいが蘇よみがえるが、なんとか平静を取り繕つくろう。

　幸い、門脇は騙だまされてくれた。

「それはよろしゅうございました！　この小こ兵へ衛え、安堵いたしました…！」

　指南役以外とは初の床入り。それも相手は、光彬よりも長身で逞たくましい美男の御台所である。

　不測の事態ばかりが重なって、光彬が無事床入りを果たせるかどうか、門脇はきっと寝ずに心配してくれていたのだろう。目元にうっすらとくまが出来ている。

「…すまん。心配をさせたな」

「なんのこれしき。無事に御台所様をお迎えになり、ご老ろう中じゅう方も若を弱じゃく輩はいと侮あなどられることは無くなりましょう」

　ごつごつした手で嬉し涙を拭ぬぐう門脇を見ていると、罪悪感が湧いてくる。きっと門脇は光彬が体格差をものともせず純皓を組み敷き、将軍に相応ふさわしく果敢に攻め入ったと信じているに違いない。

　まさか、口にするのも憚はばかられるような淫みだらな行為を一方的にされた挙句、美しい顔に似合わぬ太ふと摩ま羅らを受け容いれさせられ、気を失うまで揺さぶられていたなんて絶対に告げられない。

『上様…私は幸せ者でございます。愛いとしい上様とご一緒に、朝を迎えられるなんて…』

「……っ！」

　恥じらいを含んだ、だが滴したたるほどに艶つやめいた声音が脳裏に蘇よみがえり、光彬の手から漆うるし塗ぬりの汁しる椀わんが滑り落ちた。

　門脇がはっとして手を伸ばすが間に合わず、汁椀は光彬の膝に落下し、吸い物を撒まき散らしながら畳たたみの上を転がっていく。

「若っ！」

「大事無い、大丈夫だから騒ぐな」

　膳は何度も毒見をされてから運ばれるから、吸い物もすっかり生なま温ぬるくなっている。布地越しに引っ被かぶったとて火傷やけどなどするわけがない。

　光彬にそう宥なだめられても、光彬大事で回っている門脇が聞き入れるはずもない。呼び付けた小こ姓しょうに着替えを持って来させるや否や、吸い物で汚れた羽は二ぶた重えの着流しをすさまじい速さで脱がせ、新しいものを着せ付けていく。

　その手際の良さは側そば用よう人にんと言うよりは小姓、より正確に言うなら母親のそれだ。側用人と言えば、本来は幕ばっ閣かくと将軍の間を取り持つ要職なのに。

「…すまんな、小兵衛。お前には本当に苦労ばかりかける」

　門脇がこんな技術まで身に着けてしまったのは、間違いなく光彬のせいだ。奢しゃ侈しとは無縁の生活を送ってきた光彬が小姓たちを寄せ付けないから、自然と門脇が彼らの役割まで果たすようになったのである。

　口さがない者が門脇を陰で子守用人と呼んでいることも、光彬の耳には入っている。屈辱であろうに、門脇は愚ぐ痴ち一つ零こぼさず、ただ誠実に仕つかえてくれている。抗あらがえぬ運命によって恵え渡ど城に放り込まれた光彬を一人にさせないために。

「な…、何をおっしゃいますか。若のためならこの小兵衛、百万の敵にも立ち向かってご覧に入れますぞ！　…っ、くしっ」

　照れ隠しなのか、豪快に笑いながら胸を叩いていた門脇が、巨漢に似合わぬ可愛らしいくしゃみを放つ。それも一度だけではなく、二度、三度と立て続けに。

「おい小兵衛、大丈夫か？　俺よりもお前の方が風邪でも引いたんじゃないか？」

「へぷしっ！　…は、はあ、これは大変なご無礼を仕つかまつりまして、申し訳ございません。別段どこか悪いというわけではないのですが…何やら、昨夜から妙に落ち着かないといいますか、時折寒気がいたしまして」

　門脇は懐かい紙しで鼻を拭いながら、落ち着かなげに巨体を揺すっている。

　門脇らしくない有様に、光彬は溜息をついてから命じた。

「小兵衛、それが風邪だと言うんだ。昨日もろくに眠っていないんだろう？　今日は他の者に世話を頼むから、お前は役宅に戻って休め」

「い、いえ若、それがしは決して風邪など」

「いいから休め。これは命令だ。……お前に長々と寝込まれたら困るから言っているんだぞ」

「若……承知仕りました。この小兵衛、全身全霊をもって休息いたしますぞ！」

　命令の一言よりも、付け足した本音の方が効いたのだろう。門脇は神妙な表情で宣言すると、さっそく主君の命に従って御休息の間を退出していった。

「全身全霊で休息…矛盾していないか？」

　残された光彬は首を捻ひねりつつも、小姓に膳を下げさせ、代わりに食後の茶を持って来させた。昼ひる餉げの後は老中たちと面談し、書面の決裁などの政務に励はげまなければならないが、それまでは自由時間だ。

　いつもの光彬なら剣術や弓術の鍛錬に励んだり、学者の講義を聞いたりするのだが、今日は何もする気になれない。門脇という話し相手が居なくなってしまえば、押さえつけていた記憶が溢れ、止まらなくなってしまう。







　――遡さかのぼること一いっ時とき前。

　泥のような眠りから優しく揺り起こされるなり、光彬はとっさに布団の中で勢い良く横を向いてしまった。覚醒したばかりでぼやける双眸に、はだけた単衣ひとえの胸元が…なだらかな胸を飾る、男にしては紅く艶めかしい突起が映し出されたからだ。

　その拍子に尻のあらぬ部分に違和感と微かな痛みを覚え、昨夜の出来事を次々と思い出してしまえば、すさまじい羞しゅう恥ちで悶もだえ死にそうになる。

　何より恥ずかしく情けないのは、目と鼻の先にある突起がやけに美味そうに見えた挙句、股間の一いち物もつが疼うずいてしまったことだ。起き抜けだから仕方が無いと必死に己に言い聞かせていると、くすくすと軽やかな笑い声が響く。

『こちらを向いて下さいませ、上様。初めての後きぬ朝ぎぬにつれなくされては、悲しゅうございます…』

　妻になったばかりの麗人が肩口にしなだれかかり、甘く囁いたなら、大概の男はでれでれと脂やに下さがって言う通りにするのだろう。たとえその人が同じ男であったとしても。

　光彬の心もまたぐらぐらと揺さぶられたが、一体どのように反応すれば良いのかわからない。指南役はそこまで教えてくれなかった。昨夜の自分の乱れぶりは思い出すにつけ情けないものだし、夫としての威厳など欠片かけらも示せなかったのだ。

　純すみ皓ひろとて武士を東あずま夷えびすと嘲あざける公く家げの一人。輿こし入いれするまでは右大臣の子息として朝廷で相応の職にあっただろうから、武士に対する偏見が無いわけではあるまい。光彬を慕したっているなどと言っていたが、あんな情けない姿を目まの当たりにすれば、百年の恋も冷めるはずだ。

『ふふふ…上様。なんと純粋な御方でいらっしゃるのでしょう…』

　だが、予想に反して純皓は少しも呆れたりせず、むしろ嬉しそうに光彬の単衣の下に手を潜り込ませてきた。やたらと敏感になっている肌を、優しく、だが決定的な快感を煽あおったりはしない絶妙な強さで撫でさする。

『み、…御台…』

『私は貴方あなた様の妻なのですから、恥じらわれる必要など何もございません。…大奥で夜を過ごされたのは、初めてでいらっしゃいますか？』

『……そうだ』

　将軍でありながら物慣れない様子を嘲笑われるのだろうかと思いきや、純皓は予想外の行動を取った。

『上様…！　嬉しゅうございます…この私が、上様の初めての奥おく入いりの相手を務められたなんて…』

『え……？』

　感極まったかのように背後から抱き締められ、光彬は思わず顔を上げてしまう。

　肩越しに目が合い、純皓はにこりと微笑んだ。

『やっと、お顔を見せて下さいましたね』

『…お前は、俺に失望したんじゃないのか？』

　吊り上った唇を彩る妙に婀あ娜だっぽい黒子ほくろに目を奪われ、口調が素のままになってしまったが、純皓は不ぶ調ちょう法ほうなと咎とがめたりしない。光彬のほつれた鬢びんを梳すきやったり、項うなじに唇を押し当てたりして、ひたすら光彬がくすぐったくなるような甘ったるい行為ばかりをするからわけがわからない。いっそ大御台所やかつての側室たちのように口汚く罵ののしってくる相手の方が対応しやすいのに。

『惚れ直しこそすれ、どうして私が失望などいたしましょうか。卑ひ小しょうなこの私などと床入りをして下さっただけでなく、私の奉仕まで初めてのお身体で受け容れて下さった慈悲深い御方を…』

『…奉、仕？　あれは…その、俺のものを咥くわえたり、お前のものを俺に入れたりするのは公家流の奉仕なのか？』

　羞恥を堪えて問えば、純皓はほんの一瞬の沈黙の後、にっこり笑って肯定した。

『……はい。私たち公家は、男子同士で夫婦になった場合、妻である方が夫である方に全身で奉仕して悦よろこばせるのがしきたりなのです。勿論、股間のものも使って…』

『…そ、そうか。公家のしきたりか…そうか』

　一方的に流されてしまった己を恥じていたが、しきたりだと言われれば羞恥も少しは和やわらぐ。普段は公家も堅苦しいしきたりも苦手としているのに現金なものだ。自嘲していると、純皓の表情が何故か曇くもる。

『上様は…私の奉仕を、お気に召して下さいませんでしたか？』

『な…なにゆえそのようなことを？』

『なかなかお顔を見せて下さいませんでしたし、今もとてもお辛そうにしていらっしゃいましたから…。もしや、卑ひ賤せんな私の奉仕を受けたことを、悔やんでおいでなのではないかと…』

　はらはらと零こぼれてきた涙に、光彬はぎょっとして身体を捻ねじり、純皓と向かい合う格好になった。

『違う、そうではない。顔を見せなかったのではなく、見せられなかったのだ。…昨夜はお前にされるがままで、夫らしい振る舞いなど出来なかったから…』

『…本当でございますか？　下げ賤せんな私を、妻として受け入れて下さるのですか？』

『…なにゆえ、そこまで己を貶おとしめる？　お前は都一の名家、紫し藤とう家の子息であろうに』

　光彬の疑問に、純皓は弱々しく首を振った。

『私は…本当は、上様の正室となれるような身ではないのです。父は確かに大臣おとどの位にありますが、母は…身分卑いやしい遊あそび女めでしたから。私は正室腹の兄弟たちとは離れて養育され、主しゅ上じょうより官位を賜たまわったこともございません』

『……！』

　驚いたのは、決して純皓の生母の生まれを蔑さげすんだからではない。身分高い父に対し、身分の低い母親という組み合わせに己を重ねたためだ。

　だが、そこまでは伝わらなかったのか、純皓はさめざめとすすり泣いた。

『…っ、申し訳、ございません…！　けれど、私はどうしても上様の妻になりたかった。だから、妹の死を喜び、父に縋すがりさえしました。卑しい私が上様のお傍そばに侍はべるには、妹の死に乗じょうじることしか出来なかったから…』

『御台…落ち着け。俺はお前の出自など気にはせん。…身分が、生まれがと言うなら俺も同じだ。俺の母上は、父上の側室の中では最も身分が低かったからな』

『上、様…』

　長い睫まつげに涙を纏まとわり付かせ、切れ長の双眸を見開いた純皓は年上なのにどこかあどけなく、胸の奥にしまい込んだはずの古い記憶を呼び起こした。まだ存命だった父に連れられて西の都へ上った時の記憶だ。

　父は参さん内だいの支度で忙しく、退屈を持て余した光彬は寺院を抜け出し、門脇も連れずに町へ繰り出したのである。恵渡でも町中の邸やしきに住まい、町人たちと親しく交わっていた光彬にとっては、下級武士の子の格好をして町に溶け込むなど容易なことだった。

　恵渡とはまた違う町並みを眺め、屋台や物売りを冷やかしながらそぞろ歩きをしているうちに、光彬はごろつきが若い娘によってたかって言い寄っている現場に遭遇した。今にもかどわかされてしまいそうな娘を見捨てることなど出来ず、祖父から習い覚えた剣術で撃退したら、娘はとても感激して何度も礼を述べてくれた。

　だが、本当に感激しているのは光彬の方だったのだ。女おな子ごにしては背の高いその娘は、纏っている上かみ方がた風の華やかな振ふり袖そですら霞かすんでしまうほど美しかった。奥女中や実母で美しい女子など見慣れているはずの光彬が、西の都には天女が舞い降りるのかと本気で考えた。門脇が探しに来てくれなかったら、武士の命たる刀を取り落としてもなお娘に魅入られていただろう。

　結局、互いの名を教え合うことも叶わなかったが、思い返せばきっとあれが光彬の初恋だったのだろう。あれから邸に奉公に上がったやえに強く惹かれたのは、やえが初恋の娘にどこか似た面差しをしていたからでもある。

　ずっと胸に秘めたまま、門脇にすら教えていない淡く切ない初恋の思い出。何故、あの娘の面影が、純皓に重なったりするのだろう？　天女のように美しいのは同じでも、純皓は立派な男なのに。

『では…上様は、本当に私を疎うとましく思っていらっしゃらないのですか？　私を妻だと認めて下さるのですか？』

『…正直、まだ戸惑いはあるが…疎ましくは思っていない』

『上様……っ！』

　ああほら、まただ。涙の粒を纏って輝く眩まぶしい笑顔に、どういうわけかあの娘が重なる。

　光彬はぐっと拳こぶしを握り締め、流されるな、と己を叱しっ咤たした。たとえ同じような境遇で育ったのだとしても、まだ純皓が無害だと確定したわけではないのだ。

　これまでの言動は全て光彬を籠ろう絡らくし、公家側に引き込むための偽りかもしれない。光彬を慕したっていると告げたのも、この潤うるんだ漆黒の瞳も、何もかもが…。

『では、妻らしく我が背の君のお世話をさせて下さいませ。支度は整っております』

　ちくり、と胸に棘とげが刺さったような痛みを夫が味わっているのも知らず、純皓はさっきまでとは打って変わった明るい笑顔で身を起こす。大きくはだけた胸元からちらりと覗いた突起にまた目を奪われてしまっていると、唇をつんと突かれ、悪いた戯ずらっぽく微笑まれた。

『…また…可愛がって下さいね？』

　背筋に甘い痺しびれが走り、酷こく使しされた腰が砕くだけそうになる。そこで襖ふすまが静かに開かれなかったら、そのままみっともなく布団に倒れ込んでしまっただろう。入ってきたのは確か、昨日大広間まで純皓の供をしてきた少女である。

『上様、これは私が西の都より伴って参りました者で、咲さきと申します。私付の小姓として召し使っております』

『咲でございます。おめもじが叶い、恐きょう悦えつ至し極ごくに存じます』

　咲はしとやかに跪ひざまずいて一礼すると、螺ら鈿でん細工の道具箱や膳などを手早く整えてすぐに退出していった。膳の上には茶や粥かゆの注がれた椀が並べられており、仄ほのかな出だ汁しの匂いが食欲を刺激する。

『どうぞ、こちらへおいで下さいませ』

『…あ、ああ…』

　招かれるまま純皓が用意した敷物に腰を下ろし、粥を啜すする。一口だけのつもりが、あまりの美味さに夢中になってしまい、空腹も手伝って気付けば平らげてしまっていた。がっついてしまったのが気恥ずかしいが、純皓は不作法なと眉を顰ひそめるでもなく、嬉しそうに微笑んでいる。

『お気に召して下さり、嬉しゅうございます。僭せん越えつながら腕を振るった甲斐がございました』

『…これは、お前が作ったのか!?』

『はい。何もかも至らぬ私の、唯一、取り柄と言えるものはこれくらいですから。上様に喜んで頂きたくて…厨くりや番ばんをたいそう驚かせてしまいましたが』

　それはそうだろう。御台所と言えば何もかも奥女中任せで、一日に五度のお召し替えや行事以外では立ち歩くことすら稀まれなのだ。不浄の場とされる厨に自ら足を踏み入れたばかりか、調理を買って出る御台所など前代未聞である。そもそも、いくら困窮していようと公家の子息が調理の技術を身に着けていること自体おかしい。

　光彬の疑問を感じ取ったのか、純皓はどこか懐かしむように説明してくれた。

『父が付けてくれた乳母は優しい女子でしたが、なにぶん年を取っておりましたので、あまり邸内の細々としたところまでは手が回らなかったのです。ですから自然と私が様々なことを受け持つようになり…炊事は勿論、掃除や食料の買い出し、時には屋根の修繕までいたしました』

『邸の修繕まで…？　家か人じんは？　父君には言わなかったのか？』

『私に付けられたのは乳母だけでしたし、父は北の方様をひどく恐れておりましたので…』

　淡々とした口調が真実だと物語っており、光彬は愕がく然ぜんとした。

　光彬もまた母の身分の低さゆえに冷遇され、父の元で育つことは叶わなかったが、それでも純皓よりは遥かに恵まれていた。父は光彬たち母子の生活の面倒をきちんと見てくれたし、父なりに母や光彬を愛してくれていたのだと思う。

　だが、純皓の父親の仕打ちはあまりに惨むごい。都の裕福な商人の子の方が、純皓よりもよほど良い暮らしをしているだろう。

『…お前は、父を恨みはしなかったのか？』

『いいえ。父の子であったからこそ、上様の元に嫁とつげたのですから…むしろ感謝しております。それに、こうして愛しい方の支度を私の手で整えられるのは、あの生活があったおかげです』

　純皓はこともなげに言い、螺鈿細工の箱から取り出した道具で光彬の髪を整え始めた。見苦しく乱れていた髪はあっという間に結い直され、鬢には一筋のほつれも無い。元もと結ゆいはきつすぎず緩すぎない絶妙な結い加減だ。将軍には髪を結う専門の小姓が居るが、おそらく純皓の方が上手だろう。

『上様…ああ、私は幸せでございます…』

　道具をしっかり仕舞ってから、純皓は背後から光彬を抱き締めた。仄かに漂う、昨夜と同じ…否、昨夜よりもずっと甘く蠱こ惑わく的てきな香りにどきりとする。きっと、これは奥女中たちが好む高価な香の類ではなく、純皓自身の体臭なのだろう。

　天上に住まう天女は人として生まれる際、えもいわれぬ花の香りを纏って生まれるのだという母から聞かされたお伽とぎ噺ばなしを思い出す。耳じ朶だに吹きかけられる甘い吐息が、薄い単衣ひとえの絹越しに背中に擦り付けられる突起の弾力のある硬さが、警戒心をじわじわと蕩とろかしていく。

『こうして上様と後朝を過ごすことを、ずっと夢見ておりました……』

　背後から回された手がそっと光彬のそれに重ねられ、そのまま反応しかけていた股間に導かれた――。







「…っ、駄目だ、駄目だ！」

　朝から純皓の手で子種を搾しぼり取られ、達する寸前で紅い唇に咥くわえ込まれた挙句、一滴残らず飲み干されたところまで思い出してしまい、光彬はぶんぶんと首を振った。だが、思い出すまいとすればするほど記憶は鮮明に蘇り、光彬を悩ませる。

『私は男子ゆえ、御子を授さずかることは叶いませんが…その分、上様の尊い子種を受け止めさせて頂きとうございます。どうか、ご自分で慰めたりなどなさらず、全てこの私の中に出して下さいませ…』

　ねっとりと一物に絡み付く舌。柔らかいのに、絶妙の強さで肉にく茎けいを扱しごきながら吸い付いて離れなかった紅い唇。その動きに合わせて淫らにうごめいていた黒子。単衣の白絹に散った黒髪は、男のくせにひどく艶やかで……。

　またもや純皓に浸食されかけた思考を、光彬は慌てて打ち切った。公家の手先かもしれない男のことばかり考えていてどうするのだ。

「…誰ぞ、居るか？」

「――お傍そばに」

　一度だけ手を打ち鳴らしてから問いかければ、応えだけが天井から返ってきた。男とも女ともつかぬ声音の主は、将軍直属の隠おん密みつである御庭番だ。将軍の命だけに従い、将軍の身辺を守るためだけに生きる彼らの存在を知る者は、将軍本人を除けばごく限られた重臣くらいだろう。

「大たい儀ぎ。…今日、井戸は使えるか？」

「はっ。万ばん事じ抜かりなく」

「そうか。下がって良い」

　光彬が言うや否や、天井裏から気配は消え去った。

　光彬は世話役の小姓に午ひる睡ねをするからしばらく人を近付けないよう命じ、将軍の日常着である黒の羽二重の着流しから地味な小こ袖そでと袴はかま姿に着替える。差さし料りょうを将軍の宝刀から祖父の形見である地味な拵こしらえの大小に替えれば、暇を持て余した貧乏旗はた本もとの三男坊にしか見えまい。にわか将軍の光彬にはこちらの方がずっと馴染み深いのだが。

　足音をたてぬようそっと下り立った中庭には、古ぼけた井戸がある。いつもは被かぶせられているはずの蓋ふたは外れており、底からは湿った空気が微かに吹き上げてきた。さっきの御庭番の仕業だろう。彼らはこの中庭を守ってきたことから、御庭番と呼ばれるようになったのだ。

　光彬は縁に手をかけ、ひらりと井戸の中へ飛び込んだ。果たしてそこは深い穴の底ではなく、勾こう配ばいはきついがしっかりとした造りの下り階段だ。下り切った先には長い通路が続いており、更にその先には上り階段があって、城外へ出られるようになっている。

　有ゆう事じの際、将軍やその妻子が脱出するための避難経路なのだが、太平の世において頻繁に活用している将軍は光彬くらいのものであろう。尤もっとも、本来の用途ではなく、城下で身分を隠して息抜きをしたり、母に会いに行ったりするためだ。

　門脇以外にも、重臣たちの中には将軍の外歩きに気付いている者も居るだろうが、咎とがめたてられたことは無い。外では御庭番が密かに警護しているし、何より、光彬に重要な政務が任されていないというのが大きいだろう。光彬に求められているのは子作りと、幕閣によって決められた政策を決裁することだけだから。

　城下町の外れに下り立つと、光彬は大きく息を吸い込んだ。風に乗って聞こえてくる棒ぼ手て振ふりの威勢の良い掛け声に、頰が自然と緩む。

「…ああ、良い風だ…」

　同じ空の下にあるはずなのに、久しぶりに下りた城下町の風は城内よりも爽さわやかに感じられる。あのまま城内に居たら、きっと花はな島じまあたりが昨夜の首尾を根掘り葉掘り問い質ただしてきた挙句、御台所が輿入れしたのだから側室を迎えて子作りに励めと口を酸すっぱくして進言してきただろう。

　老中たちは御台所を憚はばかって静かにしているかもしれないが、それも今のうちだ。二ふた月つきもすれば、掌てのひらを返したように縁者の娘を大奥へ送り込むに違いない。

　想像するだけで頭が痛くなってくる。今の光彬は、純皓のことだけでいっぱいいっぱいになってしまっているというのに。

　来た方向を振り仰あおげば、庶民からは恵けい城じょうと親しみをこめて呼ばれる恵え渡ど城の偉容が目に入る。

　……大奥という豪奢な籠かごの中で、あの美しい人は今、どう過ごしているのだろうか。光彬を慕したっているのが仮に真実だとしても、昨日出逢ったばかりのはずの男を、どうしてあそこまで一途に想えるのだろうか。

『上様…、またのお越しをお待ち申し上げております…』

　ほんの少し気が緩んだ隙に、別れ際の潤んだ漆黒の双眸が脳裏に浮かび上がりそうになるのを振り払い、光彬は通い慣れた恵渡の町へと繰り出していった。







　光彬を送り出した後、純皓は御お小こ座ざ敷しきを出て、御台所の住まいである新御殿に移動していた。

　御小座敷はあくまで将軍が妻さい妾しょうと共にくつろぐための空間であり、位置も中奥と大奥を繫ぐ御お鈴すず廊下のすぐ近くにある。対して御台所が日常を過ごす新御殿は銅どう塀べいで囲われた大奥でも最も奥まった場所にあり、奥女中たちが住まう長なが局つぼねなどの施設に囲まれていた。守られていると取るか閉じ込められていると取るかは、人それぞれであろう。

「…太た夫ゆうって、本当にたち悪いですよねえ…」

　輿入れの際に持ち込んだ荷から衣装を運び出したり、洗い物を担当の奥女中に渡したりと忙しく立ち働いていた咲がふと手を休め、しみじみと呟いた。御台所の着替えに使われるこの御お納なん戸どは勿論、くつろぎの場所である御休息の間からも咲以外の奥女中は締め出してしまったから、盗み聞きをされる心配は無い。

　純皓は帯を器用に締めながら眉を顰めた。







[image: ]







「唐突に何だ。人聞きの悪い」

「だって…あの生き真ま面じ目めそうな上様のこと、今頃きっとものすごく混乱しちゃってますよ。いけすかない高慢ちきな姫が来るとばっかり思ってたのに太夫なんかが来て、抱くつもりだったのに抱かれて、挙句の果てにあんな打ち明け話なんかされちゃったら。政務も手につかなくなっちゃうかもしれませんよ？」

「ふっ…いいんだよ。それが狙いなんだから」

　陽ひノの本もとでは男同士の婚姻も認められているとはいっても、光彬は女子を相手にすることしか考えてこなかったはずだ。

　そんな光彬を落とすには、まずは純皓で頭をいっぱいにさせてしまうことだ。そうすれば、余計な常識やら何やらは自然と追い出されてしまう。なみなみと水の入った器に石を沈めれば、水が縁から溢れ出してしまうのと同じように。

「俺は別に、上様に立派な公く方ぼう様さまになって欲しいわけじゃない。俺だけを愛して、俺だけを求めて、一夜でも一人で過ごせば俺の摩ま羅らを銜くわえ込みたくてたまらなくなるようになって欲しいだけだからな」

「太夫ったらあー…天下の将軍様が、色狂いなんかになっちゃったらどうするんですか？」

「そうなりゃ、しめたもんだ。さらって逃げるに決まってるだろ。将軍が色狂いの挙句御台所に盗み出されたなんて醜しゅう聞ぶん、さすがの老ろう中じゅうどもも公には出来ないだろうから、病死ってことにして鶴つる松まつを次の将軍に据すえるさ」

「…さすが太夫、清すが々すがしいまでに毒どく婦ふですね。女じゃありませんけど」

　主の悪あく辣らつな笑みに、咲は感心半分、呆れ半分の息を漏らす。

　八や虹こうの長として標的を籠ろう絡らくしにかかった純皓が失敗したことは一度も無く、純皓にたぶらかされた者は貞淑な人妻であろうが清廉な僧侶であろうが純皓の笑み一つのために身を破滅させると承知で情報を漏らしてきた。そんな純皓の鮮やかな仕事ぶりを、側近の咲は熟知しているのだ。

「でも、なんだか上様がちょっと可哀想になってきました。摩羅を使って奉仕するのが公家のしきたりとか、太夫の口から出まかせをすっかり信じちゃってたし、このままじゃ知らないうちに太夫の操り人形にされちゃいそうで」

「馬鹿、操られているのは俺の方だろ。公家のしきたり、我ながら上手いこと言ったもんだな。上様もやたら素直に信じてくれたし…くくっ、上手く使えば色々やらせてもらえそうだ。…にしてもお前、やけに上様に入れ込んでるじゃないか。あの鬼おに瓦がわら、そんなに気に入ったのか？」

　咲が光彬に同情的なのは、門脇が忠誠を捧ささげた主君だからだろう。

　純皓の予想は的中していたようで、咲はぎらぎらと目を輝かせながら勢い良く頷いた。愛らしい少女の姿をしているのに、獲物を前にした空腹の狼にしか見えない。

「そうっ、そうなんですよ！　昨夜、こちらをおいとましてからこっそり詰つめ所しょに忍び込んで様子を伺ってたんですけど、初の床入りの上様を心配して熊みたいにうろうろ歩き回っていて…時々私の気配を感じたのか、きょとーんとしたりくしゃみをしたり、もう！　本当に可愛かったんですよ！」

「……そうなのか？」

　純皓としてはあの鬼瓦が何をしても可愛いなどとは到底思えず、引き気味になってしまう。そもそも、可愛いという言葉は光彬のために存在するものであろう。全く、咲の下げ手て物もの喰いにも困ったものだ。

「まあ、お前の好みにどうこう言うつもりはないが…仕事はきっちりやってるんだろうな？」

　帯を結び終え、鏡の前に腰を下ろしながら念を押せば、察し良く櫛くし台だいを運んできた咲は力強く請け負った。

「勿論です。こちらに潜入していた者たちと繫ぎを取り、栄えい証しょう院いん様の息のかかった者たちはほぼ判明しました。こちらがその一覧です」

「ご苦労。…ふん、さすが女め狐ぎつね。なかなか高位の者まで取り込んでるじゃないか」

　手渡された小さな書き付けには、御お目め見みえ以上の高位の奥女中たちの名前がずらりと並んでいる。中でも中ちゅう年どし寄よりの唐から橋はしは栄証院と同じ旗本出身ということから、先代将軍が存命だった頃から親密だったそうだ。

　中年寄は御年寄の補佐役だが、栄証院や役人たちから受け取った賄わい賂ろで身の周りを華美に整える唐橋と、お役目大事で融ゆう通ずうの利かない花島とは友好的な仲ではないようである。

「浪費家の俗物か。…カモだな」

　欲の多い俗人の方が純皓にとってはありがたい。その欲を満たしてやれば、こちら側に引き込み、思い通りに操れるからだ。むしろ花島や門脇のような人物の方が与くみしにくいので厄やっ介かいである。

「同感です。…ああ、それから栄証院様ですが、密かに繫ぎを取ったところ、さっそくお返事を頂きました。今宵の暮くれ四よつ、中なかノの丸まるまで参じるようにとの仰おおせですが、行っても良いでしょうか？」

「ああ。せいぜい都から恵渡まで無理矢理連れて来られて、俺にこき使われて虐いじめられている可哀想な娘を演じて来い。ついでに色男でもあてがってやれば、あの色ボケ婆のことだ。お前が本気で自分に仕えたがっていると信じ込むだろう」

　そして、頃合を見計らって咲が純皓や光彬の情報を漏らせば、栄証院はますます咲を信用し、胸に秘め続けている野望を実行に移そうとするだろう。即ち、光彬を暗殺し、鶴松を将軍位に就けるという野望を。光彬に子が無い今、光彬さえ死ねば将軍の座は幼いとはいえ唯一の直系男子となった鶴松に転がり込んでくるのだから。

　勿論、純皓は光彬を殺させるつもりなど欠片も無い。純皓が企たくらまずとも、栄証院はいつか必ず光彬暗殺を謀はかるだろう。その時機を純皓が握って裏側から主導し、なおかつ光彬を守り通すことが重要なのだ。

「お任せ下さい。可哀想な子のふりをして同情を買うのは大の得意です！」

「ああ、頼んだ」

　純皓は頼もしい配下に鏡越しに頷き、櫛台から取り出した櫛で長い髪を梳き始めた。

　櫛台は櫛や化粧道具などを収めておく箱で、御台所のそれともなれば金銀の蒔まき絵えが施された絢けん爛らん豪ごう華かなもののはずだが、純皓が都から持参したのは飾り気の無いただの漆うるし塗ぬりだ。収められた櫛も大奥の女子たちが欲しがる高価な鼈べっ甲こうではなく、上品だが地味な漆塗の木櫛である。櫛箱以外の調度類もみな質素に纏められていて、奢侈に慣れた奥女中たちからは本当に御台所の居室だろうかと驚かれるはずだ。

　だが、何より驚かれるのは部屋の主人の佇たたずまいであろう。

　純皓が纏うのは紫の小袖と、黒くろ綸りん子ず地じに鶴の舞う様を描いた、落ち着きと威厳はあるが華やかさはまるで無い地味な打うち掛かけなのだ。あえて結い上げず、緩く纏めただけの黒髪には、当然ながら豪奢な簪かんざしや櫛、笄こうがいなどの出番は無い。

　将軍の寵愛を受けるべく己を磨みがき立てた女たちがひしめく大奥にあっては、地味を通り越して貧相とも取られかねない装よそおい。

　並の女がやれば嘲笑を買うだけだろうが、純皓は違った。女としては華やかさに欠ける装いが却って純皓の美貌をうまく引き立て、男女の性を超えた美の化身へと変貌させている。純皓の自惚れではない証拠に、主に対しても歯に衣を着せない咲がうっとりと見惚れている。

「お美しいです、太夫…今の太夫なら、西の都の主上だってたぶらかせますよ」

「まあ、当然だな」

　だが、純皓としては主上を骨抜きに出来ても光彬に見惚れてもらわなければ何の意味も無い。この部屋の設しつらえも衣装も、全ては奢侈や着飾った女子を嫌う光彬の好みに添ったものなのだ。

　中奥へ戻ってしまった光彬を再び引きずり込み、妻として可愛がってもらうには…さて、どうしてくれようか。

　御休息の間で脇息にもたれながら思索に耽ふけっていると、隣の二の間から恭うやうやしい声がかけられた。

「おくつろぎのところ失礼します、御台様。唐橋様が申し上げたき儀があると仰せですが、お通ししてもよろしゅうございますか？」

　どうやら、カモが向こうからやって来てくれたようだ。咲と頷き合い、行儀悪く立てていた膝をしとやかに閉じてから、純皓は応いらえを返す。

「……通しなさい」

　するとすぐに襖が開かれ、四十をやや過ぎたほどの奥女中が現れた。

　整ってはいるが気位の高そうな顔に白おし粉ろいをべったりと厚く塗り、唇は紅べにで真っ赤に染め、その年頃には派手すぎる桜模様の贅ぜい沢たくな打掛といういでたちだ。光彬が苦手とする典型的な大奥の女子である。唐橋は昨日、花島の名代として城外へ使いに出ていたので、これが初の対面である。

「唐橋様。御台所様の御前でございますよ」

「……っ、み、御台所様におかれましてはご機嫌麗しく…。私はこの大奥にて花島様の補佐を務めております。唐橋、とお呼び下さいませ」

　純皓の姿を目の当たりにし、雷に打たれたかのように立ち尽くしていた唐橋は、咲の取り澄ました呼びかけで我に返ったらしい。ぎくしゃくと跪き、頭こうべを垂れる。

　きっちり揃えて床につけられた指先が僅かに震えているのを、純皓は見逃さない。

「…許します、顔を上げなさい」

「……は、はい」

　そろそろと上げられた顔は、予想通り厚塗りの白粉でも隠し切れないほど上気しており、純皓は内心ほくそ笑んだ。唐橋は高位の武家である旗本の出身であるのに加え、一生奉ほう公こうが基本の高級奥女中だ。男女の経験はおろか、純皓ほどの美男とこれだけの至近距離で接したことは皆無に等しいだろう。

　カモが葱ねぎを背負ってのこのこ来てくれたな、などと思っているのはおくびにも出さず、純皓は優しく問いかけた。

「そなたと会うのは初めてですね。わざわざ訪ねてくれて嬉しく思います。…どうしました？　先程から顔が赤いようですが、どこぞ悪いのですか？」

「いえ、そのようなことは…ただ、御台所様が私のような者にも優しく丁寧なお言葉を下さいますので、驚いてしまいまして…」

「当然です。立場こそ違えど、そなたたちは私と同じく上様にお仕えする者なのですから。ましてや、私が妹の代わりにこちらへ参ることを知らされず、随分と難儀させてしまったことでしょう。すまなく思っております」

「みっ…、御台所様…」

　権けん高だかな公家の者とは思えない謙虚な態度に、目下の者には過ぎるほど丁寧な謝辞。

　予想外の出来事の連続にカモが戸惑っているうちに、純皓は主導権を握るべく自分から水を向ける。

「さて…私に申したいことがあるそうですが、何事ですか？」

「はっ…、はい。実は、その…」

　唐橋が普段とはかけ離れているだろうたどたどしい口調で語ったのは、純皓が大奥の秩序を乱している、ということだった。

　輿入れの際に持ち込んだのは御台所のものとは思えぬ質素な衣装や道具が最低限。驚いた花島が御用商人を呼んで新しいものを誂あつらえさせようとしたが、それも断ってしまった。大奥の頂点に立つ御台所が自分たちよりも質素な生活を送っているのでは、奥女中たちが困惑してしまい、ひいてはそれが大奥の秩序を乱すことに繫がるというのである。

　勿論、純皓は唐橋の意図を正しく理解していた。

　要は、御台所が贅沢をしなければ自分たちも贅沢が出来ないからどうにかしろ、と言いたいのである。高額な給与も賄賂も、使わずに貯め込んでいるのでは意味が無い。絢爛豪華な道具類や衣装を仕立てることは、男子禁制の大奥において数少ない楽しみなのだから。

「そなたの言いたいことはわかりました。…ですが、慎ましく過ごすことの何が秩序を乱すというのですか？」

「それは…」

　唐橋は落ち着かなげに視線をさまよわせた。

　正直に真実を答えるわけには決していくまい。いや、いつもの唐橋ならそれがしきたりでございますと栄証院の威いを借りてごり押しするのだろうが、今の唐橋は純皓に眩げん惑わくされ、まともな判断力を失いつつある。

「恐れ多くも我が夫ふ君くんであらせられる上様は、恵渡城に入られた折から幕府の財政を慮おもんぱかられ、おん自ら倹約に励まれていると仄そく聞ぶんしております。ならば、妻たる私も従うのは当然の理ことわりです。違いますか？」

　妻が夫に従うのは、陽ノ本において最高の美徳とされている。ぐっと詰まる唐橋を、純皓は表情こそ真摯に見据えつつも、内心では哄こう笑しょうしていた。

　――妻。ああ、なんて良い響きだろう。陽ノ本において、純皓が光彬の唯一絶対の伴侶であることを否定出来る者は誰一人存在しないのだ。

「で、ですが、御台所様」

　ここで退ひくわけにはいかない唐橋が、なんとか反撃を試みようとする。純皓が説得されてくれなければ、奢侈を好む栄証院や朋ほう輩ばいたちの期待を裏切ってしまうことになるのだから必死だ。

「…唐橋。もっと近くへ」

　純皓は帯に刺していた扇せん子すを抜き、長い指先で僅わずかに開いた。ぱちん、と小さな音が響き、唐橋がはっと顔を上げた時には、咲によって全ての襖が閉ざされた後だ。同時に御休息の間の周囲は純皓の配下たち扮ふんする奥女中たちがさりげなく固め、邪魔が入らないようにしてくれているはずである。

「み…、御台所様？」

「大事なことなのに、こんなに離れていては話し辛いでしょう？　もっと私の近くへ寄って下さいな」

　それ以上、純皓は何も言わない。ただ微笑んでいるだけだ。

　けれど、唐橋はゆらりと立ち上がり、熱に浮かされた病人のように…あるいは蜜みつの匂いに惹かれた蜜蜂のように、純皓の元へと近付いていく。

　時折立ち止まって純皓を窺い、咎とがめられないと見るや再び近付き、を繰り返すうちに、唐橋は膝先がぶつかってしまいそうな至近距離まで移動していた。御台所と奥女中という間柄では、ありえない近さだ。

　唐橋もさすがに無礼だと気付いたのか、慌てて距離を取ろうとするがもう遅い。罠わなの口は閉じた。

　純皓は片膝を立て、身を乗り出しざまに閉じた扇子の先で唐橋の顎あごをくいっと持ち上げた。邪魔な打掛からは既に腕を抜いてあるから身軽なものだ。

　同時に御台所としての艶やかさや気品を脱ぎ去ってしまえば、そこに居るのは抜き身の刃のような…だが、斬られるとわかっていても触れずにはいられない、危険な魅力を孕はらんだ若い男。純皓本来の姿だ。

「…っな!?　何を…」

　こんな不作法な真似をされたことなど無いのだろう。唐橋は屈辱に頰を染めるが、それも一瞬だけ。獲物を狙う獣そのものの眼差しに射られてしまえば、すぐに腰が砕け、へなへなと畳に手をついてしまう。

　それでもなお純皓に据えられたままの双眸には、紛れも無い情欲が宿っていた。今まで純皓が堕おとしてきた数えきれないほどの標的たちと同じ目だ。積もりに積もった欲求を、若い美男に昇華させてもらえると期待しているのだろう。

　…残念だな、と純皓は心の中で嘲笑する。

　身体を誑たらし込んで味方に付けるなど下げ策さくもいいところだ。それ以上の快感をくれる者が現れれば、容易たやすく裏切るからである。

　だから純皓は心を奪う。この美貌で、この声で、この仕草で、この眼差しで。

　…光彬と契ちぎった今、たとえ光彬のためになるとしても他人を抱こうなどとは思えない。純皓は光彬の妻なのだ。夫のため、貞操を守り抜くのが妻の務めだ。

　妻、貞操。

　自然と浮かんできた言葉に、内心の笑いが止まらなくなりそうなのは少しも悟らせず、純皓は色いろ悪あくそのものの笑みを浮かべる。

「…さあ、話し合わせてもらおうか？　お前が誰の味方に付くか、じっくりとな」

　現実ではほんの一刻にも満たない、だが唐橋にとっては長い長い時間の始まりだった。







「…上様。お聞きになっていらっしゃいますか？」

　御ご座ざの間に現れてからずっと語り続けていた花島が、僅かに眉を顰めた。傍かたわらの門脇に視線で助けを求めようとしていたのがばれてしまったようだ。

　将軍が政務を執とり行う御座の間には門脇以外にも数名の小姓の姿があるが、老中に匹敵する権力者相手に助け舟を出そうとする強者は居ない。

　無言で睥へい睨げいしてくる老女に、光彬は慌てて言い繕つくろう。

「も、勿論聞いているとも。大奥の話だろう？」

「…正確には御台所様のお話でございますが、まあよろしいでしょう」

　花島が態度を和やわらげたので光彬もほっとするが、それはまだ早かった。花島は老いてなお鋭い目をきらりと光らせ、決定的な一言を放ったのだ。

「では上様、今宵にでもさっそく御台所様の御元へお渡り下さいませ。大奥へは私が触れを出しておきますので」

「な…何故そうなるのだ!?」

「ですから、何度も申し上げたではございませんか」

　仰ぎょう天てんする光彬に、花島は溜息を一つついてから言い聞かせた。

「御台所様はまだ都よりおいでになってから間もないのに、既に正室としての自覚を持たれ、上様の御ためにと見事に大奥を纏めていらっしゃるのです。まことに殊しゅ勝しょうなお心がけと存じます。…にもかかわらず、ご夫君たられる上様が床入りより一度も奥入りをなさらず、ねぎらいのお言葉一つかけられないのでは、御台所様があまりに憐れとおぼしめされませんか」

「う…そ、それは…」

「無論、御台所様はそのような愚痴めいた言葉など零されません。ですが、時折とても寂しげなご様子で…いつぞやは、上様の残してゆかれた単衣を手ずから繕われながら、涙を滲ませておいでだったそうです。ちょうどお傍に付いていた唐橋も心から同情申し上げ、一緒に涙で袖を濡らしたとか」

　唐橋とは光彬も何度か対面したことはあるが、派手好きかつ高慢な性格で、母を虐めた女子同様、大奥の女子の典型だった。誰かに同情して泣くような女には決して見えなかったのに、一体何が起きたというのか。

　光彬はすっかり混乱していた。唐橋といい、花島に聞かされ続けた話といい、大奥は今どうなってしまっているのだろうか。

　――純皓が輿入れしてきて、はや二ふた月つき。その間、光彬は一度も大奥へ渡らなかった。

　純皓が公家の回し者かもしれないと警戒しているから…というのは理由の半分ほどで、残り半分はただ単純に純皓に会いたくなかったのだ。

　嫌っているわけではない。……怖かったのだ。情けないことに。

　普段通りの生活をしていればすぐ忘れてしまうだろうと思っていたのに、時が経てば経つほど純皓の記憶は鮮やかになっていく。天女のように美しい男から奉仕を受け、一物から子種を一滴残らず搾しぼり尽くされ、果ては尻の奥まで太摩羅で貫かれ愛された感触と熱までもがふとした瞬間に蘇る。布団に入ってからどうしようもなく昂ってしまい、不ねず寝の番ばんの小姓の目を盗んで自分を慰めたことは、一度や二度ではない。

　朝を迎えるたび自己嫌悪にかられ、城下に繰り出したり剣術の鍛錬に励んだりしたが、少しも気分は晴れなかった。

　唯一の救いは、重臣たちが大人しくしていることだろうか。光彬の大奥嫌いはよく知られているので、御台所が気に入られなかった今、すぐに側室候補を送り込んでも気分を逆撫でするだけだと思われているようだ。

　初恋の娘の面影を宿すやえに淡い恋心を抱いただけで、夢中になって打ち込んだものといえば祖父直伝の剣術くらい。将軍でなければ朴ぼく念ねん仁じんの謗そしりを免まぬがれられないだろう光彬をこんなにおかしくするなんて、純皓はやはり将軍を堕落させるべく公家から遣わされた手先なのではないだろうか。

　半ば本気でそう考えるようになった光彬が中奥にこもっている間に、大奥は純皓によって大きく変化していったようだ。

　かつて毎日のように御用商人を呼び付け、高価な反たん物ものや簪などを買い漁あさっていた大御台所とは違い、純皓は自ら率先して慎ましい生活を送っているという。都から持ち込んだ輿入れ道具は奥女中たちのものよりも遥かに質素で数も少なく、伴ってきた供もあの咲という少女を除けば十名にも満たない。大御台所は百名以上の供を連れて輿入れし、その扶ふ持ちも幕府財政の大きな負担になったのとは対照的だ。

　倹約に慣れた御目見以下ならまだしも、贅沢な生活に染まりきった高位の奥女中たちが我慢出来るはずもなく、純皓の元へ抗議に行った者も居たらしい。きっと唐橋もその一人だろう。

　だが、そんな者たちにも純皓は『大奥の主たる上様のご意向に従うことは、大奥に住まう者全員の義務です』と辛抱強く諭さとし、ついには改心させてしまったのだ。

　都一の名家、紫藤家の出身でありながら決して驕おごらず、目下の者にも寛容かつ慈悲深い態度に誰もが感じ入り、純皓に倣ならって倹約に努めるようになった。上の者の変化は大奥の底辺まで行き渡りつつあり、今や最下級の御お末すえまでもが純皓を崇拝しているという。

　お勤め命の花島が純皓を評価しないはずがなく、ここのところ毎日のように光彬の元へ参上しては、純皓がいかに優れた御台所であるかを説いて聞かせようとするのである。

　光彬はそのたびに居留守を使ったり、抜け井戸から城下に脱出したり、門脇に代わりをさせたりして逃れてきたのだが、今日はとうとう捕まってしまった。そして、これまでの分もあわせてじっくりたっぷりと純皓の素晴らしさを聞かされていたのだが……。

「…御台所が寂しい思いをしている、というのはわかったが…何も、余が原因とは限らないのではないか？　生まれ育った西の都が恋しくなったのでは…」

　光彬が反論したとたん、室内がすうっと冷えた気がした。冷気の源みなもとは勿論、般はん若にゃの如く眦まなじりを吊り上げた花島だ。

「上様……、本気で仰おおせですか？　確かに、都を恋しく思っておいでかもしれません。けれど、御台所様はそのような寂しさを上様に対する愛情で乗り越え、上様に尽くされるべく一途に務めを果たそうとなさっているのです。いじらしいとはお思いになりませんか」

「い…いや、それは思うが…」

「ならば、せめて御台所様に優しいお言葉の一言なりと、かけて差し上げて下さいませ。…どれほど慕わしく、会いたいと思っても、大奥の者は自分からは会いには行けません。上様のおいでを、ただひたすら待つしか出来ないのですから…」

　哀愁を帯びた口調に、光彬は母を思い出した。母もまた、待つしか出来ない人だった。酷い虐めを堪え忍びながら、父が助けに来てくれるのを待っていたのだ。実際には、多くの妻妾を抱える父からのお召しがある日など、数えるほどしか無かったというのに。

　そんな母の姿に、純皓が重なる。名門公家の出身でありながら家族からは疎そ外がいされ、恵まれない境遇で育った純皓。自らこしらえた粥を食べてもらえたと喜び、こんなふうに後朝を過ごすのが夢だったとはにかんでいた純皓。光彬の単衣を繕いながら、泣いていたという純皓…。

「…良かろう。御台所の元に行こう」

「…上様！」

「ただし、対面するのは夜ではなくこれより一時後、御小座敷ではなく御台所の新御殿でだ。急なことゆえ、御台所に連絡する必要は無い。話をしたらすぐに中奥へ戻るからな。…それでも良いか？」

「はい…！　勿論でございます。上様にお目にかかれるだけで、御台所様はさぞやお喜びになりましょう…！」

　あれだけ逃げ回っていた光彬が素直に聞き入れるとは思わなかったのだろう。花島は珍しくも喜色満面で頷き、光彬の気が変わらぬうちにと退出していった。純皓は本当に花島に気に入られたようだ。

「…若、良かったのですか？」

　小姓たちを下がらせると、門脇が気遣わしげに尋ねてくる。門脇だけには純皓に対する葛かっ藤とうを打ち明けてあったのだ。無論、抱くつもりだった純皓に抱かれ、かつてない快楽に溺おぼれさせられてしまったことだけは伏せたのだが。

「花島にあそこまで言われて、否いなやを唱え続けるわけにもいかないだろう？　…それに、これは好機かもしれん」

　質素倹約に努め、慎ましく暮らしていると言うが、それはあくまで伝聞だ。光彬の心証を良くするため、純皓が噂を流させている可能性もある。普段はかつての大御台所と同じく贅沢極まりない生活を送っているかもしれない。

　だから光彬は純皓には何も知らせず、言わば抜き打ちで訪れ、尻尾を出させようとしているのだ。

　光彬の説明を聞き、門脇は膝を打った。

「なるほど。さすが若、短い間によくぞそこまで企てられましたな」

　……企て。そう、それだけだ。決して、寂しく過ごす純皓が憐れになったからではない。あの玲れい瓏ろうな美貌に浮かぶ、愛しさの滲み出るような微笑みをもう一度向けられたいからでもない。

　…突然光彬が現れたら、純皓はどうするのだろうか。喜ぶだろうか、それとも馬ば脚きゃくを露あらわし、公家の本性を剝き出しにして罵るだろうか。そんなことになったら、自分は…。

「…なんだ小兵衛、にやにやしおって」

「おお、これは無礼を仕りました」
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　やけに微笑ましそうに見詰められているのに気付いて指摘すれば、門脇は素直に頭を下げた。ちなみに、微笑ましそうな表情だとわかるのは乳兄弟の光彬だからで、小姓あたりなら鬼瓦が崩壊しそうになっていると慄おののくだけだろう。

「なに、若のお顔を拝見しておりましたら、御台所様は本当に若を一途に想っておいでなだけではないのかと思えるようになってきましてな」

「なにゆえそうなる…お前まで花島に感化されたのではないだろうな」

「いえ、それは決して。ただ、それがしは勿もっ体たい無なくも若と幼少のみぎりより共に過ごして参りましたからわかるのです。若は人を見る目をお持ちなのだと。覚えておいでではありませんか？　若がまだ十の頃、盗人を捕らえられたことを」

「ああ、勿論だ」

　光彬が暮らしていた邸の奉公人が邸内で財布を盗まれたと訴え、別の奉公人が犯人だと騒ぎ立てたのだ。

　悪いことに盗まれた奉公人の正しょう五ご郎ろうは光彬の母の実家に連なる下級武家から紹介された者で、訴えられた奉公人の蓑みの吉きちは貧しい農村の出身だった。周囲の者は正五郎の訴えを一方的に信じ、蓑吉を番ばん所しょへ突き出そうとした。そこへ、道場帰りの光彬がたまたま出くわしたのだ。

　正五郎にまるで好感を持てずにいた光彬は、相手が逆らえないのをいいことに自らその全身をくまなく調べ、とうとう腹に巻いたさらしの下に盗まれたはずの財布を発見したのである。

　全ては狂言だったのだ。仕事をさぼったのを咎とがめられた意い趣しゅ返がえしのつもりだったというのだから呆れた話である。そんなことのために、蓑吉は最悪打ち首になっていたかもしれないのだ。

「しかし、俺が捕らえたというのは言い過ぎだろう。俺はただあいつがどうにも嘘をついているような気がしただけだ。蓑吉の言い分を聞こうともしないのにも腹が立ったしな」

「いや、それこそが若の得難い資質なのです。揃えられた証拠から推察し、下手人を導き出すことならそれがしにも可能ですが、人そのものの善悪を一目で判じられるのは若だからこそです。その恩恵を被こうむったのは蓑吉だけではありません。かの掃かも部んの頭かみ殿とて、若のご慧けい眼がんにより世に出られたのではありませんか」

　小こ谷たに掃部頭は旗本出身の武士だが、親族の罪に連座して蟄ちっ居きょさせられていたため、小こ普ぶ請しん組ぐみに甘んじさせられていた男だ。小普請組とは旗本出身で特にお役目に就いていない者、早い話が無職の冷や飯喰らいの集団で、恵渡庶民からは態度だけは大きな役立たずとして冷ややかな視線を送られている。

　光彬は町に下りた際、ひょんなことから小谷と出逢い、少しも腐らず民のために役立とうと励む姿勢に打たれ、ちょうど空くう位いだった町まち奉ぶ行ぎょうに取り立てたのだ。光彬が将軍だと知らなかった小谷は仰天したものの深く感謝し、今は精力的に務めに励んでいる。庶民からの評判も上々だ。

「その若に先程のような顔をさせるのですから、御台所様は少なくとも若を謀たばかろうと思っておいでではないと思ったのですが…」

「おい待て、俺がどんな顔をしていたというんだ」

「は？　お気付きではありませんか？　まるでやえ殿のことを想われる時のような、いや、もっと切なげな…」

「も…もう良い、この話はこれまでだ」

　これ以上生真面目な鬼瓦を喋しゃべらせていたらもっと恥ずかしい事実を指摘されそうで、光彬は慌てて話を打ち切った。蒸し返されてはたまらないので、さっさと別の話題を探す。

「…それより、小兵衛。夢の娘とやらはどうなっているんだ？」

　先日、門脇が珍しく居眠りをしていたので何かあったのかと問い詰めたら、思いがけない話を聞かされたのだ。最近夢に振ふり袖そで姿の美しい娘が現れ、じっと門脇を見詰めているのだという。

　他に何か悪さをするわけではないのだがどうにも落ち着かず、女子相手に一いっ喝かつするわけにもいかず何度も目を覚ましてしまうため、寝不足に陥おちいってしまったらしい。

　終しまいには何かに祟たたられているのかと心配になり、霊れい験げんあらたかな神社にお祓はらいまで頼んだそうだが、効果は無し。逆に神かん主ぬしが原因不明の病で寝込んでしまった。

　そこで門脇は別の神社で札を分けてもらい、寝所に貼り付けるつもりだと先日話していたのだが…。

「……駄目でした。娘は消えるどころか、その、それがしに触れてくるようになりまして…その感触がまた、夢とは思えぬほどはっきりしておりまして…」

　自分で言っていて思い出してしまったのか、門脇は巨軀をぶるりと震わせる。

　光彬自慢の乳兄弟である門脇の数少ない短所は、祟たたりや悪霊の類を異様に恐れることなのだ。

「思うんだが…祓いで消えなかったというなら、そもそも悪霊ではなかったんじゃないのか？　神主が寝込んだのはただの偶然だ。お前はまだ妻も妾めかけも居ないことだし…」

　欲求不満が募つのった結果、若く美しい娘に触れられるという夢を見るようになったのではないかと暗に言ってやれば、門脇は腕組みをして考え込む。

「むむう…、そういうことなのでしょうか…？」

「もう俺に遠慮することは無いんだから、そろそろお前も身を固めたらどうだ？　縁談はあるんだろう？」

「は、それはそうなのですが…」

　乳兄弟の深刻な、だが仲睦まじい語らいはしばらく続き、一時はあっという間に過ぎていったのだった。







　御お錠じょう口ぐちをくぐり、大奥へ通じる唯一の通路である御鈴廊下から純皓の待つ新御殿へ進みながら、光彬ははてなと首を傾げる。御錠口まで供を務めてくれた門脇の様子が、どう考えても尋常ではなかったのだ。

「…上様、いかがなされましたか？」

　先導役の少女、咲が敏感に振り返る。その華奢な手には、光彬の佩はい刀とうがあった。将軍の刀を預かり、運ぶのも御台所付小姓の重要な役割なのだ。

「そなた……いや、なんでもない。以前と少し空気が変わったような気がしてな」

　門脇を見知っているのか？　と聞きかけ、光彬は結局はぐらかした。

　美しいが、どう見ても普通の少女だ。悪霊の類に化けて門脇を脅おびやかすとも思えない。

　御錠口が開き、咲や出迎えの奥女中たちが姿を現すなり門脇が卒倒しかけたのは、咲のせいではないだろう。なんと言っても二人が対面したのは今日でまだ二度目で、咲は大奥からは出られない身なのだから、恨みなど持ちようがない。

「まあ、さすがは上様。お気が付かれましたか」

　応じたのは咲ではなく、もう一人の先導役…唐橋だった。地味な化粧に品良くはあるが地味な打掛を纏っており、以前とはまるで印象が違う。言葉遣いや立ち居振る舞いにも嫌味なところはまるで無く、最初別人かと思ったほどだ。

「御台所様のご指示で、これまで焚たいていた香を止やめ、代わりに生花を飾ることにしたのでございます。活いけたのは御末たちで、いずれ嫁ぐ際に役立つようにと、御台所様おん自らご指南を買って出られました」

　御殿のそこかしこに以前は無かった生花が活けられ、自然な花の良い香りを放っているのには気付いていたが、まさかそんな経緯があったとは。

　御末とは大奥の雑用や汚れ仕事など全般を受け持つ最下級の奥女中で、殆どが貧しい御家人か町人、農民の娘である。本来ならば御台所は雲の上の存在、一生目通りはおろか声を聞くことすら叶わないはずだ。

「御台所様はこの二月の間、日夜ご正室様としての務めに励まれ、末端の者たちも慈悲深く遇しておいでです」

　驚く光彬に唐橋が誇らしげに告げ、更に咲がしとやかに続きを引き取る。

「それもこれも、全ては上様にお尽くしになりたいがため。ほんの僅かな時間、ほんの二、三言であってもねぎらいのお言葉を上様から頂けたなら、きっとお喜びになりましょう」

　…二人とも言葉遣いはこの上無く丁寧なのに、こんなに素晴らしい御台所様をどうして二月もの間放っておいたのですかと責められているように聞こえるのは、ただの被害妄想なのだろうか？　それに、唐橋は栄証院側のはずなのに、どうしてこんなに純皓を褒め称たたえているのだろうか？

　疑問と若干の居心地の悪さを感じつつも、光彬は将軍に就任してからは初めて御台所の住まいたる新御殿、御休息の間に足を踏み入れた。咲と唐橋は襖の向こうで待機するのでここからは光彬一人だけだ。

　前回ここを訪れたのはもう十五年以上も前、まだ父が健在だった頃である。母に手を引かれ、大御台所へ挨拶をするためにやって来たのだ。

　自分から呼び付けたくせに大御台所は支度だの何だので二時以上光彬たちを待たせ、ようやく目通りが叶ったかと思えば母を身の程知らずと罵った挙句、教養の欠片も無いと笑いものにした。良い思い出は一つも無い場所のはずだったのだが――。

「…ここは、本当に新御殿か…？」

　記憶とはかけ離れた予想外の光景に、光彬は思わず息を呑む。

　室内には大御台所がわざわざ西の都から職人を招いて作らせたような悪趣味な金の屛びょう風ぶやごてごてとした調度類は一つも無く、必要最低限の質素な道具が置かれているだけだった。

　光彬の記憶では、隣の間には一日に五度のお召し替えをする御台所のための衣装が所狭しと並べられていたはずだが、空っぽだ。光彬が来ると聞いて慌てて片付けたような形跡は無い。

　慎ましいがどこかしっとりと居心地の良い空間の、唯一にして最高の華やぎである男が床に掌てのひらをついて光彬を迎える。

「ようこそおいで下さいました、上様…」

　その身を包む菖蒲あやめ色の小袖も、白はく磁じ色の地に梅の花が描かれた打掛も、大広間へ到着の挨拶に訪れた時より遥かに飾り気が無く控えめだ。もしかしたら、あの日に纏っていたものが一番上等なのかもしれない。

　だが、問題など無いのだ。光彬を一途に見上げてくる純皓は念入りに化粧をして着飾った女子など比べ物にするのがおこがましいほどろうたけており、大奥の頂点と呼ぶに相応しい威厳を纏っているのだから。たとえ並の武士よりもずっと引き締まった長身で、女の装いをしようと決して弱々しくはならず、女には見えないとしても。

「…久しいな、御台」

　たったそれだけを喋るのに、多大な気力が必要だった。

　久しぶりに目の当たりにした純皓が以前と変わらず…否、記憶よりも更に美しかったのもある。だが一番大きいのは罪悪感だ。まだ公家の手先かもしれない疑惑が晴れたわけではないが、少なくとも純皓はうわべだけ取り繕い、贅沢な生活をしていたわけではなかった。

　それに、二月もの間避け続けていたのも事実である。きっと不義理を責められるだろうと覚悟したのに、純皓の返事は正反対のものだった。

「お忙しい中このようなところにお運び下さり、嬉しゅうございます。さあ、どうぞ奥にお進み下さいませ。ささやかながら、おもてなしをさせて頂きたく存じます」

「え……？」

　促されるままに上段に用意された座に腰を下ろせば、通ってきた他の間よりもほんのりと暖かかった。傍に火ひ鉢ばちが置かれているのだ。

　程良い温もりに緊張がほぐれ、身体の力が抜けた頃合に、純皓が自ら懸かけ盤ばんを運んできた。乗せられているのは香ばしい匂いを放つ湯呑と蓋ふたのされた汁椀だ。

「…これは！」

　湯呑に満たされていたのは上品な茶ではなく、湯で溶いた麦こがしに擦すり下ろした生しょ姜うがを加えた飲み物だった。飲めば風邪を引かなくなると言われ、まだ城下の邸に居た頃、光彬もよく母に飲まされたものだ。

　光彬にとっては慣れ親しんだ懐かしい味だが、しょせんは庶民が高価な茶の代わりに飲むもので、恵渡城に入ってからは一度も飲んでいない。

「お気に召されましたか？」

「あ…、ああ。まさか、大奥でこれが飲めるとは思わなかったが…これもお前が？」

「はい、私が作らせて頂きました。都に居た頃よく飲んでいたのです。最近は寒い日が続きますから、上様が風邪を召されてはいけないと思いまして…」

　純皓は微笑み、今度は汁椀を勧めてきた。

　蓋を開けた中身は湯気の立つ汁しる粉こで、具は小さな餅もちだけかと思いきや、またもや懐かしいものが入っている。細かく刻まれた百ゆ合り根ねだ。これも庶民の味として恵渡城では敬遠されているがとても身体に良い食べ物で、城下の邸ではよく食卓に並べられたものだ。

　懐かしさと共に自己嫌悪が湧き上がってくる。光彬は純皓を公家の手先と疑い、二月もの間避け続けていたのに、純皓はそんな光彬をただいたわってくれるのだ。

「…お前こそ、身体を壊してはいないか？　恵渡は風土も気質も西の都とは違う。戸惑うことも多いだろう」

「…上様！」

　嬉しそうに笑った純皓が膝でにじり寄り、すぐ横に座ざす。

　床入りの夜、狂おしい快楽と共に染み込まされたあの甘い香りがして、光彬はとっさに視線を逸らした。あの香りに包まれて、ずっと忘れられなかった笑顔を見詰め続けていたら、またおかしくなってしまいそうだったのだ。

　ここにはただ話しに来ただけで、夫婦の営いとなみを持つために来たのではないのだと自分に言い聞かせる。

　いっそ純皓を突き放せればいいのだが、それは躊躇ためらわれた。いたわりの言葉は半なかば罪悪感から出たもので、夫たるもの、妻にこれ以上酷ひどい仕打ちなど出来なかったのだ。襖越しに会話を盗み聞きする咲が気の毒そうに溜息をついたことなど、知る由よしも無い。

「ご心配下さり、嬉しゅうございます。私のような者まで気にかけて下さるなんて、上様はお優しい御方ですね」

「そ…、それは当然だろう。俺は…お前の、夫なのだから」

「上様……」

　そっと手を重ねられた瞬間、肩がびくんと跳ねてしまったのは、予想外の温もりに驚いたせいだ。決して寒いからではない。

「いけない。お身体を冷やすと、風邪を召されてしまいます」

　なのに純皓はもう一方の腕を光彬の肩に回し、存外に強い力で引き寄せてきた。体格で劣る光彬は上半身を純皓に預け、その腕の中にすっぽりと収まる格好になってしまう。これでは夫婦がまるであべこべだ。

「み、御台、放せ。別に寒くはない。大丈夫だ」

「いいえ、冷えていらっしゃいます。…ほら、こんなに」

　純皓の手が着流しの合わせからするりと胸元へと入り込んだ。幾枚も帷かた子びらや小袖を重ねる女子と違い、男は下に襦じゅ袢ばんを着込むだけなので、素肌に辿り着かれるのはすぐだ。

「…ぁっ！」

「ほら…、震えておいでではありませんか。今放したりなどすれば、冷え切ってしまわれます。私は上様の妻なのですから、温めて差し上げなければ」

「あ…、温める…？」

「はい。こうやって夫を温めて差し上げるのが、公家のしきたりですので」

　純皓は軽々と光彬を抱え上げ、横向きで膝の上に乗せると、白磁色の打掛と自身の腕で包み込んだ。再び入り込んできた手が、今度は胸元から鎖さ骨こつ、臍へそのあたり、脇腹をじっくりと体温を分け与えながら撫でていく。

「あ…、あ…」

　じわじわと純皓の温もりが全身を溶かしてゆく。撫でる手付きが床入りの夜のように淫らなものではなく、ただひたすら優しいだけなのも手伝って、光彬はいつしかうっとりと純皓の行為を受け容れていた。

　こんなふうに無防備な状態で抱き締められ、他人の体温を感じたのはどれほどぶりだろうか。人の温もりとは、こんなに心地良いものだったのか。

　おまけにほら、少し見上げればすぐ間近で天人とも見み紛まごうばかりの麗人が微笑んでいるのだ。もしかしたら極楽とはこういうものを言うのかもしれない。

「少しは暖かくなりましたか？」

「…ああ。とても心地良い」

「それは良うございました。上様のお役に立てれば嬉しゅうございます」

「…ははっ」

　思わずこみ上げた笑い声はほんの小さなものだったのに、純皓は目敏く気付いて問いかけてくる。

「いかがなさいましたか？」

「いや…、お前は俺と居るとよく嬉しゅうございますと言うな、と思っただけだ」

「恐れながら、それは当然でございます。私は上様の妻、上様のためだけに存在する男なのですから」

　僅かな躊躇いも無く断言され、光彬の心はぐらぐらと揺れる。

　純皓はいつも光彬の予想をことごとくくつがえしてしまう。純皓と同じく公家出身で、同じ御台所の地位にあった大御台所は、きっと逆の考えだったはずだ。高貴な御台所たる自分が贅沢三昧に暮らすため、夫である将軍が存在すると当然のように思っていただろう。

　同じ立場にありながら、どうして純皓は光彬の知る女たちとはことごとく違うのか。それこそが男と女の差だというのだろうか。

「…お前は何故こんな質素な暮らしに甘んじている？　我が父の御台所は毎日のように御用商人を呼び寄せ、贅沢極まりない暮らしをしていたというのに…」

「それは…私と大御台所様とでは、欲しいものが違うからでございましょう」

　純皓が顔を近付けると、さらりと音をたてて艶やかな黒髪が光彬の頰にかかった。あの香りがまた一段と強くなり、撫でられる心地良さとあいまって光彬の心を蕩かしていく。今や着流しの前は襦袢ごとすっかりはだけさせられ、帯が解かれてしまえば下帯だけの姿を晒さらしてしまうのだが、それを危ういとも思えない。

「私の喜びは上様のご意志に添い、上様のお役に立ち、僅かなりとお喜び頂くこと。…そして私の欲しいものは、上様。貴方様のお慈悲だけでございます」

「…俺の、慈悲？」

「はい…。おこがましいのは百も承知です。けれど、ほんの少しでもいい。私を憐れんで下さるのなら……」

　どうして欲しいのか、言葉よりも潤んだ瞳が雄ゆう弁べんに語りかけてきた。

　……触れて欲しい。床入りの夜のように、胸の突起にむしゃぶりつき、素肌を余すところ無く撫で回して欲しい。光彬の手で孤独を慰めて欲しい。

　床入りの夜はただひたすら純皓の奉仕を受け、夫にあるまじき醜態を晒してしまった記憶しか無いのだが、純皓もまた光彬の手に感じてくれていたというのか。この、誰よりも美しい男が、もしかしたら光彬と同じように布団の中で人知れず己を慰めたりしたのだろうか。

　知りたい。触れたい。…この手で慰めてやりたい。

「あ…、上様……」

　ふと気付けば、光彬は抱き締められたまま、僅かに顔を仰向ける格好で純皓に口付けていた。紅を塗っていない唇は女子のように気色悪いぬるつきは無く、柔らかくも弾力があって気持ち良いが、床入りの夜はこの奥にある舌が更なる快感をくれたのだ。

　あの時は純皓に一方的に奉仕されてしまったけれど、今日は光彬の番だ。

　記憶にある純皓の手順を密かに思い出しながら、頰に手を添えてこちら側へ引き寄せ、うっすらと開いた隙間から舌を侵入させる。

「ん……、ク…」

　ちゃんと純皓のように出来るか心配だったが、おずおずと差し出された舌を光彬は見事一度で捕らえることに成功した。

　唇の位置をずらす合間合間に漏れる純皓の熱情の滲んだ呻うめきが、光彬の自尊心を心地良くくすぐり、もっと感じさせてやりたくなる。床入りの夜、光彬がされたのと同じくらいに。

「は……っ、上、様…」

　純皓は光彬を支えたまま器用に打掛から腕を抜き、背中から仰向けに床へとゆっくり倒れ込んだ。脱げた打掛を褥しとね代わりに、光彬が純皓の上に圧のし掛かる体勢になる。

「上様…、お願いです。もっと、私を…」

　可愛がって下さいと切なく懇願する声音も、打掛の上にうねりながら広がった艶やかな黒髪も、蛇へびの如く光彬を絡め取る四し肢しも、どれもこれも人並み外れて美しいが紛れも無い男のものだ。すり寄せられた股間の熱さと硬さは布地越しにも純皓の一物の充じゅう溢いつぶりを物語っており、純皓と出逢う前の光彬なら気色悪いとしか思わなかっただろう。

　でも、今の光彬は違った。自分よりも長身で逞しく、天人の如く美しい男を組み敷き、乱れさせているのが他ならぬ自分だと思うと誇らしくてたまらない。

　折れかけていた夫としての矜きょう持じがみるまに蘇り、妻たる男を鳴かせ、満足させてやりたくてたまらなくなってしまう。そう、光彬のこの身体で。純皓もきっとそれを望んでいるはずだ。

「ああ…、上様あ…」

　さもなくば男子たるもの、帯を荒々しく解かれておきながら、抵抗するどころかもっと脱がして欲しいとばかりに腰を浮かせるなどはしたない真似をするはずがない。小袖と帷子を自ら開き、見事に引き締まった胸板を晒し、光彬にあれだけしゃぶられまくった突起を突き出す必要も無い。

　まだ陽は高いというのに、寝具すら用意されていないというのに、非日常的な要素は光彬を昂らせこそすれ止めたりはしない。女子のような柔らかさとも膨ふくらみとも無縁の筋肉質な胸、その頂いただきで慎ましく存在を主張する朱と鷺き色いろの突起に、光彬はかぶりつく。

「く、……っ！　上さ、ま…っ」

　快感を押し殺しきれない低い呻きと、二月ぶりに味わうこりこりとした突起は、蜜のように甘い禁断の果実だった。味わえば味わうほど血が滾たぎり、純皓を貪むさぼることしか考えられなくなっていく。きっと今、光彬の股間は純皓にも負けぬほどいきり勃っているだろう。

　……おかしい。ただ話をするためだけに訪れたのに、どうしてこんなことになっているのだ？

　飢えた獣のように光彬を凝視している、この男は誰だ？

「お忘れですか、上様？　……俺も男なんだよ。お前と同じ…な」

　湧き上がる疑問を見透かしたように、純皓は囁いた。前半は甘く柔らかかった妻としての口調が、後半から甘さだけはそのままに、見知らぬ男のそれへと変わる。

　……見知らぬ？　いや、違う。光彬はこの男を知っている。初めて純皓と床入りをした夜も、この男は現れた。ちょうど今のように、艶やかな黒髪を搔き上げて。

「話なら、身体で交わせばいい。……生身の身体ってのは、そのためにあるんだぜ？」

　中途半端に愛撫されたまま放り出されてしまった突起に光彬の指先を導き、押し潰させながら、純皓は挑発的に微笑む。

　いつもの従順なそれとは違う、男を感じさせる表情に、下帯の中で一物と尻穴が同時に疼いた。

「互いに裸でぶつかり合ってこそ、わかるものもあるだろう？　…俺を暴あばいてみろよ、上様。お前の手で、隅から隅まで…」

「御台…っ」

　指先で弄もてあそぶだけなんて物足りない。耐えられない。

　そうだ、暴いてやる。紫藤純皓がどんな男なのか、この身体で……！

　突き上げる闘志のまま、光彬は膝立ちになって角かく帯おびを解き、乱れに乱れていた小袖を豪快に脱ぎ去った。

　大きく見開かれた純皓の切れ長の双眸に滲んでいた驚愕が愛欲へと移り変わっていくのに愉ゆ悦えつを覚え、下帯も取り去ってやろうとするが、その前に純皓の手がかかる。

「……やらせろよ、俺に」

「……あ、あ」

　今、お前を攻めるのは俺だと突っぱねることは出来なかった。純皓の双眸が今まで見たこともないほど欲情に滾り、ぎらぎらと輝いていたからだ。

　市井で育ったとはいえ箱入りの光彬には、それが獲物を犯したくて喰らいたくてたまらない雄の目だと悟れるはずもない。

　望まれるまま純皓の肩口のあたりまで膝立ちで移動し、腰を落としてやったとたん、尻たぶを鷲摑みにされてぐいっと引き寄せられた。下帯の前をずらされ、勢い良く飛び出た一物を、純皓は躊躇い無く口内へと迎え入れる。

「っ…あ、ふ、…ああっ」

　先端の穴を舌先でくちくちとほじくりまわされ、同時にえらの張った部分をすぼめた唇で絶妙な力加減で絞られれば、あっという間に集中した身体中の熱が爆発してしまいそうになる。

　まだ奉仕は始まったばかりなのに、すぐに子種を搾られてしまっては男の沽こ券けんに係わる。唇を嚙み締め、なんとか絶頂の波をやり過ごそうとした光彬だが、思わぬところから攻撃を受けて仰け反る。

「みっ…、御台、そこは…っ、あ、…ああん！」

　下帯を搔き分けて潜り込んできた指先は止まらず、ぐっと尻の中へと進んであの臍の裏の膨らみを思い切り抉えぐった。

　一度ならず二度、三度とそこばかり刺激されれば、もう耐えられない。光彬はがくがくと腰を揺さぶり、熱くぬるついた口内へと一物を突き入れていた。二本、三本と知らぬ間に増やされていく指を自ら尻で喰い締め、奥へ奥へと受け容れながら。

「ああー……っ、ぁっ！　う、んん、んぅっ……」

　再びあの膨らみを強く押され、同時に一物を強く吸い上げられた瞬間、光彬はしならせた背をびくんびくんと揺らしながら達していた。

　脳天が強すぎる快感に焼き尽くされて、身体に力が入らない。尻を支えられていなかったら、みっともなく純皓の胸に座り込んでいただろう。

　そんな状態でも、光彬は純皓から目を離せずにいた。ずっぽりと口内に迎え入れた一物をさも美味そうに味わい、発射された子種を残らず自らの中に取り込もうと貪どん欲よくに舌をうごめかせる男から。

　さながら、絹の衣を纏わり付かせた漆黒の獣だ。光彬が夢にまで見た妻は、淑女から獣へと完全に変化を遂げてしまった。

　このまま喰われてしまうかもしれない。祖父に鍛えられた武芸者としての本能が警告してくるのに、恐ろしいとは思えなかった。身の内に広がるのは快楽への期待と、対等の技量を持つ者と打ち合う時にも似た不思議な昂揚感だ。

　純皓がようやく唇を離すと、尻の中からも指が引き抜かれた。上の口と下の口が急に空っぽになり、寂しさを覚えて無意識に腰を揺らす。

「慌てるなよ。……すぐに腹いっぱい喰わせてやるから」

　純皓はいかにも物足りなげな仕草に満足そうに笑い、光彬の腰を摑んで抱え上げると、己の股間へと下ろした。

「……あっ、御台…」

　尻のあわいに僅かにめり込んだ恐ろしいほど熱く硬い滾りは、間違いない。純皓の切っ先だ。光彬がこのまま体重をかければ、解された蕾はやすやすと太摩羅を根元まで銜え込むだろう。そうなれば、後は純皓が思う様奉仕して欲しいだけ気持ち良くしてくれる。

　けれど、それでは床入りの夜と同じだ。今日は光彬が夫として純皓を攻め立て、暴いてやる番ではないのか？

　当然の疑問も、絶妙な間合いの囁きが消し去ってしまう。

「さあ…、上様。俺を受け止めて、一滴残らず絞り上げて、暴き立ててみろよ…」

　いいだろう。そこまで言うのなら光彬ももう退ひかない。たとえこの身に余るほどの太摩羅であろうと見事受け止め、腹の中で扱きたてて精を吐かせ、もう出来ないから止めてくれと懇願するまで腰を振ってやろう。

「う…っあ、あ、ああああっ…、ひあああ……！」

　決意と共に腰を落とし、太摩羅を一息に根元まで受け容れた光彬の口から、喊かん声せいと呼ぶには甘すぎる悲鳴が迸ほとばしった。







　三度目の精を奥の奥に吐き出し、立て続けに四度目を挑もうとした純皓は、そこでようやく異変を察知した。光彬が固く瞼を閉ざし、身み動じろぎ一つしない。

「あー…、まずい。久しぶりなのにやり過ぎたか？」

　思い返してみれば、二度目をぶちまけてやった直後くらいから光彬の甘い声が聞こえなくなっていたような気がする。きっとあの頃にはもう過ぎた快感で失神していたのだろうが、上で動かれるだけでは辛抱たまらなくなって体勢を入れ替えていたから、気付かなかったのだ。

　明らかに純皓の失態だが、光彬だっていけないのだと思う。純皓の胸の突起を執しつ拗ように弄いじくったりしゃぶったりしながら上目遣いに見上げて、少しでも奥まで純皓の一物を迎えてやるとばかりに腰を振って、それでいて少し乱暴に揺さぶってやれば慌ててしがみついてくるのだから。

　あんなふうにされたら、まともな男ならいきりたたずにはいられないではないか。天下の将軍は、天下の魔性でもあるのではないか？　本性を丸出しにして犯しまくってしまうなんて、せっかくなよやかで貞淑な妻を演じてきたのが台無しだ。

　いや、今はくよくよしている場合ではない。光彬を清め、ちゃんとした布団で休ませてやらなければ本当に風邪を引いてしまう。

「…う、…あ…？」

　まだ硬いままの己を引き抜こうとしたとたん、光彬が小さく呻いてぼんやりと目を開けた。起きたのかと思ったが、焦点が定まっていない。夢うつつをさまよっているようだ。

　純皓は傍にあった小袖をさっと引っかけ、乱れた髪を手櫛で整える。しとやかに、しとやかに、と己に言い聞かせながら。

「上様…、お休みの邪魔をしてしまい申し訳ございません。今、褥の準備を…」

「駄目、…だ」

　純皓をさえぎって抱き寄せてくる腕には殆ほとんど力など入っていないのに、逆らえない。抜けかけていた一物は再び光彬の中へ戻り、ぐちょぐちょに濡れた媚び肉にくが淫らにうごめきながら歓迎してくれる。

「…まだ…、お前の全て、暴いていない…。一滴残らず出すまで、放さない…」

　それだけ言い終えると、光彬は力尽きたように再び意識を飛ばしてしまうが、純皓に絡み付いた腕は離れない。

　愛しさと呼ぶには凶暴すぎる衝動がこみ上げ、純皓はぶるぶると震える手で光彬をかき抱いた。

「ああっ…ああああっ、もう……！　何だよ…、何なんだよこの可愛すぎる公く方ぼう様さまは！　そんなに俺をとち狂わせたいのかよ!?」

　ようやく再びこの腕に抱くことが叶い、ただでさえ愛しさは溢れそうなのに、こんなに可愛い姿ばかり見せ付けられては、順調に進んでいる計画そっちのけでここから拉致したくなってしまうではないか。他の男にもこの可愛い姿を見せるなんて我慢ならない。

「…チッ、仕方ない」

　純皓はしばらくの間悶えていたが、やがて愛しい人ごと起き上がった。当然繫がったまま、胡坐あぐらをかいた純皓の上に向かい合わせで光彬が乗っかる格好だ。

　脱ぎ散らかしていた打掛を光彬の肩から被かぶせる。断じて、吸い付いてくるような光彬の中に居座っていたいという欲望のせいではない。純皓の全てを暴きたいという光彬の願いに、妻らしく従っているだけだ。本当にそれだけだ。

「――いいぞ、入れ」

「失礼します…って、何やってんですか太夫…それ、入ってますよね？」

　次の間から姿を現すなり、咲は露骨に顔を歪め、行儀悪く純皓の股間のあたりを指差した。打掛と小袖で隠されているはずなのだが、目敏い側近にはお見通しらしい。

「仕方無いだろ、離れたくないってねだられたんだから。夫の望みには黙って従うのが貞淑な妻ってもんなんだよ。…まあ、未だに狙った鬼瓦一人堕とすどころか、悪霊と間違われてるような間抜けにはわからないだろうがな」

　ふふん、と優越感たっぷりに鼻で笑ってやれば、咲は拳を握り締めて必死に反論してくる。

「あ…っ、あれはあの鬼瓦の方がおかしいんですよ！　今まで私に夜這いをかけられて堕ちなかった標的なんて居ないのに、一度寝たら何をされても目を覚まさないし、やっと起きたと思ったら悪霊だなんて…しかも今日は卒倒して引っくり返りそうになってるしっ」

「くっ…はははっ、卒倒かよ！　しかもあの鬼瓦、神社にまで駆け込んだんだよな。いくら腹が立ったからって、神主に一服盛るこたないだろ」

「ただ三日三晩腹を下して苦しむだけですよ。私の味わった屈辱に比べたら、それくらいなんてことありません」

　不満そうに頰を膨らませる様は可愛らしいが、八つ当たりで三日三晩苦しむ羽目になった神主はとんだ災難だ。

　しかし、八つ当たりの標的に門脇自身ではなく他人を選ぶあたり、咲も門脇のことが相当気に入っているのだろう。警備の厳しい側用人の役宅に忍び込むのは咲でも容易ではないはずだ。やっていることはともかくとして、惚れた男の元へ毎夜忍び込むのは健けな気げと言えなくもない。

「もういいです。あの鬼瓦にはどんなにいい雰囲気を作ったって無駄だってわかりましたから、今度はがつんと正面からぶつかってやります。ええ、やってやりますとも」

　闘志を漲みなぎらせる咲の姿からは、悪霊と信じていた娘に乗っかられた挙句いいように調教される可哀想な鬼瓦が容易に連想出来てしまったが、純皓は溜息をつくだけに留めた。あの鬼瓦には悪いが、配下の鬱うっ憤ぷんを晴らすことは回り回って光彬のためにもなるということで諦めてもらおう。

「…まあ、鬼瓦の話はここまでにして、悪いがここに褥を用意してくれ。上様はまだしばらくは目を覚まさないだろうし、動かすのは可哀想だからな」

「…それで、お休み中の上様を更に可愛がって、色々仕込んで差し上げるつもりなんですね？」

　よくやるな、と言いたげな咲に、純皓はにやりと悪あく辣らつな笑みを浮かべる。もしも光彬の意識があれば、絶対にやらない類の笑みだ。

「ハ……、そんなの当たり前だろ。せっかく面倒なことまでして引き寄せたんだ、俺を銜え込みたくてたまらなくなるまで放すかよ」

　唐橋を始めとする高位の奥女中たちを、時には密かに調べ上げた好物を贈ってまで手て懐なずけ、慎ましい生活を送りつつも御末たちにも気配りを忘れず、大奥を掌しょう握あくするのは純皓でもなかなか骨が折れる作業だった。西の都の主上を籠ろう絡らくしろと言われた方が遥かに楽だっただろう。

　だが、そんな地道な努力は報われた。純皓の理想的な御台所ぶりは花島の口から光彬に伝わり、こうして再び純皓の元へと引き寄せることが出来たのだ。怪しんでいる人物であっても、周囲からあの人は素晴らしいと聞かされ続けると、自分も次第にそう思うようになってしまうものである。純皓も依頼を遂行する際よく使う手だ。

　床入りの夜、少しばかり羽目を外しすぎてしまったせいで光彬の夫としての矜持を傷付けてしまっていたようだが、今日はそこも上手く癒いやせたはずだ。純皓に対する疑惑がまだ残っていたとしても、身体さえ籠絡してしまえば心は後からいくらでも引きずり寄せられる。

　本能のまま突っ走ってしまったのだって、良かったのかもしれない。想いを通じ合わせてから突然本性を晒して幻滅されるよりは、少しずつ慣らしていく方がきっと光彬の衝撃も少なくて済むだろう。ものは考えようだ。何だって最終的には己の利益となるよう、立ち回ればいいだけのことである。

「あーあ…。その顔、上様に見せて差し上げたいですよ」

　溜息を一つつき、咲が立ち上がった。

「では、お布団を運んできますので少しお待ち下さい。納戸から出すのは他の方に手伝って頂きますが、ここに運び込むのは私一人なので、ちょっとお時間を頂きます」

「…ん？　唐橋はどうした？」

　光彬を他の女の目に触れさせたくない、という非常に自分勝手な理由で、御休息の間には咲の他に純皓の下僕と化した奥女中しか近寄らせていない。今日は唐橋だが、あの女なら御末がやるような仕事であっても純皓のために嬉々としてこなすであろうに。

「太夫が上様を攻めまくってる声を聞かされ続けて失神しそうになってたんで、長局に戻しておきました。後が大変なんですから、傍に下僕が居る時くらいは控えて下さい…って言っても無駄なんでしょうね、きっと」

「あ？　何言ってるんだよ、抜かずの三発くらい基本だろ？　これでもかなり控えた方だぞ」

「…老ろう婆ば心しんから言わせて頂けば、太夫はこれじゃ物足りないってくらいに控えた方がいいと思いますけどね…」

　それ以上は言っても無駄だと悟ってか、咲は大人しく立ち去った。小姓自ら懸命に寝具を運ぶ姿は、夫たる将軍に倣って無駄を省こうとする御台所の健気さとしてまた大奥で評判になるだろう。

「ん…、んん…」

　高笑いしたくなるのを堪え、僅かに身動ぎしたのが伝わったのか、光彬がむずかるような呻きを漏らす。

　純皓を腹の奥まで銜え込んで、少し押してやれば中に出された純皓の精がたぷんと重たげな水音をたてるような腹をして、そんな可愛らしい寝顔まで晒されたら理性を保てる男など存在しないのだと、この初う心ぶな公方様はわかっているのだろうか。いや、絶対にわかっていまい。

　ならば、光彬がどれほど罪作りな存在なのか、この自分がじっくりと優しく教えてやらなければ。夫の足りない部分を補うのは妻の役目だ。

「まだまだ、本番はこれからですよ？　私の愛しい上様…」







　将軍のお膝元たる恵え渡どの町は俗に八はっ百ぴゃく八や町ちょうと呼ばれ、百万以上の人々が暮らしている。わけても恵渡城からほど近い弐に本ほん橋ばしの界かい隈わいは大おお店だなが多く、恵渡城に勤める武士や奉公人たちも邸宅を構えていることから、格段に賑わっていた。

　田舎に住まう者が恵渡の町と聞いてまず真っ先に思い浮かべるのも、この弐本橋であろう。少し背伸びをしてずらりと居並ぶ大店で買い物を楽しむも良し、庶民らしく広ひろ小こう路じに軒のきを連ねる雑多な床とこ見み世せを冷やかすも良し。料理茶屋では大名気分で美酒美食を堪能出来るし、少し足を伸ばせば葦よし原わらで遊女と遊べる。金に糸目さえつけなければ、この世の楽しみを全て味わうことが出来るのだ。

　常に数多あまたの人々が行き交い、田舎者ならすぐに迷ってしまいそうな繁華街だが、光みつ彬あきにとっては幼い頃より慣れ親しんだ近所である。母と祖父と共に暮らした邸が、弐本橋の外れにあるのだ。将軍として恵渡城に入ってからも、抜け井戸から出て向かうのは決まってこの界かい隈わいである。御庭番が付いているといっても不測の事態が避けられないこともあるのだが、土地勘があれば城に戻ることくらいは出来るからだ。

　地味な旗はた本もとの部屋住みに扮ふんしてそぞろ歩きをしつつ、庶民の暮らしに不具合が無いかどうかこの目で確かめる。それが光彬のささやかな息抜きにして楽しみなのだが、今日はいつもとは勝手が違い過ぎていた。

「…まあ、なんて粋いきな…」

「あんな美形、どこの芝居小屋に居たかしら？」

　……見られている。主に女おな子ごたちにだが、時折若い男までもが足を止め、じっとこちらを食い入るように見詰めている。光彬一人だけの時にはこんなことは一度も無かったから、確実に隣を歩く麗人…純すみ皓ひろのせいだ。

　視線を感じたのか、物珍しそうに辺りを見回していた純皓が振り返った。

「活気があるのは都も同じだが、やはり恵渡は空気が違うな。賑にぎやかで華やかで威勢が良くて、歩いているだけでこちらまで浮かれてしまいそうだ」
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　ほんの僅わずかに微笑んだだけなのに、自分が微笑みかけられたとでも思ったのか、若い娘たちが黄色い悲鳴を上げて悶もだえている。純皓が輿こし入いれしたばかりの頃、奥おく女じょ中ちゅうたちも似たような反応をしていたが、今日は更にすさまじい。密かに護衛についている御庭番たちがさりげなく散らしていなければ、今頃二人の周囲には若い娘たちの垣根が出来上がっていたかもしれない。

　だが、それも仕方が無いことだ。純皓は今、いつもの小こ袖そでに打掛という女子の姿ではなく、本来の男の姿をしているのだから。

　陽ひノの本もとの男にしては珍しいほどの長身を包むのは、御お納なん戸ど茶ちゃの小袖。それだけなら野暮ったいが、ちらりと裾すそだけを覗かせる紅べに鹿かの子この襦じゅ袢ばんと、黄き八はち丈じょうと黒無地を重ねた羽織が華やかさを添えつつも全体を粋に引き締めている。

　襟えり元もとをゆったりと取り巻くのは長羽織と揃いの黒の頭ず巾きんだ。緞どん子すの帯には脇差を落とし、裸足のまま草ぞう履りをつっかけている。

　いかにも流行に敏感な恵渡の通つう人じん、酸すいも甘いも嚙み分けた遊び人という風ふ情ぜいである。この男が天下の将軍の御み台だい所どころだなどと、誰も思うまい。貧乏旗本のなりをしている光彬などは、悪あく所しょ通いを指南される世間知らずの坊ちゃんだと思われているに違いない。道行く人々の眼差しがどことなく冷たい気がする。

「…御台、そろそろ戻らないか？」

　居たたまれずにそう提案すると、野次馬たちには見えない角度できゅっと指先を握り込まれた。

「そうじゃないだろ、光彬。俺のことは何て呼ぶんだった？」

　揶や揄ゆを含んだ口調や、包み込んでくる手の強さは、紛まぎれも無く『男』のものだ。最近、閨ねやではたまに覗かせるから驚きはしないけれど、こうして男の装いをされるとまるで別人のようで落ち着かない。

「……す、…純皓」

「そうだ。…いい子だ、よく出来たな」

　おずおずと呼べば、純皓はひどく嬉しそうに微笑み、周囲はまた黄色い悲鳴で満たされる。あまりの騒々しさに近隣の店から次々と野次馬が現れ、純皓の美貌に気付いた彼らがまた人を呼び、ちょっとした騒動に発展しそうな勢いだ。そのうち同どう心しんが駆け付けてしまうのではないだろうか。

「みだ…いや、純皓。ちょっと行きたいところがあるんだが、構わないか？」

　こんなことで町まち奉ぶ行ぎょうの小こ谷たにを煩わずらわせるのも気が引ける。河か岸しを変えたくて提案すれば、手を握り込む力がいっそう強くなった。さっきから早鐘のように脈打っている心の臓が、どきんとひときわ大きく弾む。

「勿論。お前の行きたいところなら、どんな場所でも付き合おう。…それで、どこへ行くんだ？」

「あ…、ああ。こっちだ」

　光彬が歩き出しても、繫がれた手はそのままだ。身体を重ねる時には感じなかった…否、快感に押し流されて感じる余裕すら無かった妻の手の意外なほどの硬さと大きさにどぎまぎしながら、思い出すのはほんの一時ほど前の出来事だ。







　二ふた月つきぶりに思いがけず純皓と褥しとねを共にしてしまってから、光彬は毎日のように純皓の元を訪れるようになっていた。

　花はな島じまの重圧に耐え兼ねたわけではなく、光彬自身の意志だ。

　疑惑が完全に晴れたわけではないが、純皓が大奥で誠実に御台所としての義務を果たし、光彬のために尽くしてくれているのは事実である。ただ公く家げの手先として光彬を籠ろう絡らくしたいだけなら、あそこまでやる必要は無い。

　純皓が輿入れして以来、大奥の出費が大幅に削減されたので、勘かん定じょう方がたは純皓を神の如く崇あがめている。純皓の噂は少しずつ下々の者たちにも出回りつつあり、あのような素晴らしい御台所様を持たれる公く方ぼう様さまもきっと素晴らしい御方に違いないと恵渡の庶民は誉めそやしている。

　おかげで老中たちが光彬を見る目も少し変わり、形式的な決裁だけを求められるのではなく、少しずつだが政まつりごとの核心に関われるようになっていった。町奉行の小谷に前々から打診されていた町火消しを組織出来たのは、間違いなく純皓のおかげだろう。

　大奥の空気も目に見えて清浄になり、中なかノの丸まるの大御台所や栄えい証しょう院いんでさえ今までのような贅ぜい沢たく三ざん昧まいは憚はばかられるようになったそうだ。

　自分の噂は耳に入っているだろうに、純皓はそれでもなお決して驕おごらず、出過ぎず、慎ましやかな生活を送っている。

　光彬が奥入りをすれば、純皓は決まって手ずから作った料理や飲み物でもてなしてくれる。情熱的な奉仕をした後は、妻から男の顔に変貌し、光彬をわけがわからなくなるまで攻め立てる。そして、朝まで抱き合ったまま眠るのだ。妻の腕の中で眠るあの心地良さを一度知ってしまえば、疑惑が残っていようと純皓を訪ねずにはいられなかった。

　すると自然と会話も弾むようになり、純皓は西の都のことを面白おかしく話してくれたし、光彬も礼にと恵渡の町について様々な事柄を話した。

　しかし、喋れば喋るほど純皓が笑ってくれるのが誇らしくて、今日はつい調子に乗り過ぎてしまったらしい。純皓に訝しげに突っ込まれてしまったのだ。

『…上様は、本当によく町のことをご存知なのですね。まるで、実際に赴おもむかれたことがおありのようです』

　昨日、ちょうど小谷も付き合わせ、新設の町火消しをお忍びで視察に行ったばかりだったのがいけなかったのだろう。素知らぬふりでごまかせば良かったのにおたおたしてしまい、とうとう抜け井戸を使ってたびたび城下に下りていることを白状させられてしまったのだ。

　すると純皓は、予想だにしなかったことを言い出した。

『どうか私も、城下へお連れ下さいませ』

　当然、光彬は断った。御台所は一度大奥へ入れば寺社への参詣すら代だい参さんを立て、死ぬまで外へは出ないものである。もし仮に忍びで外に出たとしても、これほど美しく、公家の生まれである純皓が恵渡の喧騒に溶け込めるはずがない。悪目立ちしまくった挙句、狼ろう藉ぜき者ものに囲まれ、かどわかされるのが関の山だ。

　だが、純皓も負けてはいなかった。

『しきたりのことをおっしゃるのなら、恐れながら上様とてお破りになっているではありませんか。将軍たる御方が、幕ばっ閣かくの方々のご了承も無く城を出ることは本来許されないのでは？』

『うっ…だ、だが、門脇や老中たちは、ちゃんと知って…御庭番たちも付いているし…』

『ならば、私が加わっても問題は無いではありませんか。……お願いです、上様。上様と同じものを、私も見てみとうございます。それとも……私のような男など、やはり邪魔とおぼしめしですか？　大奥を出てしまえば傍にも置きたくないと…』

　打掛の袖で顔を覆って俯かれてしまい、光彬は慌てて否定する。

『そ、そのようなことはない！　ただ俺は、美しすぎるお前が雑多な恵渡の町に出て、何かあったらと…』

『……上様！』

　悲しげな表情から一転、歓喜も露に光彬を抱き締め、純皓は訴えた。

『私をそこまで思いやって下さるお気持ち、嬉しゅうございます。…ならば、御ご懸け念ねんが晴れればお連れ下さるのですね？』

『…は？　いや、それは』

『お連れ、下さるの、ですね？』

『……は、はい』

　いつもと同じ優しげな微笑みには何故か有無を言わせぬ凄みがあって、光彬は受け入れざるをえなかった。

　喜んだ純皓はさっそく咲に男物の着物を用意させ、この男が庶民に化けて恵渡の町に溶け込むなど無理だろうとたかを括くくる光彬の前で着替えを始めたのだが…。







　光彬の予想を裏切り、純皓は惚れ惚れするほどの美男子に化けた。否、純皓は男なのだから、元の姿に戻ったと言う方が正しいのかもしれない。

　公家らしい弱々しさや浮世離れした雰囲気は微塵も無く、どこか恵渡っ子好みのいなせな空気さえ醸し出していて、芝居小屋で色いろ悪あくでも演じればすぐにでも千両役者になれそうだ。むしろ武士の日常着である小袖と袴姿の光彬の方が、庶民の多い界隈では浮いているかもしれない。

　見事に化けてみせた純皓と約束を違たがえるわけにはいかず、光彬は純皓を大奥から連れ出し、抜け井戸から城下の町へと下りてきたのだ。大奥の住人である純皓は本来抜け井戸のある中なか奥おくには入れないのだが、思いがけない協力者のおかげで脱出が叶ったのである。

「…ほら、光彬。疲れただろう？」

　大店が並ぶ大通りから少し離れた小路に入るとぐんと人も少なくなる。足を止めて休んでいると、純皓が冷えた水の入った素焼きの器を差し出してきた。近くを流していた冷や水売りを捕まえ、買ってきてくれたようだ。

　驚いてまじまじと見返していると、何を思ったか、純皓はほんの少しだけ冷や水を飲んで再び差し出す。

「…うん、美味い。毒も入っていないから安心して飲めよ」

「いや…そういうことを心配していたわけではない。みだ、いや、純皓がよく買ってこれたものだと思って驚いた」

「はは、俺だってそれくらいは出来るさ。ほら」

　純皓は快活に笑い、懐から財布を取り出すと、冷や水を飲む光彬に中身を広げて見せてくれた。入っているのは銅どう文もん銭せんが殆ほとんどで、価値は高いが大店でもなければ使えない銀板などはごく僅かだ。いかにも買い物慣れした庶民の財布の中身である。

　飲み終えた器を受け取り、冷や水売りに返しに行くのも慣れたもので、純皓がこういった振り売りの類を普段からよく利用していたことを物語っていた。庶民らしい言葉遣いも板についている。

　ここにきてようやく、光彬は純皓が床入りの翌朝に語った身の上話が真実であることを確信した。いくら困窮しているからといっても、普通の公家の子息がここまで町の生活に馴染んだりはしないだろう。

　決して純皓を疑っていたわけではないが、脇腹とはいえれっきとした我が子を、実の父親がそこまで冷遇するものだろうかと疑問に思っていたのは確かだ。

　光彬が密かな自己嫌悪に陥おちいっているとも知らず、戻ってきた純皓は当然のように光彬の手をきゅっと握り込む。

「どうした？　何か考え事か？」

「…ええと、そうだな。よくもあの朴ぼく念ねん仁じんの小こ兵へ衛えが、咲さきと懇ねんごろな仲になれたものだと思って…」

　真実など言えず、とっさに乳兄弟の話題を出す。自分の従者だと偽り、御お錠じょう口ぐちから純皓を中奥まで連れ出してくれたのは門かど脇わきなのだ。

　光彬の外歩きにもあまり良い顔をしない門脇が何故手を貸してくれたのかというと、なんと純皓の小こ姓しょうである咲と恋仲で、咲から頼み込まれたからだという。あまり時間が無かったのでそれ以上は聞き出せなかったが、あの鬼おに瓦がわらがどうやって咲ほどの美少女を射止めたのだろうか。

「……ああ。実は、咲は俺と一緒に初めて光彬へ挨拶に行った時、門脇に一目惚れしてしまったんだ」

「小兵衛に!?」

　僅かな間の後、純皓が語り出した衝撃の事実に、光彬は仰天する。門脇はいい男だが、外見が鬼瓦なので、若い娘には怖がられ敬遠されるのが常なのだ。

「本人も奥女中が恋愛など許されないと想いを胸に秘めていたんだが、俺の使いで外に出て門脇と遭遇するうちに抑えきれなくなり、先日とうとう本人に打ち明けてしまったら受け容いれてもらえたらしい。拒まれるとばかり思っていたので、咲も驚いていた」

　純皓は不思議がっているが、光彬には思い当たるふしがあった。あれだけ夜中に現れる悪霊を恐れていた門脇が、最近はぴたりと口にしなくなったのだ。

　きっと咲に想いを告げられ、欲求不満が解消された結果、悪霊の夢も見なくなったのだろう。それにしてはやけにげっそりとしていたのが気になるが。

「…小兵衛はあれで小さな動物や幼おさな子ごには優しいから、咲のことも可愛く思ったのだろう」

「可愛い……、ねえ…」

　さすがに悪霊うんぬんについては伏せ、当たり障さわりの無いことを言うが、純皓は何故か複雑そうに唸うなっている。都から伴ともなってくるほど信頼する小姓の恋人が鬼瓦では、やはり相応ふさわしくないと思っているのだろうか。

「心配せずとも大丈夫だ。小兵衛は見た目はああだが、本当に優しい男なんだ。俺が慣れない恵渡城でなんとかやってこれたのも、全部小兵衛のおかげだ。少々融ゆう通ずうの利かないところもあるが、あれほど真面目で誠実で懐の深い男はそうそう居ないと思うぞ」

　なんとか門脇の恋路を応援してやりたい一心で言い募つのるが、何故か言葉を尽くせば尽くすほど純皓の表情は冷めていく。

　まずい、失敗かとひやりとした時、光彬は強い力で引き寄せられていた。

「みだ…っ、純皓…？」

　押し付けられた胸元から香るのはいつもと同じ匂いなのに、今日はやけに甘い。いつもより隔へだてるものが少ない分、熱い体温と胸板の硬さと厚みをしっかりと感じてしまい、今更ながらに自覚させられる。

　……花をも欺あざむくほど美しかろうと、この人は男。愛めでられるのではなく、愛でる側の存在なのだ。閨ではさんざん思い知らされても、朝になって美しく装われると、つい忘れてしまう。

「…せっかく、初めて二人だけで外に出たっていうのに…妻以外の男ばっかり、そんなに誉めるなよ。俺は少しばかり嫉妬深いからな。あまり妬かせると…」

「す、純皓」

「……褥の中で、どうなっても知りませんよ？　上様……」

　耳元で囁く声がほんの一瞬だけいつもの楚そ楚そとしたものに戻り、夜の奉仕を連想させられてしまい、心の臓がまた跳ね上がる。どっどっと激しく脈打ちだした音は、きっと光彬を腕の中に閉じ込めている純皓にも伝わっているはずだ。

「ふっ…。それでいい」

　武士がこれしきのことで脈を乱すなどみっともないことなのに、純皓は何故か満足そうに光彬を解放し、手を繫いできた。どうやら、二人で外を歩く際に手を繫ぐのは、純皓の常識のようだ。

「さあ、そろそろ行こうか。あまりのんびりはしていられないんだろう？」

「…そ、そうだな」

　純皓がいつもの調子を取り戻してくれたのに安堵し、光彬はこれ幸いと歩き出す。手を繫いだままなのは気恥ずかしいが、下手に刺激してまた豹変されたらたまらない。

　最も大きな通りから小路に入れば、町の様相はぐっと庶民的になる。庶民の住まう長屋が建ち並ぶ方からは駆け回って遊ぶ子どもたちの歓声が絶えず聞こえ、野菜や魚を担かついだ振り売りの威勢のいい掛け声が響き、辻々では日用品を広げた行商人が客を呼び込んでいる。

　光彬にはこちらの方が馴染んだ風景なのだが、都育ちの純皓には雑多すぎて受け容れられないのではないだろうか？

「光彬、あれは何だ？　あっちは？」

　そんな不安は杞き憂ゆうで、純皓は切れ長の双眸を見開き、実に楽しげにきょろきょろと辺りを見回しては光彬に売っているものの説明をねだってくる。

　そう面白いものがあるわけでもないのに、どうしてそんなに嬉しそうなのだろうか。純皓が嬉しそうにしてくれるだけで、どうして光彬もまた心が弾んでしまうのだろうか。まるで、まだ城下の邸に住んでいた頃、初恋の娘の面影を宿すやえが微笑みかけてくれた時のように。

「…おっと、兄さんすまねえ！」

　そこへ、背後から走ってきた物売りがしゃがんで行商人の品を眺めていた純皓にぶつかったが、よほど急いでいるのか、詫わびもそこそこにそのまま行ってしまう。

　体勢を崩し、地に手をついてしまった純皓を、光彬は慌てて助け起こした。

「大丈夫か？」

「ああ…、ありがとう」

　純皓が光彬の手に摑まって立ち上がった瞬間、不思議な感覚に襲われ、光彬は何度も瞬まばたいた。

　こんなことが、昔もあったような気がする。

　……そうだ、あれは父の供で西の都を訪れた折、不ふ埒らちなごろつき共を倒し、恐ろしさのあまり座り込んでしまっていた少女を助け起こしてやった時のことだ。今まで見たこともないほど美しい少女は、心底ほっとしたように光彬の手を取り、嬉しそうに笑っていた。そう、ちょうど今の純皓のように。

　……まただ。また…どうして？

　あの初恋の少女に純皓が重なるのはこれが初めてではない。床とこ入いりの翌朝もそうだった。共通点と言えば人並み外れて美しいことくらいで、純皓は男なのに、どうして時折あの少女をこんなにも思い出させるのだろう？

「…光彬？」

　訝しげに問いかけられ、光彬ははっと我に返った。

　心配そうに見下ろしているのは、光彬よりも頭一つ分は長身の、すこぶるつきの美男子だ。振り売りを呼び止めようと近くの長屋から走り出てきた中年の女たちが、夕ゆう餉げの材料が買えなくなるのもお構いなしでうっとりと見入っている。断じて、ごろつきに絡まれて震えていたあの儚はかなげな少女ではない。

「すまん、少し考え事をしていて…と、純皓！」

　泥に汚れた純皓の手に血が滲んでいるのに気付き、光彬は思わずその手を取った。目の前まで引き寄せてみれば、案の定、掌てのひらが擦すり剝むけてしまっている。

「こっちへ、純皓」

「み、光彬？」

　光彬はされるがままの純皓をぐいぐいと引っ張り、近くの井戸端へ行くと、近くに居た女に断ってから水を汲くんだ。自分の手て拭ぬぐいを半分に裂き、綺麗な水で濡らしてから、泥のついた手を優しく拭ふき取る。

「少ししみるだろうが、我慢してくれ。すぐに汚れを落とさなければ、傷が悪くなってしまうからな」

「……はい」

　さっきまでの馴染みすぎるくらい馴染んだ若わか衆しゅうぶりから一転、まるで大奥に居る時のようなしおらしさで純皓は頷く。

　町の暮らしに慣れているとはいえ、大奥から出てきたばかりなのだ。乱暴に突き飛ばされたりして怖かったのかもしれないと思うと、すぐに傷に気付いてやれなかった自分が情けなくなる。光彬は純皓の夫、純皓を守ってやらなければならない立場なのに。

「これでよし、…と」

　泥を綺麗に拭い去り、残ったもう半分の手拭で掌を巻いてやれば、少々不格好だが傷口が膿んだりする心配は無い。じっと掌を見詰める純皓に、光彬は潔く頭を下げる。

「すまん。今日は俺がお前を守ってやるつもりだったのに、怪我をさせてしまった」

「…俺を…、守ってくれるつもりだったのか…？」

「当然だろう。俺は、その…お前の夫なのだから」

　夫が妻を守る、それは光彬にとって朝陽が東から昇るのと同じくらい当然の理ことわりだ。

　いくら純皓が男で、町の暮らしに馴染んでいても、光彬のように刀を振るえるわけではあるまい。抜け井戸を潜り抜けた先は何があっても自分が守るのだと、心に決めていた。

「……畜生、どうしてこの辺りには連れ込み宿の一軒も無いんだよ……」

「…うん？　純皓？」

　俯いた状態でぼそぼそと呟かれてもよく聞こえない。問い返すと、純皓は何かを吹っ切るようにぶるぶると頭を振ってから、やおら顔を上げた。

「光彬が守ってくれるんだったら安心だな。なりはこんなでも、俺はあまり腕っぷしには自信が無い。だから、さっきからずっとお前の手を握っていたんだ」

「なんだ、そうだったのか」

　純皓の大きな手に握り込まれるたび心の臓がどきどきしてたまらなかったのだが、そういう事情があるなら仕方あるまい。再び歩き出した時、腰をがっちりと抱え込まれてしまったのは、きっと不安の表れだろう。

　光彬は妻が自分からは見えない角度でほくそ笑んでいるのも知らず、ねだられるがまま目抜き通りへと向かった。

　今度は純皓も首に巻いていた頭巾を被かぶっていたので、さっきのように人目につきまくってしまうことも無い。ほっと胸を撫で下ろした光彬が馴染みの小こ間ま物もの屋やへ案内してやろうとしたら、通りの先の方から不穏なざわめきが聞こえてきた。

「…またあいつらだよ。昼日中から酔っ払ってみっともないったら…」

「おい、誰かひとっ走りしてお役人様を呼んでこいや。あのままじゃ、あの娘っ子が連れてかれちまうぞ」

「いや駄目だ、あいつら旗本のどら息子だ。お役人様でも手は出せねぇ」

「じゃ、どうすんだよ！」

　通行人たちの会話が漏れ聞こえてしまえば、黙っていることなど出来なかった。小間物屋の中へ純皓を退避させてから駆けだそうとするが、純皓は決して退ひかず、背後にぴったりと付いてくる。

「駄目だ、お前は隠れていろ！」

　振り向きざまに叫ぶが、純皓は毅き然ぜんと首を振る。

「お前が行くなら俺も行く。夫の背中を守るのは妻の役目だ！」

　さっきまで不安で仕方が無かったはずの純皓のいじらしい宣言にじんときてしまい、この先に何があろうと守らなければと改めて己に誓いながら、光彬は前方の人混みを搔き分けて騒ぎの源へと飛び込む。当然、『俺の居ないところで他の奴らに目を付けさせてたまるかよ！』という妻の独り言など聞こえてはいない。

「…や、止めて下さい、お侍さむらい様！　私、貴方あなたたちなんかと一緒には行けません！」

　人垣の向こう、薬やく種しゅ屋やの店先では、光彬が予想したのと寸分違わぬ光景が繰り広げられていた。

　部屋住みらしい旗本の二人組が若い娘の手を引っ張り、乱暴に連れ去ろうとしている。関わり合いになりたくないのだろう、薬種屋の奉公人は店の奥に引っ込んで見て見ぬふりを決め込み、野次馬たちも野次を飛ばしはするものの、旗本の佩はいた大小を恐れて誰も助けには入らない。

「良いではないか、良いではないか。我らと共に来れば、いい思いをさせてやるぞ？」

「そうだそうだ。町民の娘が旗本の我らに侍はべれる機会など、そうそう無いのだぞ？」

　こちらに背を向けていても、娘が心底嫌がっているのは光彬にもわかるのに、酔っ払った旗本たちはいやらしい笑みを浮かべながら実に身勝手な理屈を並べ立てる。かつて初恋の少女を助けた際とぴたりと重なる状況だ。

　光彬は純皓がとばっちりを喰らわぬよう、野次馬たちの中に紛まぎれさせてから、娘を庇かばう格好で旗本たちの前に躍り出た。

「何だあ？　貴様は…」

「あっ…、貴方は…」

　旗本と背後の娘が同時に声を上げる。光彬は前を向いたまま背後に手を振り、娘を安心させてやりながら、不ふ埒らちな輩やからどもを睨み付けた。

「貴殿ら、見ればいやしからぬ身分のようだが…見苦しい真似をして家名を汚すのはそろそろ止めにしたらどうだ？」

　それなりに金のかかった服装から一定以上の家格の息子だと判断した上での警告だったのだが、効き目は無かったようだ。

　二人がかりならば光彬一人など容易に排除出来ると踏んでか、二人はにやりと笑って頷き合い、これみよがしに刀の柄つかに手をかける。

「貴様、どうせ無役の冷や飯喰らいであろう。女子の前でいい格好をしたいだけなら、引っ込んでおれ」

「…退くつもりは無いのだな？」

「黙れ下げ郎ろうが！　我らの伯父上は書しょ院いん番ばん頭がしら、内ない藤とう伯ほう耆きの守かみ様だぞ！　退くのは貴様の方だ！」

　勝ち誇った宣言から、光彬はようやく二人の強気の理由を理解した。書院番頭と言えば将軍の親衛隊だ。太平の世を迎えた今では実質的な権力は無いに等しいが、公こう儀ぎにおける地位だけは高い。

　町の者たちの話から察するに、二人は伯父の権威を笠に着てやりたい放題のようだ。武士を取り締まるのは町奉行ではなく目め付つけ方がただから、小谷も手を出しあぐねているのかもしれない。

　そして、目付はよほどの悪事を働かない限りは身内である武士を捕縛までしないので、二人はますます調子に乗ってしまっているのだ。内藤本人は温厚で誠実な人物なのだが、身内には恵まれなかったらしい。

　守るべき民を虐しいたげ、恥じるどころか当然の権利だと開き直るとは、増長するにもほどがある。光彬は苦々しげに息を吐き出した。

「…言葉で道理を説いてもわからぬのならば、人ではなく獣と同じだな」

「なっ…、獣だと!?」

「聞き捨てならん！　その減らず口、後悔させてくれるわ！」

　言うが早いか、二人は腰のものを抜き放ち、光彬に斬りかかってきた。

　悲鳴を上げた野次馬がざざっと一斉に下がる。書院番頭の身内というだけあって、二人の刀はいずれも一流の名工の手による業わざ物ものであることが一いち瞥べつしただけで窺えた。今、光彬が佩いている祖父の形見である無銘の刀よりも遥かに高価であろう。

　だが、光彬が恐れる理由などどこにも無い。

　腕が伴わぬのであれば、たとえ伝説の神剣だろうとなまくらも同然だ。そして逆もまた然しかり。心しん技ぎ体たいが揃えば、無銘の刀は数百の敵をも退しりぞけるだけの力を宿す。無論、この程度の雑ざ魚こにそこまでの力は無用だが。

「…う、がああっ!?」

「ひぐぅっ…！」

　二人は光彬の小袖すら切り裂けず、吐と瀉しゃ物ぶつをみっともなく吐き散らしながら地に倒れ伏した。きっと二人の目が追えたのは光彬が抜ばっ刀とうするところまでで、逆に返した刀で鳩みぞ尾おちを強したたかに打ち込まれたのだと理解せぬまま気を失ったことだろう。

「……す、…すごい！」

　野次馬の一人が漏らした感嘆の一言を皮切りに、どっと歓声が上がった。

　彼らの視線が光彬に釘づけになったのを見計らったように、物陰から現れた男女がこっそりと気絶した二人を運び去っていく。光彬を守護する御庭番たちだ。行先はきっと町奉行の小谷の元であろう。光彬自みずから成せい敗ばいしたとあらば、将軍の許しを得たも同然。今回ばかりは目付も庇いきれず、小谷に裁きを任せるはずだ。

　だからといって、今まで彼らの毒どく牙がにかかった娘たちの恨みが晴れたりはしないだろうが、ひとまずは背後の娘を救えただけでも良しとしなければなるまい。

「あ…、あの、ありがとうございました…」

「いや、これしきのこと、何とも…っ!?」

　刀を鞘さやに収めながら振り返り、光彬は驚きに目を瞠みはった。相手の娘も同じで、何度もぱちぱちと瞬いていたかと思えば、花のように微笑む。

　かつて奉公用の地味な小袖を纏まとっていた頃も可憐だったが、島しま田だに結った髪に花はな簪かんざしを挿さし、友ゆう禅ぜんの振袖を纏った今はまさに小町娘と呼ぶに相応しい美麗さだ。あの二人組に目を付けられてしまったのも頷ける。

「やっぱり、若様…！　そうではないかと思っておりましたが…」

「や…、やえ！　そなた、どうしてこんなところに…」

　やえは弐本橋に店を構える呉服屋の娘で、行儀見習いのために伝つ手てを辿って光彬の邸に奉公していたのだが、光彬が将軍として恵渡城に入る少し前に良縁に恵まれ、暇いとま乞ごいをしていたのだ。

　当時は光彬と同じ十六歳、女子としては結婚適齢期とされる年齢である。

　ゆえに、縁談はほぼ本決まりのもので、今頃とうにやえは人妻になっているだろうと思っていたのだが、目の前の娘が纏う振袖は未婚の女子にしか許されない衣装だ。

「…お恥ずかしい話でございますが、縁談は流れてしまいまして…」

「流れた？　そんな、何故だ？」

　かつて母から聞いた話では、縁談の相手は同じ弐本橋にある呉服問屋の跡取り息子で、やえを見み初そめ、是非嫁に迎えたいと申し入れてきたとのことだった。やえのように健けな気げで純情な娘が、望まれた縁談で幸せになれないはずがないと思っていたのに。

「…光彬。それ以上は、ここでは聞かないでやった方がいいと思うぞ」

「あっ…」

　純皓に背後からそっと耳打ちをされ、光彬はようやく己がどれだけ気配りに欠けていたのかを思い知った。

　御庭番たちのおかげで大だい分ぶ減ってはいるが、まだ野次馬たちはそれなりの数が居残っているのだ。中には興味津々でこちらを窺い、聞き耳をたてている者まで居る。こんなところで、破談の経けい緯いを若い娘の口から説明させるなど酷こくというものだ。

「すまん、やえ。怖い思いをしたばかりなのに、嫌なことを聞いてしまったな」

「そ、そんな、いけません！　私は危ういところを助けて頂いたのです。それに若様はもう、以前とは違うご身分になられましたのに…」

　町外れの水茶屋に場所を移してすぐに詫わびると、やえは恐縮しきって首を振った。武芸者として身を立てるしかなかったはずの邸の若君が、今や天下の将軍となったことは、当然やえも知っている。

「身分がどうあろうと、目の前で難なん儀ぎしている者が居れば助けるのは当然のこと。感謝には及ばない」

「…若様は、変わっていらっしゃいませんね。お邸にいらした頃と同じ、お優しいままです。…あの方もきっと、若様と同じくらいお優しい方だったのですわ」

　伏せた長い睫まつげを震わせながら、やえは言葉少なに破談の経緯を話した。

　なんと、くだんの呉服問屋の息子は祝しゅう言げんの直前になって若い奉公人の娘に手を出し、あろうことか身み籠ごもらせてしまったのだそうだ。息子の両親は手切れ金を渡して娘を追い出そうとしたが、腹の子愛しさからなのか、息子は娘と共に駆け落ちしてしまった。

「今では子どもも無事に生まれ、あちらのご両親も許して受け容れたそうです。ご家族でお幸せにお過ごしだと聞いております」

「だが、それではあまりに理不尽ではないか…！」

　呉服問屋からはやえに相応の贖あがない金が支払われたそうだが、こういう場合に割を食うのはいつでも女子だと相場は決まっている。

　やえには何の落ち度も無かったにもかかわらず、祝言寸前で捨てられた女として心無い噂話の的とされただろう。これほど美しく気立ての良い娘なのに、未だに独り身であることがその良い証拠だ。

「…っ、若様…！」

　義憤にかられる光彬の肩に、やえが堪えかねたように縋すがってくる。突然のことに光彬はぎくりとしたが、泣いている女子を突き放せるわけがない。

「や…、やえ…？」

「も…っ、申し訳、ありません…若様のお優しいお言葉が、嬉しくて…うう…っ」

　まるで自分一人だけが頼りだとばかりに縋り付き、身も世も無く泣きじゃくる娘は、美しく可憐な初恋の少女の面影を宿しているだけでなく、思いがけず将軍となる前は淡い恋心まで抱いていた相手だ。

　普通なら男の矜きょう持じと庇護欲をいたく刺激され、抱き寄せて慰めてやりたくなるものだろうに、光彬の心は不思議なまでに凪ないでいた。やえの境遇が憐れだとは思っても、かつてのような甘い想いは少しも湧いてこないのだ。

　むしろ気になって仕方が無いのは、背後に佇たたずむ存在。自分が居ては話し辛かろうと、一人で光彬たちとは背中合わせの席に腰を下ろした純皓だ。

　頭巾でも隠しきれない美貌に引き寄せられた茶くみ娘たちを適当にあしらっているようで、楽しげな話し声が聞こえてくるが……冷たい。氷室の中に放り込まれたかのような冷気が、背後からひしひしと伝わってくるのである。

「…あら？　お兄さんったら、もう行っちゃうの？　ここはあたしのおごりにしとくから、もっとゆっくりしていってよ」

「そいつは魅力的なお誘いだが、大事な用を思い出したもんでね。……今度は、足腰立たなくなるまでじっくり可愛がってやるよ」

　獣が舌なめずりをするような囁きは、きっと純皓にしなだれかかる茶くみ娘に向けられたものだ。だからこそ、とびきり蠱こ惑わく的てきで色気を孕はらんだ囁きに、茶くみ娘が演技ではない嬌きょう声せいを上げているのだろう。

　なのに何故、光彬の耳元で耳じ朶だを舐めしゃぶられながらねっとりと囁かれたかのように聞こえてしまったのか。心の臓が張り裂けそうに脈打っているのか。立ち上がり、近付いてくる気配に背筋が震え上がってしまうのか。

「…野暮天ですまないが、そろそろ時間だ。この人を返してもらえるかい？　お嬢さん」

　純皓は背後から光彬の肩を摑み、そっとやえから引き離した。やんわりと摑んでいるように見えるその手に、万まん力りきの如く強い力がこめられているなどと、初めて純皓の美貌を目まの当たりにしてうろたえているやえにはわからないだろう。

「あ…っ、え…？　あ、貴方は…？　お、お城の方、ですか？」

「まあ、そんなところだな。…家は近いのか？　一人で帰れるか？」

　やえがこくこくと頷くや否や、純皓はすさまじい力で光彬を立たせ、やえの視線から隠すかのように腕の中に仕舞い込んでからさっさと歩き出した。

　甘いが、やえとはまるで違う熟した花のような香りが、光彬に得体の知れない不安をもたらす。まるで、このまま誰も知らない世界へ連れ去られてしまいそうな。

　――その予感が正しかったことを、光彬はすぐ身をもって思い知らされるのだが。







　あの女がいいのか？

　ああいういかにも清楚で純情そうな見た目が好みなのか？　あの手の女に限って腹の中は真っ黒なんだって知らないのか？　お前みたいに初う心ぶで可愛い箱入りなんてあの手の女にはいいカモなのがわからないのか？　妻が傍に居るのに、どうして他の女なんて助けた？　俺というものがありながら、どうしてあんな女に触れるのを許した？　あの女はお前の同情を買って、あわよくば付け込もうとしていたのに？　あとほんの僅かでもあそこに居たら、俺はあの女を八つ裂きにしていたぞ？　俺以外の男も女もみんなクズだ、俺以上にお前を愛せる奴なんか居ないってどうしてわからないんだ？

「どうして、…どうして…っ」

「…、ぁ…っ」

　組み敷いた愛しい人の脚を限界まで大きく開かせ、その腹の奥に精をぶち込んでやるのは今宵何度目になるのだろう。三度目以降は覚えていないが、もうかなりの間、繫がったまま揺さぶり続けているはずだ。たっぷりと油が注がれていた燈台から灯あかりが消えたのはかなり前のことだから。
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　剣術で鍛きたえているはずの光彬も、今や意識を保つことすら出来ず、ぐったりと四し肢しを投げ出している。

　世よ継つぎを作るための大事な子種は一滴残らず純皓に飲み尽くされて、引き締まっているがどこか丸みを帯びた魅惑の尻には妻の太ふと摩ま羅らを根元までずっぷりと嵌はめ込まれて、腹の中には溢れ返るほどの精を孕まされて。純皓の精と唾液に塗まみれた今の光彬を、天下の将軍だと見分けられる者など一人も居ないだろう。お忠義者の門脇でさえ、主君のこの姿には眉を顰めるかもしれない。

　……ああそうだ、いっそ見せ付けてやろうか。城じゅうの者に、そしてあの純情ぶった忌いま々いましい女に。

　そうすれば、みなわかるだろう。光彬の一いち物もつはもう女を孕ませるのではなく、純皓に愛でしゃぶられる器官になってしまったのだと。光彬にどんな美女をあてがおうと無駄なのだと。光彬を可愛がれるのは純皓ただ一人だけなのだと。

「…太た夫ゆう、太夫！　お願いですからもうそのくらいに…！」

　純皓の異変は襖ふすま越しにも明らかだったのだろう。このままでは光彬を壊してしまいかねないと判断したのか、次の間から入ってきた咲が必死に呼びかけてくるのには気付いていたが、まだだ。まだ足りない。

　光彬を純皓で埋め尽くし、あの女の面影を追い出してやるには、このくらいでは到底及ばない。清らかな初恋の記憶を穢けがされた屈辱は、決して晴れない。

　結局、純皓が光彬を解放したのは、それから一いっ時とき後のことだった。

　城下から恵渡城へ戻り、半ば無理矢理大奥へと引きずり込んでからは、三時半ほど経過している。色事に慣れた純皓もさすがに疲労を感じているくらいだから、身体を拓ひらかれて間もない光彬などは昏睡してしまっていた。尻を探られ、腹の中から溜まりに溜まった精を搔き出されてもぴくりとも動かない。

「光彬……」

　いっそこのまま八や虹こうの本拠地である西の都へさらっていってやろうか。そうすれば、次に目が覚めた時には、光彬は長おさの囲われ者だ。余よは将軍であるといくら叫ぼうと、それが真実であったとしても、誰も助けはしない。

「…で、咲。あの泥棒猫について、調べは上がってるんだろうな？」

「は…、はい！　勿論です！」

　胸に渦巻くどす黒い願望をなんとか押さえ付けて問いかければ、光彬の世話をする純皓を緊張の面持ちで見守っていた咲は安堵も露あらわに頷いた。

　純皓の決断次第では、今すぐ将軍その人を拉致して恵渡城を脱出することになるかもしれないと危惧していたのだろう。咲のことだから、ついでに門脇もさらっていく算段までつけていたに違いないが。

「太夫から下げ知じを受けてすぐに配下を放ちました。やはり、太夫の睨みは正しかったようですね。やえの縁談が壊れたのは、確かに経緯は本人が上様に語った通りでしたが、どうも呉服問屋の息子が手を出した奉公人のウメっていう娘がきな臭いんです」

　関係者に聞き込みを行ったところ、ウメには将来を誓った相手が居たのだが、その相手は不慮の事故で死んでしまったらしい。その直後、くだんの呉服問屋に奉公に上がり、息子との駆け落ち事件を起こしているのだ。

「あくまで噂ですが、ウメは奉公に上がった頃にはもう身籠っていたのではないかと言われています。…そして、ウメの紹介状を書いたのは、呉服店を営むやえの父親です。ウメとやえは、幼い頃はたいそう仲の良い友であったとか。きっと、未来の夫を亡くして困窮しているウメを助けたいとでも娘に頼み込まれたのでしょうね」

「ふん…。やはり、あの女の狂言か。虫も殺さないような顔をして、たちの悪い女だな」

　嫉妬心を抜きにしても、純皓にはやえが光彬が信じているような純情可憐な娘だとは思えないのだ。西の都で牙きばを磨みがいている間も、密かに配下を放って光彬を監視…もとい見守らせていたのだが、どうもやえは光彬に想いを寄せられていることに気付いていた様子である。色事に関してはわかりやすすぎる光彬だから、まあ当然であろう。

　おそらく、やえは待っていたのだ。光彬の方から想いを告げ、手を出してくるのを。

　たとえ側そば女めに甘んじたとしても、将軍の子である光彬の傍に在あれば、只ただ人びとの妻に収まるよりは遥かにいい思いが出来ると踏んでいたのだろう。

　だが、光彬は権力や富にはまるで興味を示さず、父に頼んで地位を得るどころか武芸者として身を立てようとする始末。

　世俗の栄誉には頓とん着ちゃくせず我が道を行く、それこそが光彬の魅力なのに、あの見た目に似合わず計算高い雌めす狸だぬきにはわからなかったのだろう。年齢のこともあり、とうとう光彬に見切りをつけ、裕福な呉服問屋の息子からの縁談を受けることにしたのだ。

　しかし、あろうことか祝言を間近に控えた頃になって、光彬は決して望むべくもなかったはずの将軍の座に就ついてしまう。やえは歯は軋ぎしりをして悔しがったことだろう。強引にでも光彬のお手付きになっていれば、将軍の側室として大奥に君臨出来ていたのだから。

　執念深いやえはそこで諦めなかった。光彬が自分を想っているとわかっていたからだ。

　どんな形であれ再会さえ果たせばきっと側室の座を射止められる。やえはそう判断し、ウメを利用してあくまで自分には非が無いように縁談を壊したのだ。父親の無い子を孕んでいたウメは、一も二も無くやえの誘いに頷いただろう。進んで問屋の息子を誘惑し、腹の子は自分の子だと思い込ませた上で駆け落ちすれば、子の父親と安全な家庭を一挙に獲得出来るのだから。

　全ては純皓の推測だが、咲のもたらした情報からして間違いはあるまい。

「全く…汚らわしい雌狸のくせに、悪運だけは強いな」

　思わず舌を打ってしまうのも仕方が無い。

　一緒に城下へ赴きたいとねだったのはひとえに光彬との外出を楽しみつつ、この人は自分のものだと言いふらして歩きたかったからだが、そのせいでやえに引き合わせてしまったのだ。どうにかして光彬と再会しようと企んでいたやえに、偶然とはいえ純皓が手を貸してやったも同然である。

「いっそ、始末しますか？　何なら私が今からひとっ走りしてきますけど」

　実に気軽かつ魅力的な咲の提案に思わず頷いてしまいたくなるが、そこはぐっと堪える。

「駄目だ。死んだら美しい思い出としてあのクソ雌狸が上様の心に永遠に焼き付いてしまう。そんなの許せるか。上様の心に住んでいいのは俺だけだ」

「うーん、じゃあ上様にやえの本性を洗いざらい暴露してしまうのは？」

「それも下げ策さくだな。上様は潔癖だから、この手の密告の類たぐいは嫌われる。せっかく上様好みの妻を演じて堕おちかけてるってのに、ここで引かれたら台無しだ」

「…じゃあ、どうするんですか？　まさか、放置とか？」

「そんなわけないだろ。俺の純愛を邪魔する奴は誰であろうとぶっ潰す。俺なりのやり方でな」

　…そう、光彬の妻は純皓ただ一人であると骨の髄まで思い知らせた上で、二度と浮かび上がれない悲嘆のどん底へと叩き込んでやる。それが純皓の愛しい夫を奪おうと企む泥棒猫に相応しい躾しつけというものだ。

「重臣どもはどうしている？　そろそろ動き出す奴が出てくる頃じゃないか？」

「…は、はい。竹たけ山やま伊い逗ずの守かみ様、海かい原ばら丹たん呉ごの守かみ様を始め、ご老中方が親類縁者から妙齢の美女を見み繕つくろっておいでです。おそらく、近いうちに側室候補として大奥へ送り込む算段でしょう」

　捕獲者そのものの純皓の笑みにうっとりと魅入っていた咲だが、質問には打てば響くように答え、更に付け加える。

「最近、栄証院様がやけに苛々して周囲に当たり散らしているのも、きっとご老中方の動きを察知したからだと思います。竹山様、海原様共に栄証院様と対立し、上様を将軍に擁よう立りつされた方々ですから」

「なるほどな」

　どいつもこいつもわかりやすすぎる。

　あれほど大奥を忌み嫌っていた光彬が今や毎日のように奥おく入いりをするので、そろそろ息のかかった側室を送り込んでも大丈夫だと踏んだのだろう。勿論、世継の外がい戚せきとして己の地位を盤ばん石じゃくなものとするためだ。

　そして、もしも新たな側室が子を産んでしまえば、栄証院の産んだ鶴つる松まつは次代将軍から限りなく遠ざかってしまう。光彬が気に入った女子に手を付けるのは、栄証院も止めようが無いのだ。周囲に当たり散らしたくもなろう。

　――いい機会だ。まとめて利用してやろう。

「咲、竹山か海原かどっちでもいい。やえのことを盛大に売り込んでこい。上様のかつての想い人だ、側室候補にすればすぐお手付きになるに違いない、とな。老中のお墨すみ付つきで堂々と上様のお傍に上がれるとくれば、やえも必ず喰いつくはずだ」

「はい、すぐに。…栄証院様にも伝えますか？」

「そうだな。お手付きになる可能性が高い女が送り込まれれば、あの色ボケもいい具合に追い詰められて墓穴を掘ってくれるだろう。せいぜい不安を煽あおってやれ」

「了解です。では、さっそく！」

　咲は意気揚々と退出していった。この手の調略は元々得意とするところだが、いつになくやる気だ。きっと、理想の鬼瓦…否、恋人が出来たおかげだろう。

　たとえ悪霊だと怯おびえきっている相手に夜這いをかけ、快楽漬けにした上のことであっても、合意さえあれば純皓は別段けちをつけるつもりは無い。理解のある上司に恵まれて、咲は幸せ者である。

「…大丈夫だ、光彬。俺が守ってやるからな」

　老中たちが送り込んでくるだろう選えりすぐりの美女たちにも、あの忌々しいやえにも決して渡しはしない。それこそが光彬の最大の義務だとしても、他の女を抱いて子を産ませることなど絶対に許さない。

　光彬はただ純皓だけを見詰めて、求めていればいい。そして、叶うならば光彬も、初めて出逢った時の記憶を思い出してくれればいい。

　……あの時の自分は、光彬の目には一体どのように映っていたのだろうか？

　少しでも美しいと思ってもらえていたらいいのにと願いつつ、純皓は光彬をしっかりと抱え込み、束の間の眠りについた。







　大奥には妻さい妾しょうと閨を共にする御お小こ座ざ敷しきの他に、御ご座ざの間まと呼ばれる重要な間がある。将軍はここで勢揃いした御台所や高位の側室たちから挨拶を受けるのだ。

　これを総そう触ぶれと呼び、本来ならば毎朝と毎夕行われるものなのだが、光彬は一度も行ったことは無かった。純皓が輿入れするまでは妻と呼べる者は一人も居なかったし、その後も中ちゅう﨟ろうたちに手を付けたりはしなかったから、必要が無かったのだ。

　だから、御座の間の上段に純皓と並んで座し、ずらりと並んだ打掛姿の奥女中たちを引いん見けんするのは、将軍となってから今日が初めてであった。

「…そなたたちは恐れ多くも勿もっ体たい無なくも、本日より上様、御台所様のお傍にてお仕つかえ申し上げることになります。法はっ度とを守り、誠心誠意、その身を賭として務めを全うせねばなりません」

　奥女中たちの中では最も上かみ座ざに座した花島が、相変わらずの厳しい口調で心得を説いていく。しとやかに手をつき、頭こうべを深く垂たれた奥女中たちは、殆どがこの数日以内に新たに奉公に上がったばかりなのだ。……光彬の側室候補として。

　ちらり、と横を窺う。光彬の視線にも気付かず、前を向いたままの純皓は一見いつもと何も変わりが無いようだが、よくよく観察してみれば扇せん子すを握り締めた手がごく僅かに震えているのがわかる。

　ずきん、と胸が痛んだ。

　思いがけず城下でやえと再会を果たしてからはや七日が経つが、純皓の奉仕があれからいつにも増して執しつ拗ようになり、男の本性を覗かせることも多くなっているのは、このせいだったのかもしれない。純皓は聡明だから、世継を儲もうけなければならない光彬にはいずれ女子の側室があてがわれるのだと予想していたのだろう。

『…どうか、俺を嫌わないでくれ』

　自然と脳裏に浮かんでくるのは、やえと別れてから大奥で拷問のように抱かれ、やっとのことで目を覚ました時のことだ。常人よりも鍛えてあると自負する身体は鉛なまりのように重く、まだ何かを銜くわえさせられたの如き違和感が残る蕾つぼみからはしとどに純皓の精が零れ、自分では起き上がることすら困難な有様だった。そんな光彬を、純皓は縋り付くように抱き締めていた。

『あの娘を見る時のお前は、とても優しく愛しげな目をしていた。ああ、あの娘はお前に愛されているんだと思うと、俺は…醜い嫉妬の心を抑えきれなかった。お前に俺だけを見詰めていて欲しくて、俺だけに微笑みかけて欲しくて…』

　どきりとしたのは、あの僅かな間だけでやえに対する淡い恋心を看かん破ぱされてしまったから…ではない。やえに嫉妬し、淑女としての言葉すら取り繕えなくなっている純皓がいじらしい、可愛らしいと感じてしまったからだ。

　城下では老若男女問わず数多の者を魅了した正真正銘の男で、ついさっきまで光彬を快楽という名の奈落に叩き落としていた相手なのに。純白の打掛に身を包もうと、その中身は猛たけ々だけしい雄の獣であると、もう光彬は嫌と言うほど思い知らされてしまったのに。

『お前は…、どうしてそんなに俺を慕したってくれるんだ？　輿入れするまで、一度も逢ったことすら無い男を…』

　もはや、純皓が自分を慕っているというのが偽りだとは思えなくなって問えば、純皓はひどく寂しそうな笑みを浮かべて首を振った。

『お前の望みならどんなことでも聞いてやりたいが…それだけは、お前自ら気付いて欲しい。俺の、一番大切な思い出だから…』

　自分よりもずっと長身で、決して脆ぜい弱じゃくではない男を抱き締めて慰めてやりたいと思ってしまったのは初めてではなかろうか。

　あれ以来ずっと、縋り付くような純皓の奉仕を夜毎ごとに受けながら、光彬は考え続けている。もしや、自分は昔純皓に逢ったことがあるのか？　純皓に初恋の少女の面影が時折重なるのは、何か関係があるのか？　もしや、もしや……。

「…上様。上様！」

「……っ」

　僅かな険を含んだ花島の呼びかけに、はっと我に返る。どうやら、既に心得の説明は終わったようだが、奥女中たちはまだ頭を垂れたままだ。将軍たる光彬の許しが無ければ、顔を上げることすら出来ないのである。

　ざっと二十名は居ようかという新参の奥女中たちは、いずれも重臣たちの息がかかった若い娘ばかりだ。元々の身分も高いので、これといった仕事を与えられるわけではなく、将軍の側室候補たる中﨟として形ばかりの務めを果たしながら、ただひたすら光彬の手が付くのを待ちわびるだけの日々を過ごすことになる。

　決して狭くはないはずの空間にたちこめた香と白おし粉ろいの匂いに、噎むせてしまいそうだった。初の御お目め見みえだということで、己を印象付けようと張り切って装ったのだろう。纏った打掛も、純皓が統率するようになってからの大奥では殆ど見かけなくなった贅を凝こらしたものばかりだ。

　だが、それは光彬には逆効果にしかならない。新参者たちが華やかに装えば装うほど、隣の慎ましやかな佇まいの純皓が気になって仕方がなくなるのだから。

「…面おもてを上げよ」

　気を抜けばちらちらと純皓を窺ってしまいそうになるのを堪え、光彬は命じた。衣きぬ擦ずれの音と共に、新参の奥女中たちは一斉に将軍の命に従う。

　将軍の御前でありながら大きくざわめいたのは、きっと純皓の美貌に度胆を抜かれたからだろう。現在の御台所が男だとは知っていても、まさかこれほどの美男だとは夢にも思わなかったに違いない。

「上様、御台所様におかれましてはご機嫌麗しく……」

「一命を賭してお仕え申し上げたく……」

　花島の咳払いによって場は静まり、身元保証人たる重臣の身分が高い順から、奥女中たちが次々と挨拶の口こう上じょうを述べていく。光彬の目に留まるよう選りすぐられただけあって、いずれ菖あや蒲めか杜若かきつばた、甲乙付け難い美女ばかりだ。

　だが、光彬の視線はただ一人に釘付けにされていた。花島が小さな声で咎とがめてくるが、驚愕は遥かに上回った。

　…馬鹿な。何故あの娘が、ここに？

　将軍の関心をさっそく独り占めにする不埒者に、嫉妬の眼差しが方々から突き刺さる。最初は怯えていたその娘は、光彬と目が合うや健気にも微笑み、名乗りを上げる。

「老中、竹山伊逗守が養女、やえと申します。上様、御台所様に御目通りが叶い、恐きょう悦えつ至し極ごくに存じ奉たてまつります」

　みしいっ！

　純皓の手の中で扇子が悲鳴を上げながらへし折れたことさえも、光彬は気付けなかったのだ。







　何故、傷付いた心を抱えたまま親元で過ごしていたやえが側室候補になったのか？

　総触れを終えて中奥に戻るや、養い親である竹山伊逗守を呼び付けて問い質ただそうとした光彬だが、その前に門脇がそっと耳打ちをしてきた。

「実は…咲殿から密かに報しらせがありまして、御台所様が上様のおいでを願っていらっしゃると…」

「…御台が？」

　訝しく思いつつも大奥の新御殿に渡れば、御台所の御休息の間には純皓と咲、そしてやえの姿があり、光彬は驚いてしまう。

　中﨟は側室候補と言っても形式上奥女中であり、全ての奥女中を支配するのは御台所だからやえを呼び付けるのは可能だが、夫の側室の座に収まるかもしれない女子をわざわざ引き合わせるなんて。しかも純皓は、あれだけやえに嫉妬していたものを。

「このような形でおいでを願い、申し訳ございません。ですが、恐れながら上様におかれましては、やえから直々に事情をお尋ねになりたいのではないかと思いまして…」

　確かに、純皓の言う通りだ。竹山よりもやえに直接問い質す方がずっと早い。何故そうしなかったかと言えば、光彬が直々にやえを呼び出せば、それは即ち夜よ伽とぎを命じるのと同じことになってしまうからである。

「…では、俺のために…？」

　妬ましいはずのやえを呼び寄せ、誤解を受けずに話が出来るお膳ぜん立だてをしてくれたというのか。

　じんときた光彬に、純皓は複雑そうな…だが、慈愛のこもった笑みを向ける。最近閨で見せ付けられることの多い獣めいた男との落差が、昼間の淑女としての表情をよりなまめかしく見せるのだから不思議なものだ。この楚楚とした佳人の中には獣が住んでいると思うと、何度も獣を受け容れた尻が無意識に疼うずいてしまう。

「私は上様の妻ですから、上様のために働くのは当然でございます」

「御台…」

「…あ、あの…」

　おずおずと声をかけられ、光彬はようやく純皓の手を握り締めたままじっと見詰めあっていたことに気付いた。咲は平然としているが、やえは頰を紅く染めていて、妙な気恥ずかしさを感じながら光彬は居住まいを正す。

「やえ…。お前、どうしてここに？」

「若様…いえ、上様。驚かせてしまい、申し訳ございませんでした。実は…」

　心細さのあまり泣き出してしまいそうなのか、やえは瞼を伏せ、口元を打掛の袖で隠してから話しだす。純皓とは七日前に城下で顔を合わせているのだが、あの折とは印象が違いすぎるため、光彬の供が御台所本人だったとは気が付いていないようだ。

「先日、思いがけず上様に助けて頂いた後、ご老中竹山様がお忍びで我が家においでになったのです。ご老中様は私が上様のお邸に奉公に上がっていたことをご存知で、再び上様のお傍に参れ、さもなくば…家族の命の保証はしない、と…」

「…なっ!?」

「ご老中様は父と母をどこかへ連れ去ってしまい、私は…家族のため、ご老中様の言いなりになるしかありませんでした…。…うっ、…ううっ…」

　やえはとうとう袂たもとで顔を覆って泣き出してしまい、しんと静まり返った空間に悲しげな泣き声が響く。

　怒りが身体の奥底から湧き上がり、光彬はどんっと畳たたみを踏み鳴らしながら立ち上がった。

「なんと非ひ道どうなことを…竹山め…！」

「…お待ち下さい、上様！」

　今すぐにでも竹山を呼び出し、糾きゅう弾だんしてやえの両親を解放させようとする光彬を止めたのは純皓だった。

「やえの両親は竹山の手に落ちております。己おのが企みが上様に知れたとわかれば、助け出す前に殺されてしまうかもしれません。ここは慎重に行かなければ」

「だが…」

「わ…、私からもお願いいたします、上様。どうか、このことはご老中様にはご内密に。この上、両親まで失いたくないのです…」

　当のやえにまで止められてしまえば、光彬もここは思い止とどまるしかない。確かに、純皓の言う通りなのだ。御庭番を動かしても、幕閣の実力者たる竹山の身辺を探り、やえの両親の居場所を突き止めるのは容易ではあるまい。

「…しかし、どうしたものか…」

　やえを救う手立てはただ一つ。光彬が夜伽を命じ、側室として遇してやることだ。

　竹山の狙いは世継の外戚となることなのだから、養女であるやえが見事光彬の寵ちょう愛あいを得れば、囚われの両親も解放される可能性が高い。逆に、何い時つまで経ってもやえがお手付きにならなければ、両親はおろか、やえ自身の命さえも危ういかもしれない。

「上様…。私なら大丈夫です。もはや、覚悟は出来ております」

　それはやえも既にわかっているのだろう。涙で瞼を腫はらしつつも、気丈に言い募る。

「御台所様の御前で厚かましいにもほどがあるとは思いますが…どうか、両親のためにも、私を……」

「やえ…」

　七日前に再会した時も可憐だったが、贅を凝らした打掛を纏い、いつもよりも高めに結い上げた髪に白い花簪を挿したやえはまさに美女と呼ぶに相応しい。遠い昔の初恋の少女が成長したなら、きっと今のやえのようになっているのだろう。

　純皓を迎える前の光彬なら、目の前で泣き濡れるやえの手を迷わず取ったに違いない。思いがけず想い人が手に入るばかりか、その苦境をも救ってやれるのだから。

　だが今、どうして光彬は雨に打たれた花のような想い人を前に、まるでその気になれないのか？　七日前もそうだったが、今はもっと顕けん著ちょだ。泣いたせいで少し乱れた項うなじにも、幾枚も重ねた小袖でも隠し切れない胸の膨ふくらみにも、少しも欲望を感じられない。将軍になる前、やえの湯上がりの姿を目撃しただけで眠れなくなってしまったのが嘘のようだ。

「上様…どうかお願いでございます。私を、お助け下さい…」

　……違う！

　潤うるんだ上目遣いに、真っ先に否定の言葉が閃ひらめいた。

　光彬が欲しいのは、手た折おられるのを待っているなよやかな花ではない。もっと圧倒的な存在感があって、誰もが魅入らずにはいられないほど艶美で、それでいて夫には従順に尽くし、時には思いがけない一面を覗かせる麗花だ。

「…上様。私から提案させて頂いてもよろしゅうございますか？」

　優しく問いかけられて初めて、光彬は自分が助けを求めるかのように純皓を見詰めていたことに気付いた。

　いつもと変わらない泰然とした態度に、混乱がすうっと治まっていくのを感じる。純皓は決して光彬に不利になるようなことはしないと、何時の間にか信じている自分に驚く。

「御台…提案とは、何だ？」

「はい。やえを私付の中﨟として引き取らせて頂くのはいかがでしょうか？　御台所付ともなれば、老中といえどもおいそれとは手を出せません。やえの安全は確保出来ると思います」

「確かにそうだが…お前はそれでも構わないのか？」

　一時的に場所を提供するだけならまだしも、夫の想い人を常に傍に置くなど、いくら純皓が男だからといっても耐えられないだろう。

　かつて、あの栄証院は自分の使用人だった光彬の母に夫を寝取られたと激怒し、酷い虐いじめを加えていたくらいだ。純皓がそんなことをしでかすとは思えないが、計り知れない心労を味わわせることになるはずである。

　なのに、純皓は光彬の不安を全て癒いやすかのように宣言するのだ。

「私は上様の妻、上様のお役に立つのは本望でございます」

「御台…、お前は…」

　健気な微笑みに再び初恋の少女が重なり、覚えたばかりのあの衝動が押し寄せる。自分よりもずっと逞たくましいこの男を抱き締め、慰めてやりたい。

　だって、光彬にはわかるのだ。純皓はきっと心の中では泣いている。光彬にやえのことなど考えさせたくない、叶うならば遠ざけてしまいたいと。そんな苦しみを、光彬のために圧おし殺し、光彬の役に立とうとしてくれているのだ。

「…わかった。お前の気持ち、ありがたく受け取らせてもらおう。やえもそれでいいな？」

「は…あ、ですが…」

　己と両親の安全を確保出来るばかりか、好きでもない男に抱かれずに済むのだ。現状、これ以上の良案は無いはずなのに、やえは何故か戸惑っている。化粧の施ほどこされた顔に、僅かな失望が滲んでいるように見えるのは気のせいだろうか。

「この上、御台所様にまでご迷惑をおかけしてしまうのは心苦しゅうございます。私一人が耐えれば良いことですのに…」

「私は構いませんよ。上様にとって大切な方は、私にとっても同じ。ましてや私は正室たる御台所なのですから、大奥に住まう者たちを守るのは当然の義務です」

　やえの遠慮がちな発言にも、純皓は慈悲深い笑みを崩さない。

　うっとりと妻に見入る光彬の視界には、当然ながら、役者が違いますねとばかりにほくそ笑む咲の姿は入らない。

「……慈悲深いお言葉、感謝の言葉もございません。御台所様のご指示に従いたいと思います」

　やがてやえが畳に額を擦り付けるようにして頭を下げると、純皓は満足そうに頷き、さっそく指示を出した。

「では、咲。やえに新御殿を案内してあげなさい。奉公に上がったばかりでわからないことも多いでしょうから、奥女中としての心得などもしっかりと教えるように」

「かしこまりました。さあ、やえ様。参りましょうか」

　同じ御台所付でも、側室候補の中﨟であるやえの方が咲よりも身分は高いのだが、咲は大奥における先せん達だつだ。やえは名残惜しそうにしつつも素直に咲の後を付いて退出した。

　相変わらず純皓の傍には人が少ないので、咲たちが行ってしまえば御休息の間には光彬と純皓の二人きりになる。

「…礼を言う、御台。お前のおかげで助かった」

「何を仰おおせになります。…私は、上様のお望みを妨さまたげてしまいましたのに」

「妨げる？　どういうことだ」

　光彬は心から感謝しているのに、何故、純皓は悲しげに俯いたままなのだろうか。

　やえよりもずっと大きな手をそっと握り締めてやると、妻である男は光彬の温もりに励はげまされたかのように口を開く。

「上様は、本心ではやえを傍に召したいとお望みだったのではありませんか？　そうなったとて、やえは上様に感謝こそすれ、恨みなどしなかったでしょう。私はまた、やえに対する醜みにくい嫉妬から上様を傷付けて…」

「…馬鹿を言うなっ！」

　無意識に迸ほとばしった怒声に目を見開く純皓を、光彬はぐいっと抱き寄せる。体格の差ゆえ、腕の中に閉じ込めるというよりは、自ら純皓の腕に収まりに行ったようなものだが。

「上様…？」

「俺は確かに、やえに惹かれていたが…側室にしたいと思ったことは無い！」

「…ですが、やえは美しい娘です。私と違い、上様の御子を産むことも出来ます。卑いやしい私などよりも、遥かに上様に相応しい相手です…」

　純皓の見かけよりもずっと膂りょ力りょくがあるはずの腕は垂らされたままだ。いつもなら…褥の中なら、太摩羅を銜え込まされた光彬がどれほど乱れようとがっしり支えて、光彬の望むままに胸元へと導き、光彬が大好きな胸の突起を思う存分しゃぶらせてくれるのに。

　苛立ちともどかしさが募り、光彬は純皓の打掛を荒々しく脱がせるや、体重をかけて押し倒す。

「上様っ…」

「どうしてわからないんだっ…子を産めるかどうかなど関係無い。今、俺が欲しいのは、お前だけなのに…っ」

　苛々と吐き出し、光彬は突き上げてくる欲望のままに行動した。

　純皓を味わうのに邪魔な帯を解き、小袖をはだけ、露になった胸にむしゃぶりつく。妻のたしなみとして下帯をつけていない股間に、己のそこを擦り付ける。いつもの自分とは思えないほど凶悪な感情が、嫉妬心と独占欲と呼ばれるものだと理解出来ないまま。







[image: ]







　だが、問題は無いのだ。自分にぶつけられている感情がどういうものなのか、他ならぬ純皓自身が一番よく理解しているのは、歓喜に満ちた表情からも明らかなのだから。

「あ…あ、上様…嬉しゅうございます……」

　力強い腕が骨も折れよとばかりに抱き締めてくるのは、たおやかな佳か人じんが雄の獣へと変貌する前兆だ。

「……今日はもう、政務に戻れると思うなよ？　俺に火を点つけた責任は、きっちり取ってもらうからな」

　そのまま体勢を入れ替えられ、覆い被さってきた妻の荒々しい口付けを受けた瞬間、光彬は心の中で歓喜の声を上げていた。







「な…、咲様、私は…このようなお役目は…」

　――光彬と純皓が睦むつみ合うご休息の間の、襖一枚を隔てた次の間で、やえは畳に手をついたままかたかたと震えていた。

　閉ざされた襖の向こうから漏れ聞こえてくる嬌声と淫らな水音、そして荒い息遣いがどういう類のものなのか、生き娘むすめのやえにも容たや易すくくわかる。おそらくは、艶めかしい声を上げさせられている方が光彬であることも。

　光彬に話して聞かせたのは、老中から大奥奉公を誘われた時に思いついた作り話だ。馬鹿がつくほどのお人好しの光彬のこと、やえの窮状を見逃せず、手を付けてくれるだろうと予想出来たから。

　そうすれば自分は今日からお手付き中﨟、子を孕めば側室として大奥に君臨出来るはずだと確信していたのに、まんまと御台所に邪魔されてしまった。

　それだけでも腹立たしいのに、やえに栄えい耀よう栄えい華がの元となる子種を授けてくれるはずの光彬を目の前で奪われ、こんなふうに見せ付けられるとは。御お年とし寄よりの花島は、御台所様は清廉潔白で素晴らしい御方だと絶賛していたが、絶対に嘘だ。女よりも綺麗な顔をして、腹の中は真っ黒に決まっている。

　屈辱と羞しゅう恥ちで今すぐにでもここから逃げ去ってしまいたいのに、咲は決して許してはくれない。新御殿を一周して戻ってきてからずっと、やえの隣に平然と並び、御台所が将軍を組み敷いて攻めたてているであろう肉と肉のぶつかり合う音が響いてきても涼しい顔だ。

「いけませんよ、やえ様。先程から申し上げているでしょう？　こうして上様の閨をお守りするのも、私たち奥女中の大切なお役目です」

「で、ですが、まだ陽も高いのに…上様が奥入りをなさるのは、暮れ五つを過ぎてからだと…」

「確かに、しきたりではそうなっていますが、上様は御台所様をことのほか慕わしくおぼしめし、刻限に関わり無くお求めになるのです。御台所様付の者ならば、慣れなければやっていけませんよ。…きっと、今宵もまた上様は御台所様をお求めになるでしょうから」

　咲の言葉を裏付けるかのように、ひときわ甘い嬌声が襖の向こうから迸った。

　やえが知る朴ぼく訥とつでつまらない少年だった光彬からは想像もつかない、聞いているだけでこちらまでおかしくなりそうな声音だ。鳴かせているのはあの役者よりも美しい御台所だと思うと、嫉妬と恥辱が身の内で荒れ狂う。

　……いくら美しいからといって、男のくせに！　上様の御子を産んで差し上げることも出来ないくせに！

　男のくせに、公家の出であるというだけで御台所の座を射止めた純皓が憎らしくてたまらない。やえは己の身一つで女の栄華を極めようとしているのだ。光彬の側室となり、世継の母となればそれが叶う。条件の良かった縁談を壊してまでようやくここまで来たのだから、もう後には退けない。

　……女の扱いすら知らなかった光彬のこと、あの性悪御台所にまんまと男だん色しょくの味を教え込まれ、夢中になってしまったに違いない。やえが女の良さを教えてやれば、きっと目を覚ますはず。何と言っても、光彬には世継となる子が必要なのだから。

　清楚な面差しに似合わぬ野望を抱き、一時の屈辱に耐えるやえを、咲が冷ややかに睥へい睨げいしていた。







　ともすれば脂やに下さががりそうになってしまうのを堪え、純皓は針を持った手を動かす。今宵もまた光彬が純皓の元へ渡ると知らせが入ったので、光彬のために寝間着用の単衣ひとえを縫い上げているのだ。

　一針一針愛情をこめて縫った寝間着を差し出せば、きっと光彬ははにかみつつも喜んで受け取り、純皓の精を孕んだ身体に纏ってみせてくれるだろう。きっと純皓は我慢出来なくなるだろうから、責任はその罪な身体で取ってもらおう。

　また朝方まで寝かせてやれないだろうが、今日の寝ずの番はやえだからちょうどいい。光彬がどれだけ純皓に夢中なのか、怒りと屈辱に震えながら思い知ればいい。

「…太夫、太夫。顔、でれでれしまくってますよ」

　同じく隣で縫い物に勤いそしんでいる咲が忠告してくる。どうやら自制は失敗したようだ。しかし、仕方が無い。身の内から歓喜が後から後から湧いて出て、勝手に顔が緩みっぱなしになってしまうのだから。

「幸せって、こういうことを言うのかもしれないな…」

　柄にも無い言葉がぽろりと飛び出て、咲をぎょっとさせてしまうのは、やえが奉公に上がった日のことを思い出してしまうからだ。

『子を産めるかどうかなど関係無い。今、俺が欲しいのは、お前だけなのに…っ』

　あの切羽詰まった告白を聞いた瞬間、歓喜で脳が焼き切れるのではないかと思った。

　光彬は純皓自身ではなく、純皓に与えられる快楽だけを欲しているのではないか？　美しく装ったやえに懇願されたら、純皓が居ようと構わず手を付けるのではないか？　そんな不安が渦巻いていたからこそ、喜びはいや増した。

　もどかしげに純皓の衣装を剝はぎ、胸に吸い付いてきた光彬が憎らしいほど愛しかった。そのしなやかな若木のような身体を貫つらぬき、抱き締めて、勝者の歓びに酔い痴しれた。

　咲が気を利かせて次の間にやえを控えさせたのには勿論気付いていたから、いつもよりもっと光彬を快感でさえずらせた。いっそ襖を開け放ち、光彬が貫かれて乱れる様を見せ付けてやろうかとさえ考えた。後でやえの両目を潰してやればいいだけの話だ。

　ひどく魅力的な誘惑に、純皓は耐えた。

　やえにはまだ利用価値がある。そのために、噴ふん飯ぱんものの出任せで光彬の同情を買おうとした不ふ埒らちな女をわざわざ手元に置いたのだ。

　純皓付になれば純皓の庇ひ護ごを受けられるが、同時に純皓の監視下に置かれることになる。光彬に陰で近付くのを防ぎ、こちらの思う通りに動かせる。まさに一石二鳥である。

「太夫、幸せいっぱいなのはいいですけど…まさか、ご命令を忘れたわけじゃないですよね？　こっちはいい感じに煮詰まってきてるんですが」

「ん？　当たり前だろう。俺はそこまでおめでたくはない。で、栄証院はどうなってるんだ？」

　純皓が冷静に促うながすと、咲はほっとしたように話しだした。

「上様がこのところ足繁く御台所様の元を訪ねられるのは、新しく御台所様付になった中﨟のやえがお目当てのようです。まだ御台所様に遠慮されていますが、御手が付くのも時間の問題だと思われます…と唐から橋はしも使って吹き込んだところ、とうとう決意を固めたようです。実家を通じて、腕に覚えのある浪人たちを集め始めました。太夫とやえの動きは逐一報告するよう厳命されましたから、近いうちに動きがあるかと思います」

「そうか。…いよいよだな」

　光彬が抜け井戸を利用して頻繁に城下へ下りているのは有名だから、きっと栄証院も知っているだろう。何らかの手段で光彬から御庭番を引き離し、警護の薄い城下へおびき寄せ、浪人たちに始末させるつもりに違いない。

　恵渡城にあるべき将軍が城下で斬殺されたなど決して公には出来ないから、表向きは病死とされるだろう。

　そして光彬の嫡子が一人も居ない今、次の将軍位は鶴松に回ってくる。

　栄証院の企みは咲のおかげでほぼ純皓に筒抜けであり、どうやって光彬をおびき寄せるかも大体想像がつくのだが、気を抜いてはいけない。万が一にも、光彬が傷付くことがあってはならないのだ。

　全ては純皓と光彬が末永く幸せに二人だけの世界で暮らすため。ここが正念場である。

　主従二人が綿密な話し合いを重ねているところへ、襖の外から唐橋が声をかけてきた。

「…失礼します。御台所様、これより上様がお渡りになるとの仰せです」

「上様が…？」

　今日は政務が立て込んでいるから、奥入りは夜だったはずだ。

　訝しく思いつつも針箱を片付けていると、光彬はすぐに現れた。珍しくもどこか焦ったような顔をしている。

「いかがされましたか、上様。何かあったのですか？」

「いや…、その、実は…、良からぬ噂を聞かされ、気になってな…」

「噂…で、ございますか？　一体どのような…」

「……その…、お前が側室候補の娘たちに陰で辛く当たっている、と…」

　実に言い辛そうに、光彬は視線をさまよわせる。

　あの雌狸め――忌々しい娘の顔が真っ先に思い浮かび、純皓は舌打ちしたくなるのを堪えた。

　光彬にそんな噂を吹き込んだのはやえに違いない。ひたすら憐れな自分を演出し、純皓を貶おとしめることで、光彬の気を引こうとしているのだ。光彬もやえの言うことなら頭から信じはせずとも、疑いくらいは持ったのかもしれない。

　だから、光彬が真っ直ぐに純皓を見詰めてきた時には戸惑ってしまった。

「…すまん。俺のせいだ」

「私を…お疑いになったのでは、ないのですか？」

「まさか。御お末すえたちにまで分け隔てなく優しく、やえをも守ろうとするお前が、今更そんなことをするわけがない。…きっと、俺が何時まで経っても手を付けないので、中﨟どもがお前に嫉妬してありもしない噂をでっち上げたのだろう」

「では…、もしや私を心配して、おいで下さったのですか…？」

　疑われたのではない。自分は光彬に信頼されている。

　溢れ出しそうな歓喜と愛しさを押さえ付けながら問えば、光彬は項まで真っ赤に染め、純皓の手を握ってくれた。

「…お前の耳にもこんな噂が届いて、心を痛めていたらと思うと、居ても立ってもいられなくなって…」

「上、様……っ！」

　――ああもう、なんて男前で凛り々りしいくせに可愛い男なんだ。お前、今すぐここで裸にひん剝かれて摩羅を突っ込まれた挙句、西の都にかどわかされたって文句は言えないんだぞ？　わかってるのか？

　容赦無く責め立ててやりたいのを堪え、純皓はそっと光彬の手を握り返す。光彬好みの健気な妻に見えるよう、細心の注意を払いながら。閨の外で本性を晒さらすには、まだ早い。

「嬉しゅうございます…上様さえ信じて下さるのなら、私はどのような噂を立てられようと平気です…」

「御台…だが、辛くはないのか？　お前は大奥の者たちのため常に心を砕いているのに、これでは恩を仇あだで返されているようなものだ」

　光彬が辛そうに唇を引き結んでいるのは、生母のことを思い出してしまったからかもしれない。

　やえは実にいい仕事をしてくれた。ここで一気に攻め込めば、ぐらつきつつある光彬の心は、ますます純皓に傾いてくれる。

「私などよりも…恐れながら、本当にお辛いのは上様でいらっしゃいます」

「俺が…？」

「はい。上様はお母上様のような女性を生み出したくない一心で、側室を取ろうとはなさらないのでしょう？　お優しいが故ゆえに上様が悩まれることの方が、私は辛うございます」

「御台、……っ！」

　堪えかねたように抱き寄せてくる腕の中に、純皓は強い充足感と共に自ら収まった。

　体格差ゆえ、光彬がどんなに頑張っても純皓のようにすっぽりと腕に収めることは出来ないのだが、それでも精一杯の力で抱き締めてくれるのが嬉しい。遠い昔、純皓をか弱き存在として守ってくれたあの凛々しい若武者の姿が脳裏に鮮やかに思い浮かぶ。

「何故だ…、何故お前はそこまで俺を想ってくれる？　俺は、お前に何もしてやってなどいないのに…」

「いいえ、上様はもう充分にして下さいました。上様は誰に対しても等しく手を差し伸べられる優しい御方…」

　初めての恋に堕ちた日のことを話してしまいたい誘惑にかられるが、光彬はそんな昔のことなど覚えていないかもしれない。そんなことがあったか、と首を傾げられたりでもしたら、きっと純皓の胸は張り裂けてしまうだろう。

「大奥に住まう者がお優しい上様のご寵愛を欲するのは当然のこと。…もしも、上様の御眼鏡に適かなう娘が居りましたら、どうぞそのお慈悲をお与え下さいませ。私では、上様の御子を産んで差し上げられないのですから…」

「…御台！　まだそのようなことを気にかけているのか。子が産めるかどうかなど、どうでも良いと言ったものを…」

　光彬はもどかしげに首を振り、純皓の顔を己の胸に埋めさせる。

　従順に力を抜きながら、純皓はしてやったりと口の端を吊り上げた。光彬の意向を確かめ、言げん質ちを取る良い機会が巡ってきたようだ。

「ですが、上様にはお世継が必要です。私が産めない以上、側室の誰かに産んでもらわなければなりません」

「いや…、罪無き女子に母上のような立場を強しいてまで、我が子が欲しいとは思わん。幸い、異母弟の鶴松があの流行はやり病やまいから生き延びてくれた。次の将軍位は、鶴松に譲ればいいと思っている。…だから、お前が心配することなど何も無いのだ」

　よし、と会心の笑みを浮かべ、拳をぐっと握り締めたくなるのを、純皓は懸命に堪えた。そうだろうとは思っていたが、やはり光彬は側室だけでなく我が子も欲してはいなかったのだ。

　本当に良かった。これで心置きなく今後の計画を進められるというものだ。

　もしも子が欲しいなどと言われたら、光彬の手の届く範囲に居る妊娠の可能性のある女子全てを排除しなければならないところだった。純皓が産めない以上、他のどんな女にだって光彬の子種を宿し、産み育てることなど絶対に許せない。

　純皓が合図するまでもなく、咲は無言で礼をしてから退室していく。

　光彬が昼日中から純皓の元を訪れている、今度こそやえに手が付くかもしれないとでも栄証院に吹き込んでくるつもりなのだろう。きっとますます危機感を煽られ、決行を早めてくれるはずだ。

「嬉しい……！」

　純皓は感極まったように光彬を抱き返し、そのまま体重をかけて押し倒した。勿論、光彬の着流しの帯を解いておくのも忘れない。

「…っみ、御台…っ」

「では…、私はこれからも上様のお傍に居て良いのですね？　…子の産めない私を、疎うとまれたりはなさらないのですね？」

　突然体勢を替えられ、面食らっていた光彬も、純皓の心細そうな問いかけに真剣な表情で力強く頷く。

「当たり前だ。何故かはわからないが…俺は、着飾った女子たちよりも…お、お前の方が…その、……」

「…上様？」

「その…だから、あの……お前の方が……いい」

　口説き文句と呼ぶのもおこがましい、不器用な言葉。

　好きだとも、愛しているとも言ってくれたわけではない。あまりに純皓がいじましいから、憐れんで同情してくれたのかもしれない。まだ女子を知らないがゆえに、純皓の身体が最上だと思い込んでいるだけなのかもしれない。

　…でも、いい。それでもいい。光彬が自分を求めてくれているのだから。

「ああ…っ、上様…！」

　背中から腰をなぞってやれば、光彬は心得たように尻を浮かせ、下帯を解きやすくしてくれる。

　着実に純皓に馴染みつつある身体を開き、摩羅を受け容れさせるための準備を施しながら、純皓はちらりと背後の襖を窺った。何事も抜かりの無い咲のこと、次の間には自分の代わりにやえを控えさせているはずだ。

　光彬が自分の吹き込んだ噂話を信じなかったばかりか、いっそう純皓との仲を深める羽目になって、どれだけ悔しがっていることだろう。光彬が惹かれたあの清楚な美貌を悪あっ鬼きの如く歪ゆがめ、嫉妬に悶もだえていると思うだけで愉ゆ悦えつがこみ上げる。高らかに笑ってやりたくなる。

　――せいぜい、そこで指を咥くわえて聞いていろ。そして精一杯踊るがいい。俺の役に立てば、命までは取らないでいてやろう。

「何と嬉しいお言葉…。まだ陽は高うございますが、どうか…私を、可愛がって下さいませ。さもなくば、嬉しさのあまり天まで昇ってしまいそうですから…」

　心の中では夜や叉しゃの如く凄すごみ、光彬には蕩とろけんばかりに甘い笑みを浮かべ、純皓は愛しい身体に己を埋めていく。

　襖の外で、みしいっ、と扇子のへし折れる小さな音が響いた。







　老ろう中じゅうとの面談を終え、昼食前の政務にひと段落がつくと、門かど脇わきが阿あ吽うんの呼吸で小こ姓しょうたちを下がらせ、茶を運んできた。中なか奥おくの御ご座ざの間まは将軍が政務を執るための部屋だが、門脇と二人だけならば力を抜いてくつろぐことも出来る。

「…おや、これは？」

「金こん平ぺい糖とうでございます。お疲れの時には甘いものが良いと聞きますので」

　茶碗と一緒に出された色とりどりの菓子を指差せば、門脇がしたり顔で答える。光みつ彬あきは程良い熱さの茶を啜すすり、にやりと笑った。

「お前、今まで菓子なぞ出したことは無かっただろうに。…甘いものが良いと聞かせてくれたのは、咲さきか？　うまくいっているようで何よりだ」

　問いかけたとたん、門脇の手から盆が転がり落ちた。

　門脇は慌てて拾おうとしたものの手を滑らせてしまい、盆は部屋の隅までころころと転がっていく。それを追いかけようとしてたたらを踏み、前のめりに倒れ込み、びたんっと盛大に畳に顔を打ち付けてしまう。

「お、おい、大丈夫か？」

　ほんの悪いた戯ずらのつもりで尋ねただけだったのに、こんな反応は予想外だ。まさか、あの鬼おに瓦がわらがここまで取り乱そうとは。

　幸いにも門脇は傷一つ負わず、勢い良く起き上がった。ぎょろりとした目が盛大に泳いでいる。

「わわわわわわ若、は、はい、大事ございません。何ともありませんとも」

「そ…、そうか？　ならば良いが…」

　どう見ても大丈夫ではなさそうなのだが、門脇が突っ込んで欲しくない気配を漂わせているのでそれ以上は聞かないでおくことにする。

「いい機会だから言っておくが、俺は咲が奥おく女じょ中ちゅうだからといってお前との付き合いを咎とがめるつもりは無いぞ。咲はお前にぞっこんだそうではないか。お前の良さがわかる上に、あれだけ美しい女子なぞそうそう居ないだろう」

「女子……若は、咲が女子だと……？」

「うん？　何を言っているんだ、当たり前だろう」

　もしや、さっき転んだ弾みで頭を打ったのではないかと心配になる。あの華きゃ奢しゃで愛らしい娘が、女子以外の何だというのか。

「ソッ、そうですよね。咲は女子、女子、女子……」

　ぶつぶつと、己に言い聞かせるように門脇は何度も呟く。どうして若はご存知無いんだ、だの、御み台だい所どころ様はご承知なのか、だの、合間合間に意味不明な独り言を挟みながら。

「ああ、御台なら咲とお前のことを既に知っている。御台は優しいから、誠実に請えばきっと咲を娶めとる許しもくれるだろう。俺も口添えは惜しまないぞ、他ならぬお前のためだからな」

　純皓に遠慮しているのかと思って励はげましてやれば、門脇はカッと目を見開き、ぶるぶると震えながら涙を流す。

「あ…、りがどう、ごじゃりま、ずっ…」

「おい、どうした？　真っ青だぞ。悪いものでも喰ったのか？」

「いっ…、いえ、ただ、嬉じい、だげでっ…」

　門脇は必死に大丈夫だと主張するが、明らかに挙動不審である。真冬でも平気で水浴びをするような男なのだ。

　鬼の霍かく乱らんということもあるし、御ご典てん医いを呼ぶべきかと迷っていると、前触れも無く襖ふすまが開け放たれた。厳格な老女らしくもなく、打うち掛かけの裾すそをからげる勢いで駆けこんできたのは花はな島じまだ。背後には肩で息をするやえの姿もある。

「上様…！　一大事にございます…！」

「花島？　どうしたのだ、突然…」

　花島は周囲に人が居ないのを確かめるや、息を整える間も惜しんで告げた。

「み…、御台所様が、…お姿を、消されました…！」

「…っな、なんだと…!?」

　乳兄弟との和なごやかな空気は一気に吹き飛んだ。脳裏に浮かんだ純皓の面影が真っ赤に染まる。

　光彬は老女に摑みかかり、がくがくと揺さぶった。

　いつにない剣幕に恐れをなしたのか、やえが小さな悲鳴を上げるが、構ってなどいられない。

「どういうことだ。御台が姿を消したとは…何があったんだ！」

「若…いえ、上様！　落ち着いて下さい。それでは、花島殿は何も申し上げられません！」

　門脇に制止された光彬がはっとして解放すると、花島は責めるでもなく沈痛な面持ちで床に手をついた。

「恐れながら、申し上げます。本日、中なかノの丸まるでは栄えい証しょう院いん様が花見の宴を催もよおされ、大奥からも御台所様や唐から橋はしなどの主だった奥女中たちも招かれておりました」

「…栄証院だと？」

　その名を聞くだけで嫌な予感が過よぎる。門脇も同じなのだろう、鬼瓦が更に厳いかめしくなった。

　緊迫した空気をものともせず、花島は続ける。

「そのため、御台所様の新御殿は人が少なくなっており…そこを狙い、賊が入り込んだのでございます。賊は留守居を申し付けられていたやえと遭遇し、口封じも兼ねてかさらおうとしたそうなのですが、そこへ偶然、体調を崩された御台所様が戻ってこられて…」

　そこで光彬が射るような眼差しを向けると、やえががたがたと震えながら続きを引き取った。

「み…、御台所様は、私を庇かばわれて…代わりに、賊にさらわれてしまわれて…」

「……」

「賊は、決して公こう儀ぎには届け出るなと私に刃を突き付けて脅し、これを上様に渡すよう申し付けてから去って行きました…」

　やえは震える手で一通の書状を差し出した。

　なるほど、花島がしきたりを破ってまでやえをここまで同行させたのは、御台所誘拐の事実を可能な限り広めないためだったのだろう。賊の脅し文句からして、ことが露ろ見けんすれば純すみ皓ひろの命に係わるかもしれない。

「…やえを助けたくば、本日暮くれ六むつ、将軍一人で城下の相そう明めい寺じまで来い。公儀に知らせた場合、命の保証は無い…か」

「…なんと不ふ遜そんな…！」

　光彬が読み上げた内容に、門脇は激昂し、花島は息を呑んだ。

　賊の意図は明らかだ。光彬が大事に想う者を人質にしておびき寄せ、命を奪うつもりなのであろう。

　側室候補の中でただ一人御台所付になったやえは、光彬が足繁く純皓の元に通っていることもあり、光彬の意に反してお手付きになる可能性が最も高いと噂されているのだ。光彬の命を狙う賊に知られていてもおかしくはない。

「も…っ、申し訳、ございません…っ！」

　やえがたまりかねたようにしゃくり上げ、倒れ伏す。

「御台所様は…、私の身代わりになられたのです。おいたわしい…、今頃どのような目に遭われているか…うっ、うううっ…」

「…落ち着け、やえ。泣いていても何も始まらん。賊の人数や人にん相そう風ふう体ていなど、覚えていることがあったら教えてくれ。それから、花島は大奥に戻り、御台のことは伏せた上で充分に警戒させよ。何なら中奥から応援を頼んでも構わない。門脇はこのことが万が一にも漏れないよう、御庭番どもと一緒に警戒せよ」

　はい、と頷いてすぐに退出していった花島と門脇とは対照的に、やえはすぐにでも着替えを始めようとしている光彬に縋すがり付く。

「お…、お待ち下さい！　まさか、賊の言うことに従われるおつもりなのですか…？」

「当たり前だ。俺が行かねば、御台の命は無い」

　賊の正体に、薄々察しはついていた。栄証院だ。光彬がやえに手を付け、世よ継つぎが産まれてしまえば鶴つる松まつは一生将軍にはなれない。そこでやえをさらい、誘い出した光彬共々始末してしまおうと考えたに違いない。

　賊が指定してきた相明寺とは、城下の外れにある廃はい寺でらだ。光彬がしばしばお忍びで城下を歩き回っていると知らなければ、一人で来いなどとは言えないはずである。その上、栄証院が宴を催した隙に賊が押し入ったとくれば、疑わない方がおかしい。大奥の仕組を熟知し、未だ影響力を持つ栄証院ならば、賊を招き入れることも可能だ。

　計画が狂い、やえではなく純皓をさらってしまったとしても、栄証院は思い止とどまらないだろう。要は光彬を自みずからの領域に誘い込み、始末してしまえばいいのだから。そして、利用価値の無くなった純皓もきっと、光彬の後を追わされる。

　ここで栄証院を捕らえさせ、詰きつ問もんしても無駄だ。栄証院は知らぬ存ぜぬを通すだろうし、そんなことをしている間に純皓は殺されてしまうかもしれない。今、光彬には賊の指示に従うという選択肢しか無い。

　冷静に、冷静にと言い聞かせる理性が、ともすれば荒れ狂う焦燥に食い破られそうになっている。

　純皓は体格こそ光彬に勝っているが、腕に覚えはまるで無く、荒事とは無縁に生きてきたのだと言っていた。

　刃を手にした賊にさらわれ、どんなに心細く、辛い思いをしていることか。いや、男であってもあの美貌だ。まだ命までは奪われないとしても、不ふ埒らちな欲望を募つのらせた賊の毒どく牙がにかかってしまうかもしれない。

　光彬を慈いつくしみ、毎夜奉仕をしてくれたあの身体が、今この瞬間も野や卑ひな男たちに蹂じゅう躙りんされているかもしれないと思うと、いてもたってもいられなくなる。きっと純皓は、光彬の助けを今か今かと心待ちにしているはずなのだ。

　光彬の荒れ狂う内心も知らず、やえは光彬に縋り付いたままいやいやをするように首を振る。

「いけません…！　上様、お心はわかりますが、どうかお留まりを…！」

「…何だと？」

　自然と零こぼれた声音は凄すごむように低く、やえが小動物のようにびくっと身体を跳ねさせるが、可哀想だともすまないとも思えなかった。

　涙をいっぱいに湛たたえた大きな目で見上げられ、こんなふうに縋り付かれれば、かつての光彬なら甘酸っぱいときめきを覚えただろうに、今は疎うとましくしか感じられない。どす黒い靄もやが、心を覆い隠していく。

「み、御台所様のお命は、確かに大切です。ですが、天下の将軍であられる上様のお命には代えようがありません」

　震えつつも懸命に言い募るやえは、果たして気付いているのだろうか。やえが言葉を尽くせば尽くすほど、光彬の心が凍り付いていくことに。

「…恐れながら、御お子こを成すことも叶わない御台所様のために、上様が危険を冒す必要などありません。ご家来衆に捜索を命じられるべきです」

「……お前は…っ！」

　そして今、僅かに残っていたやえに対する淡い恋心は、粉々に砕け散った。血が滲むほど強く握り締めていた拳で柱を殴りつけ、やえを乱暴に振り解く。

「上様…っ!?　何をなさるのですか？」

「女おな子ごに生まれたことを感謝するのだな。お前が男なら殴っていた」

「そんな…っ、上様、私はただ…上様のために…っ」

「まだ言うか！　…御台は、お前を命懸けで助けたのだぞ。お前が俺の大事な存在だから守ると言っていたのだぞ。御台はその誓いを守ったのに…、…っ！」

　己の言葉に愕然とさせられる。そうだ、純皓が身を挺ていしてまでやえを守り抜いたのは光彬のためなのだ。やえに何かあれば光彬が悲しむと思ったからこそ、身代わりになったに違いない。

『私は上様の妻、上様のお役に立つのは本望でございます』

「…馬鹿な、ことを…！」

　さらわれたのがやえだったら、きっとこの胸はここまで痛みはしなかった。

　純皓だからだ。純皓さえ無事で、光彬の傍かたわらで微笑んでいてくれれば、何があっても動じずにいられた。自分よりも広い胸に収まり、耳に心地よいあの低い声で愛を囁かれていれば、安心しきって眠りに就けた。純皓以外の者だったら…たとえ、初恋の少女であっても、こんな気持ちにはなれない。

　……ああ、そうか。これが愛というものか。

　心の中にすとんと落ちてきた答えは、何の違和感も無く馴染み、光彬の目を開かせた。

　公く家げの手先ではないかと疑ったこともあった。逢ったことさえ無い男を、どうしてそこまで慕したえるのかと疑問に思っていた。どうやらかつて逢ったことがあるらしいが、未だに思い出せていない。もしかしたら、純皓がかつて出逢い、恋に堕おちたのは光彬ではなかったのかもしれない。

　けれど、そんなものは全て些さ細さいなことだ。今、光彬の心を満たし、衝き動かすこの圧倒的な感情に比べれば。

　愛している、愛している、愛している。

　一刻も早く純皓を取り戻し、告げてやりたかった。純皓はいつだって最高に美しい微笑みと共に愛を捧ささげてくれたのに、光彬はただそれを受け止めるだけ…否、ただ翻弄されるだけだったのだから。

「上様……？」

「…誰か！」

　絶望に顔を歪めたやえは無視し、天井に呼びかけると、すぐに全身を黒の衣装で固めた御庭番が舞い降りた。

　全ての遣り取りを聞いていたのだろう。光彬が頷いてみせただけで素早くやえに接近して鳩みぞ尾おちを打ち込み、悲鳴を上げる暇さえ与えずに失神させる。

「しばらく、どこか人目に触れぬところへ閉じ込めておけ。俺が戻るまで決して出すな」

「…はっ」

　やえを担かついだ御庭番が音も無く姿を消すと、光彬は動きやすい小こ袖そでと袴はかまに手早く着替え、祖父の形見の大小を差した。早くしなければ、門脇と花島が戻ってきてしまう。

　光彬の気性をよく知る門脇でさえ、光彬が一人で賊の元へ向かうなどとんでもないことだと止めるだろう。太平の世を迎えた今、将軍の役割は自ら戦陣に立ち勇ましく戦うことではなく、何があっても生き延びることだ。七しち條じょう家の男子ならば、必ずそう言い聞かされる。将軍としてならば、やえの言葉は正しいのだ。

　だが、光彬は敢えて禁を犯す。自ら刀を振るい、立ちはだかる敵を一人残らず蹴け散ちらしてみせる。さもなくば、愛しい妻は取り戻せない。

「…純皓…、俺が行くまで、無事でいてくれ…」

　たった一人の出陣も、恐ろしくはなかった。太刀持って向かう先に待つのは、光彬の愛しい妻なのだから。







　華やかな恵え渡どの町にありながら、信者はおろか住じゅう持じにまで見捨てられ、廃すたれた寺の荒れ果てた庫く裡りに、純皓は全身を縄で縛いましめられた状態で転がされていた。

「…こいつは驚いた。噂には聞いていたが、まさか評判の御台所様が本当に男だったとは」

「けど、別べっ嬪ぴんだぜ。こんな上じょう玉だま、葦よし原わらでもお目にかかったことがねえ」

「公く方ぼう様さまは、毎晩この別嬪を鳴かせてるわけか…くそ、あやかりてえもんだな」

　どこかすさんだ空気を纏まとった浪人たちが純皓を取り囲み、舌なめずりをせんばかりに品定めをしている。気配からして、数はざっと三十名ほどか。

　大奥に忍び込んだ賊は、純皓をここまで連れてきた後、彼らに引き渡したのだ。純皓という極上の獲物を前に、欲望を滾たぎらせた顔を隠そうともしないのは、純皓を嬲なぶりものにした後始末してしまうつもりだからだろう。

「…なあ、本当にこいつを頂いちまっていいのか？」

　案の定、首領格の浪人が庫裡の隅にひっそりと佇たたずむ中年の女に問いかける。

　女は目ま深ぶかに頭ず巾きんを被かぶって人相を隠しているが、純皓にはその正体がわかっていた。栄証院の腹心の奥女中、瀧たき井いだ。光彬が絶命する様を、主に代わって見届けるためにわざわざ恵渡城から抜け出してきたのだろう。

「構わぬ。命さえあればどうなっても良いとの仰おおせじゃ。煮るなり焼くなり、好きにするが良い。私は御お堂どうに居るゆえ、全てことが片付いたら知らせよ」

　瀧井はさも汚らわしいとばかりに眉を顰め、さっさと奥へ引っ込んでいってしまった。居丈高な態度に浪人たちは鼻白むものの、すぐににやにやとだらしなく笑い合う。

「よし…お許しも出たことだし、さっそく頂くか。まずは俺からだよな」

「何言ってる。お前は男はやったこと無いだろうが。ここは経験豊富な俺から」

「いや、あのいけすかない女と交渉したのは俺だぞ。最初は俺に決まってる」

「それを言うなら……」

　我も我もと次々に名乗り出ては言い争う男たちをよそに、純皓は失神したふりを演じながら、内心ほくそ笑んでいた。…どうやら、計画は順調に進んでいるようだ。

　光彬を亡き者にすべく浪人たちを集めだした栄証院に、具体的な策を授さずけたのは咲だ。花見の宴を催し、大奥が手薄になった隙を突いて賊を忍び込ませ、やえをさらう。そしてやえを餌えさに光彬をおびき出し、浪人たちに始末させた後、やえも殺してしまう。そうすれば万が一にも光彬の子が産まれる可能性は無くなる。咲をすっかり信用していた栄証院はその案を採用し、今日とうとう実行に移したのだ。

　やえではなく純皓をさらってしまったと報告された時には多少うろたえたかもしれないが、光彬がおびき出されてくれるならどちらでも同じだと思い、安堵しているだろう。そろそろ賊の残した書状を光彬が読み、恵渡城を出る頃だから、これで鶴松が将軍になれると高笑いをしているかもしれない。…咲の授けた計画を考案したのが、純皓本人だとは知りもせず。

　純皓の真の狙いは、敢えて栄証院に事件を起こさせ、言い逃れ出来ない悪事の証拠を握った上でそれを徹底的に潰してやることだ。

　光彬に子を作る意志が無く、鶴松に将軍位を譲るつもりなのは明らかだが、いくらそう言い聞かせてやったところで栄証院は納得すまい。いつか生まれるかもしれない世継を恐れ、光彬の命を狙い続けるだろう。

　抹まっ殺さつするのが最も手っ取り早いのだが、鶴松が無事成長して将軍位を受け継ぐまでは、後ろ盾だてたる実母は綺麗なまま生かしておかなければならない。下手にことを露ろ見けんさせ、醜しゅう聞ぶんに塗まみれさせるのも駄目だ。己の分を弁わきまえさせた上で、大人しくさせるのが一番である。そのために純皓は輿こし入いれ以来密やかに動き続けていたのだ。

　純皓を拉致した賊は自分が忍び込ませておいた配下だと思っているのだろうが、栄証院の配下は純皓が輿入れした日に始末され、純皓の配下に入れ替えられている。彼らを純皓に代わって指揮するのは咲だ。

　だからこそ、純皓はやえがさらわれようとしているまさにその瞬間に居合わせ、代わりにさらわれる…否、さらわせることが出来たのである。全身を縛める縄も、しっかり食い込んでいるように見せかけて、その実少し力を入れれば簡単に解けるようになっていた。

　純皓が咲たち演じる賊にさらわれる時のやえは見物だった。御台所様、御台所様と悲痛に叫びつつも、内心では快かい哉さいを上げているのが手に取るようにわかった。光彬の寵ちょう愛あいを独占する憎い男が自ら消えてくれたのだから当然だろう。光彬にも、自分のせいで純皓がさらわれてしまったとしおらしく泣きついたに違いない。

　けれど、それは逆効果にしかならなかっただろうと純皓は確信していた。やえを初めとした側室候補たちが大奥に入ってきてくれたおかげで、光彬は改めて光彬好みを装う純皓の健けな気げさ、いじらしさを気に入ってくれたはずだ。あれだけの数の美女には目もくれず、純皓だけの元に通い続けているのがその良い証であろう。

　きっと今頃、光彬は取り縋るやえを振り払い、純皓の元へ向かってくれている。疑いなど微塵も無かった。

　純皓を助けてくれるのは、いつだって光彬なのだ。七年前、誰もが見て見ぬふりをしていた中、颯さっ爽そうと現れてごろつきを追い払ってくれたように。きっともうすぐここへ駆けつけて、純皓を凶悪な賊どもから救い出してくれる。その光景を思い描くだけで、まるで七年前と同じ、凛り々りしい若わか侍ざむらいに守られるか弱い乙女になったような気分に酔える。もう一度あの時のときめきを味わいたい、光彬に守られる悦よろこびに包まれたいと願ったからこそ、純皓はあえて自分をさらわせたのだ。

　光彬は純皓を心配してくれただろうか。純皓の身が賊どもに穢けがされているかもしれないと想像し、煩はん悶もんしてくれただろうか。

　大丈夫、と、妄想の中の光彬にそっと囁きかける。

　……大丈夫、大丈夫。純皓の身も心も光彬のものなのだから、好きにしていいのは光彬だけだ。

　光彬の唯一の妻として、絶対に貞操は守ってみせる。だから安心して、助けに来て欲しい。光彬が来てくれるのを、純皓はずっと待っているから。七年前のあの時と同じように…あの時からは、自分は随分と成長してしまったけれど……。

「…おい、おい！　起きろ、別嬪さんよ」

　七年前の光彬をうっとりと思い出し、せっかく夢気分に浸ひたっていたのに、無粋なだみ声がぶち壊した。

　うつ伏せの状態からごろんと転がされ、仰向けにされると、獣じゅう欲よくを隠そうともしない浪人たちが薄ら笑いを浮かべながら光彬の四し肢しを押さえ付ける。

「…そなたたち、何者です」

　たった今、目覚めたばかりを装って問うと、ぎゃはははははと盛大な笑い声が巻き起こる。

「そなたたち、ときた！　さすが公家のお姫さんは違うな、いや、お坊ちゃまか？」

「目を開けてるといっそう別嬪だなあ！　殺しちまうのが惜しいくらいだ。なあ、殺したことにして陰かげ間ま茶屋にでも売り飛ばせばいい金になるんじゃねえか？」

「そいつはいい考えだ。そうすりゃ、俺らもまたやれるしな！」

　浪人たちがさんざん残酷かつ身勝手極まりない話で盛り上がっている間、怯えたふりで震えてやっていたのが良かったのか、首領格の浪人が愉悦を滲ませた顔をぐいと近付けてくる。

「残念だが、俺らのことは教えてやれねえんだよ、別嬪さん。でも安心しな、公方様なんかよりずっといい思いをさせてやるから」

「そうそう！　どうせ公方様なんて、いい物喰っちゃ寝てばかりの軟弱な坊やだろ？　あんたほどの別嬪は勿もっ体たい無ないぜ」

「違いねえ！　大奥には千人近くの美女が居るって話だが、一人も満足させられないんだろうぜ。だから未だに世継の一人も出来ねぇんだよ！」

　首領に追つい従しょうした浪人たちが再びげらげらと笑い合う。栄証院の後ろ盾の元、これまでもさんざん悪事に手を染めてきたのだろう。武士らしさは欠片かけらも無く、山賊の集団と言った方がしっくりくる下劣さだ。御み簾すの奥で大切に育てられた公家の姫君なら、恐ろしさのあまり震え上がっているだろう。

「まあ、恨み言ならあんたの夫に言うんだな。そのうち来るだろうから、会わせてやるよ。死体にした後で、だけどな！　ぎゃははははははっ」

　きっと首領もそう思ったに違いない。己の優位性を疑いもせず、豪快に笑いながら純皓の帯を解こうとする。

　我慢出来たのは、そこまでだった。

「……誰が、軟弱な坊やだって……？」

「……あ？」

　地獄の底から響くような声が純皓の唇から紡つむがれたものだと、理解出来なかったらしい。ぽかんと間抜けに口を開けた首領は、次の瞬間、喉元から大量の血を噴き上げながらどうっと床に吹き飛ばされる。

「か…、頭っ！」

「一体何が…ぐはっ！」

　慌てて首領を覗き込もうとした二人もまた、首領と同じ運命を辿ることになった。これで三人。みな、己の身に何が起きたのかすらわからぬまま地獄へ送られた。

　けれど、同情してやる価値など無い。彼らはそれだけの罪を犯したのだから。

　いや、彼らだけではない。この場に居合わせた浪人ども全てが同罪だ。

「汚らわしい屑どもの分際で…よくも、俺の上様を虚こ仮けにしてくれたな…？」

　打掛を解けた縄と一緒に脱ぎ落としながら、ゆらりと起き上がった純皓の手には、血に濡れた抜き身の懐かい剣けんがあった。

　武家の妻ならば誰もが護身用に持ち歩くそれを取り上げなかったのは、縛り上げてさえしまえばろくに抵抗も出来まいと高を括くくっていたからだろうが、大きな過ちというものだ。純皓が最も得意とするのは、この手の小型の刃を用いた暗殺なのだから。

「……っひ、ヒイイイっ！」

　身軽な小袖姿になった純皓が一歩進んだとたん、死体のすぐ傍に居た浪人たちが悲鳴を上げながら跳びすさるが無駄だ。懐剣の一撃が脇腹を抉えぐり、悶絶しながら地に沈む。

「…おい、何やって…、ぐふぅっ」

　まだ何が起きたのかよくわかっていない浪人たちも、すぐに思い知ることになった。自分たちは純皓を捕らえたのではなく、純皓に捕らわれていたのだと。

　せっかくか弱いふりをしていたのに、一撃で殺してしまっては光彬に怪しまれてしまうかもしれないと気付いたので、致命傷は与えない。言葉を発せないほど激痛にのたうちまわることにはなるが、命に別状は無い箇所を着実に捉える。これなら、仲間割れをして殺し合ったと言えば信じてもらえるかもしれない。

　安心しかけたところへ、たら、と頰を生温い液体が伝う。拭ぬぐい取ってみれば、それは血だ。いつもならそんなへまはしないのに、光彬を侮辱されて相当頭に血が上ってしまったのか、首領を仕留めた時に返り血を浴びたようだ。

　……俺を穢していいのは、光彬だけなのに……。

　どうしようもない苛立ちがこみ上げ、純皓は汚らわしい血を手の甲で乱暴に拭った。

　ざざっ、と恐怖も露あらわに後ずさる浪人たちを一思いに始末出来たら、どんなにすっきりするだろう。

　けれど、今の純皓は八や虹こうの長ではなく、夫の助けを待つか弱き妻なのだ。

　大人しくしていなければならないと思う一方、凶暴な衝動が止まらない。陽ひノの本もとに二人と存在しないだろう素晴らしい夫を、可愛い光彬を貶おとしめた愚か者どもに、妻として天てん誅ちゅうを下してやらなければ――。

　光彬にか弱く愛らしい妻だと思われたい。愚か者どもに身の程を思い知らせたい。

　相反する願望は、懐剣から血が滴り落ち、ぽたんっと小さな音を立てた瞬間に一旦瓦が解かいし、すぐさま合致した。

　そうだ、武家の妻が持つ懐剣は自らの身と共に貞操をも守るためのもの。この愚か者どもは、光彬を侮辱したばかりか、光彬だけに許された純皓の貞操を奪おうとするケダモノなのだ。

　光彬の妻として、身を守るのは当然のこと。光彬だって、よくぞ貞操を守ってくれたと感激してくれるはず。純皓を可愛く思い、抱き締めさせてくれるはず。

　ふふふ、ふふふふ…と歓喜に笑う純皓が、一体どのように映ったのか。

「ひっ…、あ、わあああああっ！」

「化け物だ…畜生、こんなの聞いてねえ！」

「逃げろ！　逃げろおおおっ！」

　腰に佩はいた立派な大小の存在さえも忘れ、悪行の限りを尽くしてきたはずの浪人たちは蜘く蛛もの子を散らしたように逃げ出したのだった。







　なんとか人目につかずに恵渡城を脱出し、光彬は走りに走って相明寺に辿り着いた。

「…うん？」

　逸はやる心を必死に宥なだめながら境けい内だいに踏み込んだとたん、違和感を覚えて身構える。誰かの悲鳴が聞こえた気がしたのだ。それに、せっかく光彬を堅牢な恵渡城から引きずり出したのだから待ち伏せなり伏兵なり置くのが定じょう石せきだろうに、その気配も無い。

　…まさか、純皓の身に何かあったのか？

　抵抗すら出来ない純皓に野卑な男どもが群がる光景が閃ひらめき、光彬は腰の大刀の鯉こい口くちを切りつつ、境内奥にある荒れ果てた庫裡目指して走り出す。

　守るに易やすく、物好きな恵渡の町民が肝試しと称して入り込んでくる心配も無い場所だ。自分が賊ならばあそこに潜む。

「ぎゃああああっ！」

「う…っく、ひいいっ！」

　予想は的中していた。庫裡に近付くにつれ、男たちの尋常ではない悲鳴がくっきりと聞こえてくる。

　純皓のものが混ざっていないことに安堵しつつも、別の疑問が生じる。まさか、仲間割れでもしたのだろうか？

　ばん、ばん、と立てつけの悪い木戸を内側から吹き飛ばすようにして、庫裡から浪人らしい男たちが飛び出してきた。純皓を捕らえたのはまず間違いなく彼らだろうに、何故その顔はいずれも恐怖に染まっているのだろうか。

　光彬は抜ばっ刀とうし、油断なく構えながら浪人たちの前に立ちはだかった。

「――待て！　貴様ら、御台をどこへやった？」

「どけっ！　お前も死にたいのか!?」

　血走った目で斬りかかろうとした頰に傷のある浪人を、別の浪人が止める。

「…いや、待て。きっとこいつが将軍だ。こいつさえ殺やっちまえば、報酬は思いのままだ。あの化け物だって、大人しくなるかもしれねぇ…！」

「そうか…！　そうだな！」

　傷のある浪人は地獄に仏とばかりに顔を輝かせると、庫裡に向かって声を張り上げた。

「おおーい！　将軍だ！　将軍が来たぞ！」

　それを皮切りに、庫裡からまろび出てきた浪人たちが一斉に光彬目がけて襲いかかってくる。

　最初に斬りかかってきた頰に傷のある浪人の胴を薙なぎ、返す刃でもう一人の浪人を斬り伏せてから、光彬は素早く移動し、庫裡のすぐ近くの物置だったらしい朽くちた小屋を背にして再び太刀を構えた。これで背中を襲われる危険は無くなる。

「殺れーっ！　殺っちまえーっ！」

「こいつさえ、こいつさえ殺しちまえば……！」

　必死の形相の浪人たちは、倒せども倒せども死に物狂いで襲いかかってくる。

　数えている余裕も無いが、もう確実に十人は斬っただろう。厳しい祖父の教えを受け、道場でも多くの門もん弟ていたちと仕し合あってきたが、同時にこれだけの人数を向こうに回して斬り結ぶのは初めてだ。

　しかも、これは木刀を用いた稽古ではない。一瞬の油断が死に繫がる。

　だが、不思議と恐れは湧いてこない。むしろ精神が昂揚し、いつもより遥かに頭も身体も冴えていた。意識せずとも身体が勝手に動き、敵をなぎ倒している。敵の動きが、目線や呼吸に至るまでつぶさに感じられる。

　ここは命の遣り取りをする戦場だ。武家の棟とう梁りょうたる将軍が、一体何を恐れることがあるだろう？　太刀を振るい、取り戻すのだ。すぐそこで光彬の助けを待ち続けているであろう愛しい妻を。

「…はあああっ！」

　気合い一いっ閃せん。いつしか光彬は防戦から一転、攻勢に回っていた。

　雲うん霞かの如く押し寄せていた敵は五、六人ほどまでに数を減らし、光彬の腕を恐れてじりじりと下がり始めている。

　これを好機と見た光彬は、最も手近に居た一人を斬り伏せ、庫裡の中に駆け込むことに成功した。光彬の目的は敵の殲せん滅めつではなく、純皓の救出なのだ。

　さすがに上がってきた息を意志の力で無理矢理整え、どうか無事であってくれと祈るような気持ちで薄暗い内部を見回し、光彬は言葉を失う。

　血塗れになった浪人たちが、あるいはものも言わず、あるいは苦痛に呻うめきながら累るい々るいと横たわる様は、まるで地獄絵図のようだった。

　化け物。さっき浪人が口走っていた言葉がとっさに思い浮かび、ぞっとした。これは決して仲間割れなどではない。化け物が忽こつ然ぜんと現れ、浪人たちを一方的に蹂じゅう躙りんしたとしか思えない。

「御台……！」

　庫裡の奥で、ひときわ大きな図体をした浪人がこちらに背を向けて棒立ちになっていた。いや、それにしては様子が変だ。まるで、何かに吊り上げられているかのように踵かかとが持ち上がり、草ぞう履りの裏側を晒さらしている。

　やがて、ずぶ、と肉を断つ鈍い音と共に、浪人はゆっくりと仰け反ぞるように床に倒れ伏した。

　その脇腹からはじわじわと血が噴き出し、垢あかじみた小袖をみるまに赤く染めていく。まだ辛うじて息があるのは、ぎりぎりで急所を外されたからだろう。あともう少し傷がずれていたら、即死だったはずだ。

　浪人が床に沈んだことで現れた男の姿に、光彬は言葉を失った。壁に空いた小さな穴から差し込む夕刻の紅い陽光が、まるで芝居小屋の一幕のように一部始終を浮かび上がらせている。

　……地獄の獄ごく卒そつ。死者を慰撫するために舞い降りた慈悲深い天人。

　対照的な言葉が同時に閃いたのは、紅い光に照らし出された笑みがあまりに禍まが々まがしかったせいだ。夢見るようにあどけなく、清純なのに、頰を汚す鮮血が全てを正反対の印象に塗り替えてしまっている。その手に握られた血塗れの懐剣こそが、あの浪人を刺し貫き、吊り上げていたのだ。

　…いや、刀身を染め上げ、滴るほどの鮮血は、決して一人分だけではない。もっと多くの者を斬らなければああはならない。つまり、庫裡の中に転がる無惨な浪人たちは、みなこの男の…化け物の手にかかって…。

「…あ…あっ、上様…！　助けに来て下さったのですね！」
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　化け物は切れ長の目で光彬を捉えるや、花が綻ほころぶかのように微笑み、懐剣を放り捨てて駆け寄ってきた。

　血の臭いに混ざる馴染んだ甘い香りが、光彬に現実を突き付ける。今、自分に擦すり寄ってきているのは、愛しい妻によく似た化け物ではない。純皓その人なのだと。

「恐ろしゅうございました…。この者たちが私を、よってたかって嬲りものにしようとしたのです。私は、上様のものですのに…」

「…お前…は、御台…なのか…？」

　まだ信じられずに…いや、信じたくなくて問えば、化け物、いや純皓はきょとんと首を傾げる。返り血を浴びた顔に浮かぶのは、この場には似つかわしくない不可思議そうな表情だ。

「勿論、私は貴方あなた様の妻でございます。…何故、そのようなことをお尋ねになるのですか？」

　――お前は今、そこに転がっている懐剣で何をしていたっ!?

　大声で糾きゅう弾だんしたくなったのを、光彬は懸命に堪えた。そんなことをしたら最後、何か大切なものが壊れてしまうような気がしてならなかったのだ。

　じっと光彬だけを見詰めている純皓は、きっと光彬がいたわりをこめて抱ほう擁ようしてくれるのを待っているのだろう。夫に奉仕するのが妻の役割だと言いつつも、光彬から触れられることを何よりも喜ぶ男だから。

　光彬よりも恵まれた身体を持ちながら、腕に覚えは無く、光彬に守られる存在。楚そ楚そとして、常に出過ぎず、でしゃばらず、あくまで従順かつ貞淑な妻の鑑かがみ。名門公家の子息でありながら、家族に疎うとまれ、光彬と同様の孤独を抱えて育った男。

　一体、どこからどこまでが真実だったのか。少なくとも腕に覚えが無いというのは確実に嘘だ。何の武芸の心得も無い男が、懐剣一振りでこれだけの浪人たちを戦闘不能に陥おちいらせることなど到底不可能なのだから。

　――自分はこの男に、騙されていたのか？

　不信と不安が心の中で急速に膨ふくらんでいくが、それも自覚したばかりの愛がすぐに鎮しずめてしまう。

　今まで見せられてきた純皓の全てが、偽りだったわけではあるまい。こんな光景を目まの当たりにして何故、と我ながら不思議になるが、純皓が自分を求め、慕ってくれる気持ちだけは何があろうと真実だという確信があった。それはきっと、一途に光彬だけを見詰めてくる深い漆黒の双眸に、奇妙な懐かしさを覚えてしまうからだ。強い既視感が、束の間、地獄絵図のような光景を打ち消していく。

「…上様？」

　ああ…以前も同じことがあった。

　ごろつきに絡まれていた美しい少女を見捨てておけず、助けに入ったのだ。やえではない。もっと可憐で、もっと吸い込まれそうに深い漆黒の双眸の乙女を。

　涙を流さんばかりに感謝してくれたその乙女に、光彬は生まれて初めての恋心を抱いて…その面影をやえに重ねた。あれからずっと、光彬は西の都で出逢ったあの乙女を想い続けていたのだ。

　改めて純皓を見詰める。当然、あの乙女ではない。光彬よりも逞たくましい身体にも、すらりとした長身にも、あの可憐な乙女のよすがはどこにも無い。

　なのに、重なる。心の中に住まわせ続けた乙女と、偽りだらけの男が。

　絶対にありえないことではない。純皓はあの乙女と同じ、西の都に住んでいたのだ。七年前なら今よりももっと小柄で、女子の装いをすれば本物の少女にも見えたかもしれない。けれど何故、苦しい生活を送っていたはずの純皓が、女装など――？

　不確定な要素と疑問ばかりだが、光彬は確かめずにはいられなかった。まだ、どこに賊の残党が残っているかもしれないのに。

「お前は…もしや、七年前、西の都で、俺が助けた……？」

「――――！」

　その瞬間、カッと切れ長の双眸を見開いた純皓は、光彬の腰から脇差を引き抜いた。

　……刺される!?

　とっさにきつく瞼を閉じるが、衝撃はいつまで経っても訪れず、代わりに背後でどすっと鈍い音がした。

　そろそろと振り返れば、上等な小袖を纏った女が抜き身の懐剣を握ったまま床に倒れ、失神している。すぐ傍の床には光彬の脇差が狙い澄ましたように小袖を縫い止める格好で突き刺さっており、びぃんびぃんと刃をしならせていた。

「あれは…、もしや、瀧井…か？」

　脱げかけた頭巾から覗く狐に似た顔には覚えがある。常に栄証院に付き従い、光彬や母のことも一緒になって虐いじめていた。

　これで、一件の黒幕は栄証院だと証明された。おそらく、ことの一部始終を見届けるよう命じられたものの、予想に反して賊が殲滅されてしまったので、自ら光彬を始末しようと試みたのだろう。純皓がとっさに機転を利かせてくれなかったら、背中から刺されて死ぬところだった。

　だが、光彬に生き延びた喜びに浸ひたる暇など与えられなかった。盆の窪くぼ辺りを押された瞬間、いきなり全身から力が抜け、かくんと折れた膝から床に倒れ込みそうになってしまったのだ。寸前で抱き止めた腕が荒々しく光彬を閉じ込め、驚愕にうっすらと開かれた唇を貪むさぼりながら抱き上げる。

「…っみ、だい…っ？」

「…覚えて、いたのか」

　それがさっきの問いかけに対する答えだと理解したのは、庫裡を突っ切り、奥の御堂に到着した後のことだった。ぎしぎしと軋きしむ床板の上に横たわらされるや、決して逃がさないとばかりに覆い被さってきた男に組み敷かれる。

「ごろつきに絡まれていた俺を…助けてくれたことを、覚えていたのか…？　お前は、もうとうに忘れてしまっていたと思っていたのに…」

「……！　では、やはりあの娘は…お前だったのか…」

　懐かしさと甘く切ない初恋の記憶が、今しがた抱いたばかりの純皓に対する恐怖を払ふっ拭しょくした。

　やはり、そうなのだ。

　他の何が偽りでも、純皓が光彬を慕ってくれている、それだけは決してくつがえらない真実なのだ。

　だって、将軍でも何でもないただの小こ童わっぱだった光彬を、あの乙女は潤んだ漆黒の双眸に感謝と歓喜を浮かべて見詰めてくれた。だからこそ、光彬は名も知らぬ乙女を胸に刻み、今まで想い続けてきたのだ。

「…何故、あの時の娘が御台所に…そもそも一体、どうして女装など……っん、ふぁ…っ！」

「細かいことは後でいくらでも話してやる。…なあ上様、教えろよ。どうして、お前は七年も前に一度逢っただけの女を、そんなにはっきりと覚えていたんだ…？」

　純皓の手が軽く這い回っただけで、袴の紐ひもはすっかり解かれ、はだけた小袖から裸身が露あらわになっていた。下帯の上から膝頭で一いち物もつをぐりぐりと擦られながら、袴をずり下ろされていく。

　いつもの閨ねやでの恭うやうやしい奉仕とは比べ物にならないほど乱暴なのに、嬲られているのではなく確かに愛撫されているのだと感じられるのは、きっと切れ長の双眸にいつもと変わらなぬ愛しげな光が宿っているおかげだ。

「…そ、れは…」

　一度逢っただけなのに恋に堕ち、七年もの間えんえんと想い続けてきたからだなんて告げたら、執念深い男だと引かれてはしまわないだろうか。

　光彬は逡しゅん巡じゅんしたが、すっぽりと包んでくれる純皓の身体が光彬と同じだけ熱いのに励まされ、おずおずと口を開く。

「お前に、一目で恋してしまったからだ…」

「…っ、本当、か…？」

「ほ…、本当だ…。ずっと、お前のことが忘れられなかった。やえに惹かれたのも、あの時のお前に似ていたからだ…」

「……、ああ…っ！」

　獣めいた熱い吐息が吹きかかるや否や、じゅうっ、と胸の突起にむしゃぶりつかれ、そのまま歯を立てられる。いつもは夫の光彬が妻である純皓のそこを好きなだけ貪るのが二人の閨の流儀なのに、全く逆の立場に置かれると、まるで光彬こそが純皓の妻にされたような錯覚に陥った。

　いや、漆黒の艶めかしい毛並を持つ美しい獣に捧げられた供く物もつと表現する方が正しいのかもしれない。切れ長の双眸は、今や爛らん々らんと輝き、甘い疼うずきをもたらす眼差しで光彬を絡め取っているのだから。

「俺も…、俺もだ…」

「…え…？」

「俺もあの時、一目で惚れた。誰もが見て見ぬふりをする中で、何の躊躇ためらいも無く飛び込んできて、俺を助けてくれた凛々しい若武者に…。でも、お前は将軍の子だと知って…それでも、お前が欲しくて、たまらなくて…」

「…じゃあ、まさか…」

　――光彬のためだったのか。険悪な仲の父を頼り、女子の装いをしてまで大奥に輿こし入いれしたのは…全て。

「お前に逢いたくて…ずっとお前の傍に居たくて、俺はここまで来たんだ…」

「御台……、純皓…！」

　やえによって気付かされた純皓への愛情と、成就した恋心と。二つが合わさり、胸の奥から堰せきを切って溢れ出してしまえば、もはやよそよそしい称号で愛しい人を呼ぶことなど出来はしなかった。光彬は纏わり付いてくる邪魔な小袖を自ら脱ぎ落とし、素肌を晒して純皓を抱き締める。

「すまない…。お前がやえを庇ってさらわれたと聞いて、初めて気付いたんだ。俺もお前を愛しく思っていることに…」

「…本当、に…？　本当に、俺を…？」

　充血しつつある光彬の突起を舐め回しつつも、何度も不安そうに確かめてくる妻が愛しくて、光彬は自分よりもずっと広く逞しい背中を撫でた。七年前は女子だと偽っても違和感が無い細さだったのに、随分と成長したものだ。

　けれど、抱き続けてきた恋心が損なわれることなど無い。あのままでいてくれれば良かったのにと幻滅もしない。七年前の可憐な乙女も、今ここに居る清せい冽れつな美貌の主も、光彬が惹かれた男であることに変わりはないのだ。

「ああ、お前を愛している。将軍としては間違っているんだろうが…お前の他には誰も欲しくない」

「っ、光彬…っ！」

　名を呼ばれるのは初めてではないのに、共に城下へ下りた時とは比べ物にならない歓喜に胸がざわめいた。

　互いに想いを通じ合わせるだけで、こんなにも満たされるものなのか。

　光彬は強い感動に打ち震えながら、愛しい男の頰を濡らす涙を拭ってやる。

「ああ…、そうだ。そう呼んでくれ。お前は俺の、ただ一人の妻なのだから」

「光彬…、光彬、光彬、光彬……」

　純皓は何度も何度も繰り返し光彬を呼び、感極まったかのように光彬の手を取った。熱い唇が手の甲に触れ、すぐに離れていく。

「ずっと…、ずっとこの時を待ち焦がれていた…。お前に愛されたいって…そのために色々やって…でも、本当に愛してもらえるなんて…」

「…それは、俺も同じだ。まさか、初めて恋に堕ちたあの娘とこうして結ばれるとは、思ってもみなかった…」

　自分を将軍へと導いた宿命というものを、光彬は密かに恨んでいた。何故、貧しいが気楽な七男坊のままで居させてくれなかったのかと何度も呪った。

　けれど今は、心から感謝したい。もしも光彬が将軍の子でなかったら純皓は光彬を見付けられなかっただろうし、将軍にならなければ純皓と結ばれることなど絶対に叶わなかったのだから。

　数奇な宿命に思いを馳せていた光彬は、下半身をぐいっと持ち上げられる感覚で現実に引き戻された。見れば、何時の間にか下帯は取り去られ、大きく割られた脚の間に純皓が入り込んでいる。

「すみ…、ひろ…？」

　何故かさっきよりもぎらぎらと剣けん呑のんに輝いている双眸が恐ろしくて、思わず腰を引こうとしたら、がっちりと太股を抱え込まれた。

「…お前が、悪いんだからな…？」

「な…、何が…」

「俺が…、初恋だったって…？　畜生…、生き娘むすめみたいに優しくやってやろうと思ってたのに、お前は！」

　可愛すぎる、愛しすぎる、けしからんと早口にまくしたてながら、純皓は光彬の一物にかぶりついてきた。

　一体何を責められているのかもわからないまま、光彬は巧みな舌遣いによって高められていった。大勢と斬り結んだばかりで興奮していたのだろう。身体中の熱があっという間に股間へと集まり、んぐ、んぐ、と純皓が長い髪を揺らしながら喉奥で扱しごき立てるたびに萎なえていた一物が成長していく。

「あ…っあ、ああっ、……っ！」

　爆はぜる瞬間になって、すぐ近くに瀧井や浪人たちが転がっていることを思い出したが、もう遅かった。びくんびくんと爪先を揺らし、高い嬌きょう声せいを上げながら達した光彬の子種を、純皓はいつものように一滴残らず飲み下し、自らの腹の中へと収める。

「光彬…」

　口の端を紅い舌で舐め上げながら、呼ばれる名は己のものではなく、もはや誘惑の呪文だ。白い頰を汚す返り血さえ、清冽な美貌をより輝かせるための化粧にしか見えない。ぼろぼろに朽ちた御堂も、所々破け、乱れた小袖も、純皓を囲む全てが純皓を引き立てるために存在するに違いない。

「……解け」

　だから、ぐっと突き出された腰を…はだけた小袖を辛うじて止めている帯を、光彬は恍こう惚こつとなりながら素直に解いた。

　案の定、妻のたしなみとして下着をつけていない股間ではあの太ふと摩ま羅らが天を仰いでいたが、恐ろしいとは微塵も思わなかった。むしろ、こんなにも美しい妻が自分を犯すためにこうなってくれたことが誇らしい。早く一つになって、同じ熱を分かち合いたい。

「純皓……」

　その一心で、光彬は片手をついてよろよろと上体を起こし、もう片方の手で妻の太摩羅を握った。黙って見守っていた純皓はびくんっと背をしならせ、切れ長の双眸に欲情の炎を灯ともらせると、光彬の背に腕を回して支えてくれる。

「もう少し腰を浮かせて…そう、いい子だ…」

　言われるがまま腰を浮かせると、素早く胡坐あぐらをかいた純皓の上に乗せられ、随分とやりやすくなった。さっそく手の中のものを扱き立てようとしたら、尻のあわいを純皓の指先がぐるりとなぞり、浅く入り込んでくる。

「…っ、あ！」

「ほら、お前のも、一緒に…」

　すっかり純皓に慣らされてしまったそこは内側を軽く引っ搔かれるだけでも感じてしまい、ひとりでに身体が跳ねてしまうのに、純皓は更に達したばかりの光彬のそれまで一緒に握るよう促してくる。今でさえ怖いくらい感じてしまっているものを、そんなことをしたら一体どうなってしまうのか。

「早く、光彬…お前を感じさせてくれ…」

　苦しげに囁かれ、戸惑いは霧む散さんした。光彬の手の内で、純皓のものは太い筋をくっきりと浮かび上がらせながら脈打っている。何度も閨を共にしているのに、妻のものを手に取り、これだけじっくりと眺めるのは初めてだが、確かにこんな状態で生殺しにされるのは辛かろう。

「あっ、あぁっ…」

「……くっ」

　意を決して二人分を擦り合わせながら握り込んだとたん、光彬だけでなく、純皓の唇からも押し殺した甘い声音が零れた。

　妻が自分の拙つたない愛撫にも感じてくれているのが嬉しくて、強弱をつけて根元から先端まで絞り出すように扱きたてれば、光彬よりも一回り以上は巨大な切っ先からはぬるついた液がしとどに零れ、二本の一物や光彬の手までをも濡らしていく。

「光彬…」

「……あっ…！」

　光彬の手と重ね、ぬるついた液を纏わり付かせた指を、純皓は再び蕾つぼみの奥へと突き入れてきた。ぬめりを借りて一気に奥まで入り込んできた指先は、光彬をおかしくしてしまうあの膨らんだ部分へ容易たやすく辿り着き、容よう赦しゃ無く擦り上げる。

「ひあっ！　あっ、あああっ……！」

　このままではまた達してしまう、と純皓の腰に絡めた脚で訴えたのに、純皓は止めるどころか色いろ悪あくそのものの笑みを浮かべた。すぐに腹の中を満たすものが増え、痛みにも似た強い快感が突き抜けて、光彬は純皓が指を増やしたことを悟る。

「あっ…、だ、駄目、駄目だ…っ！　また、またっ…」

「は…っ、何が、駄目なんだ…？　いっちまえよ、何度でも」

「駄目、だ…っ、だって、純皓が、まだ……っ」

　せっかく想いを通じ合わせたのに、夫婦なのに、光彬だけが絶頂を極めさせられるのは寂しい。純皓と一緒がいい。純皓がいつも光彬にくれる脳天が焼き切れてしまいそうなほどの快楽を、純皓も一緒に味わって欲しい。

　今にも達してしまいそうになるのを堪え、たどたどしく訴える間、光彬の中に入り込んだ指はぴくりとも動かなかった。その代わりに、純皓が抱き込んだ光彬ごと小刻みに震えている。…もしや、機嫌を損ねてしまったのだろうか。一方的に夫が気持ち良くなることが、公家のしきたりだったのだろうか。

「……ああもう、畜生…っ！」

　深々と入り込んでいた指を一気に引き抜かれるすさまじい快感を味わう間も無く、ぐいっと腰を持ち上げられ、綻ほころんだ蕾に灼熱の塊があてがわれた。

　巨大な切っ先が入り口でつっかえたものの、腰を鷲わし摑づかみにした手が容赦無く押し込んだおかげでにゅぐにゅぐと狭い蕾をこじ開けるように入り込めば、太い刀身は一気に根元まで侵入を果たす。

「えっ…？　あ、ひっ、いーっ……！」

　純皓の下生えを尻で感じたとたん、腹の奥で熱が弾けるのを感じ、内側から焼かれる感覚に光彬は全身を震えさせた。びく、びく、と光彬の意志に関わり無く身体が跳ねるたびに、注がれたばかりの精に塗れさせられた内側がぬかるんだ音をたてる。
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「…どうしてくれるんだよ。お前があんまり可愛いことばっかり言うから、危うく出しちまうところだっただろ？　…今日は、全身ぐだぐだになるまで可愛がってやってから、うっかり俺の子を孕んじまうくらい中に注いでやろうと思ってたのによ…」

「…あ、ぁ…なか、まだ…っ」

「ああそうだ、安心しろ。一度果てたくらいじゃ何ともねえよ。お前の望み通り、何度だって一緒にいってやるから」

　にやりと笑う妻の顔はぞっとするほど禍々しいのに、今までで一番美しくて、光彬を甘く酔わせた。







　有言実行の妻によって数えきれないほどの絶頂を共に極め、夫婦の仲を深めた後も光彬が意識を保っていられたのは、ひとえに将軍としての義務感からだ。

　光彬は純皓の手を借りて恵渡城へ戻ると、泣き崩れんばかりに無事を喜ぶ門脇を宥め、御庭番たちと共に相明寺へ向かわせた。浪人たちと瀧井を捕らえさせるためだ。公儀を動かせばことが公になってしまうので、敢えて門脇たちを選んだ。

　首尾良くいったという知らせを受けたところでさすがに気力が尽き、眠り込んでしまったが、疲れも取れた翌日からは精力的に動き回った。

　まずは中ノ丸に赴おもむき、栄証院と対面した。光彬を亡き者にせんとした一件を追及され、最初は知らぬ存ぜぬを通そうとしていた栄証院も、瀧井を突き出してやるとすぐに罪を認めた。純皓に殺されかけたのがよほど応えたのか、瀧井は一日にして窶やつれ果て、ことの全てを告白していたのだ。

　栄証院はかつて母や光彬を虐めまくっていた頃が嘘のようにしおらしくなり、自分はどんな罰を受けても良いが鶴松だけは許してくれと嘆願した。母をいたぶったことだけは許せないが、可愛い異母弟の母親でもある。光彬は公に罪は問わず、鶴松を二ノ丸に残し、将軍家ゆかりの尼寺へ移ることだけを要求した。

　二ノ丸は将軍の世子が養育される場所である。光彬が我が子を持たず、将軍位を鶴松に譲るつもりであることを悟り、栄証院は滂ぼう沱だの涙と共にこの措そ置ちを受け容れた。もしも光彬の気が変わってことが公にされ、罪に問われることになれば、今度こそ鶴松の将来は途絶えるのである。栄証院が光彬の命を狙うことは、二度と無いだろう。

　そして次に、光彬は側室候補と看み做なされていた中ちゅう﨟ろうたち全員の解雇を決定した。純皓以外の者を寵ちょう愛あいする予定など無いのに、大奥に残したままでは憐れというものである。

　美貌と才知に優れ、まだ若い中﨟たちなら、他にいくらでも嫁の貰い手があるだろう。行く当ての無い者に対しては、花島と相談した上で嫁ぎ先や奉公先を世話してやるつもりである。

　この触れが出されるや否や、大奥は大混乱に陥るかと思われたが、御台所たる純皓が宥めたおかげで実際は殆ほとんど騒ぎにはならなかった。光彬の寵愛ぶりは今や大奥じゅうに広まっているし、鶴松が二ノ丸に入ったことで光彬が我が子を作るつもりはないことも知れ渡っている。

　側室候補たちはあっさりと現実を受け容れ、条件の良いうちにと次々と暇いとま乞ごいをしていった。この一件によって特に人件費の高い奥女中が半減し、大奥の予算が大幅に削減されたことで光彬は臣下からも民からも絶賛を浴びるのだが、本人は苦笑するしかなかった。

　やえについては意外な顚てん末まつが待っていた。

　解雇するにしてもまず両親を助けてやらねばと思い、御庭番に密かに探らせたところ、なんと恵渡の外れにある宿場町で元気に暮らしていた。老中の竹山に命じられたわけではなく、娘に懇願されたからだというから驚きである。

　やえは竹山に側室候補として大奥に誘われた際、光彬の同情を買えば手が付くに違いないと企み、両親が人質に取られているように装ったのだ。これには光彬も呆れ果て、本人の暇乞いも待たずに恵渡城を出した。形式上は暇乞いということにしてやったのは最後の恩情だ。器量は良いのだから、えり好みさえしなければ嫁ぎ先は見付かるだろう。

　こうして、御台所の誘拐及び将軍暗殺未遂事件は闇に葬ほうむられ、光彬の憂いは全て晴れたのだった。







「…上様、いかがなさいましたか？」

　脇きょう息そくにもたれかかり、床とこの間に飾られた花を眺めていると、純皓が手ずから桜さくら湯ゆを運んできてくれた。昼ひる餉げの後の一時をこの新御殿でくつろいで過ごすのは、今や光彬の習慣になりつつある。

　咲の姿が無いのは、門脇の両親と対面するため、宿下がりをしているからである。

　光彬が純皓に打診したところ、あっさりと許しが出て、咲は門脇の妻となることが決まったのだ。門脇は鬼瓦が崩壊しそうな勢いでおいおいと泣いていた。よほど嬉しかったのだろう。

「いや…、ここ一月のことを思い返していた。たった一月の間に、色々なことがあったと思ってな」

　礼を言って湯呑を受け取り、そっと桜湯を啜すする。馥ふく郁いくとした花の香りに、仄ほのかな優しい塩味が疲れた身体をじんわりと癒してくれるようだ。

　きっとこれも純皓が自らこしらえてくれたのだろう。大奥に居ると、光彬は純皓がこしらえたもの以外を口にすることが無い。

「そうでございますね。本当に色々なことがございました。ただでさえお忙しい上様のお身体に障さわりがあってはと、ずっと心配しておりましたが、何事も無く安心しております」

「……やはり、その言葉遣いは止めないのか？」

　あの荒れ果てた庫裡でさんざん光彬を責め立てた荒々しい口調こそが本来の純皓だと思うのだが、大奥に帰った純皓は、今までと同じ恭しい言葉遣いに戻っていた。閨の中では本性に戻るのだが、基本的には御台所として恥じない気品ある口調と物腰のままだ。

「私は天てん下か人びとたる上様の妻でございますから、それに相応しくあらねば上様が謗そしりを受けてしまいます。…それに、上様にはいつも可愛い妻だと思って頂きたいのです」

　純皓は光彬の隣に腰を下ろし、そっとしなだれかかってくる。白い打掛と紫の小袖という典雅な組み合わせに身を包み、ろうたけた笑みを浮かべる様は、純皓が男であることを差し引いてもなお美しく愛らしい。
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　公家には男子が無事に育つよう、元げん服ぷくまでは女装させる風習があるそうだが、今よりも線の細かった純皓には出会った時の光彬だけでなく他の数多の男たちも恋焦がれたことだろう。

　…けれど、光彬は知っているのだ。純皓がただ美しく、健気で一途なだけの妻ではないということを。

　あの血に塗れた庫裡で、否応無しに突き付けられてしまった。光彬をいたわるように撫でる手には、たった懐剣一振りで数多の浪人たちを屠ほふるだけの力があるということを。

「…瀧井や、浪人たちのことだがな。門脇が駆け付けた時、逃げられぬよう何者かが縄を打ってあったそうだ。おかげで一人残らず捕縛出来たのだが…何か、心当たりがあるのではないか？」

　思い切って尋ねてみるが、純皓の笑みは崩れない。ただ、光彬の手に重ねられたそれがぴくりと動いただけだ。

「俺が駆け付ける前にやられていた浪人たちの傷は、頭らしい一人を除いては、いずれも急所をわざと外してあったと御庭番が言っていた。人体の構造を熟知していなければ出来ない芸当だとも。……お前は、本当は……」

　何者なのだ？

　そう問いかけようとした唇は、紅を塗っていないのに紅い唇に優しく戒いましめられた。そのまま深く口内を貪られる間に、手の中でもてあそんでいた湯呑がそっと奪われ、向こうへと追いやられる。

「…いつか、お前が俺無しじゃ生きていけなくなったら話してやるよ」

　純皓は本性を滲ませながら囁き、着流しの裾すそを搔き分けて下帯の中へと手を潜り込ませてくる。不ふ遜そんでありながらどこか不安そうな表情は、真実を話せば光彬が離れていってしまうかもしれないと恐れているのだろうか。

　……やはり、何者であっても純皓は可愛い妻だ。光彬が純皓を嫌うなんて、もはやありえない。もうとっくに、光彬は純皓無しでは生きていけなくなっているものを。

　けれど、どんなに言葉を尽くしても、従順なくせに時折妙に疑り深い妻は決して信じてくれまい。ならば、じっくりと時間をかけて、心と身体に教えてやろう。

　たとえ純皓の正体が本当の化け物であったとしても愛しいのだと。

　その日を待ち遠しく思いながら、光彬はだんだん激しくなってくる愛しい妻の愛撫に身を任せた。











電子版あとがき









　こんにちは、宮みや緒お葵あおいと申します。このお話は最初に発行して頂いたレーベルの休刊に伴い、新書館さんに移籍し、新書館さんより改めて出し直して頂いたものです。最初にお読み下さった皆様も、今回初めてお読み下さった皆様も、ありがとうございます。




　私は攻の女装が大好きで、定期的に女装攻を書きたい衝動に襲われるのですが、それがちょうど最初のレーベルさんからお声をかけて頂いた時期と重なり、駄目元で書かせて頂けないかとお願いしたところ、快こころよくお許し下さったのでした。見た目は楚そ々そとした美人なのに肉食系の攻がやりたい放題、というプロットを受け容いれて下さった最初のレーベルさんの懐ふところの深さに、ひたすら感謝です。

　今回のお話を書くに当たり、色々と資料を調べてみたところ、今まで大奥について自分が抱いていたイメージとは違うことがけっこうあって驚きました。

　例えば服装。純すみ皓ひろは常に打掛うちかけを着用していますが、実際は季節ごとに細かく着るものが決められていて、打掛は寒い季節の衣装だったようです。それも、部屋でくつろぐ時には脱いでいたとか。重たいですものね。でも今回の攻に打掛は外せないですから、そこは敢えて史実を無視してみました。おかげで打掛がいっぱい書けてとても楽しかったので、私の選択は間違っていなかったと思います。

　純皓はきっと今後も一人の側室も許さないと思うので、光みつ彬あきは純皓と添い遂げるでしょう。鶴つる松まつが無事に成人したら即、将軍位を譲らされ、西の都にさらわれて囲われそうな気がします。勿もち論ろん、鬼おに瓦がわらこと門かど脇わきは喜色満面の咲さきに連れ去られます。迫られまくって悲鳴を上げながら逃げ回る門脇とか、門脇を押さえ付けて乗っかる咲とか、もっと書きたかったです。数年後くらいに、遅い成長期を迎えた咲に逆転されても楽しそうですね。




　今回のイラストは小お山やま田だあみ先生に描いて頂けました。小山田先生、ありがとうございました。小山田先生の描かれる艶っぽくも美麗な世界が大好きなので、お願い出来てとても嬉しかったです。お忙しいところ、お城とか打掛とか大変な設定ばかりお願いしてしまい申し訳ありません…。

　最後に、このお話に関わって下さった全ての方々にお礼を申し上げます。ありがたいことに『華は褥しとねに咲き狂う』はスピンオフを含め五冊発行されておりますが、新書館さんに移籍し、今後もシリーズを続行させて頂けることになったのは、快こころよく移籍にご協力下さった最初のレーベルさん、受け入れて下さった新書館さん、そして何よりもこれまで応援して下さった読者の皆様のおかげです。

　このお話の後は『華は褥に咲き狂う～鬼と剣～』、『華は褥に咲き狂う～悪華と純華～』、『華は褥に咲き狂う～火華と刃～』と続いておりますので、続きが気になる方はぜひ読み進めてみて下さいませ。スピンオフとして『華は褥に咲き狂う』から数十年後のお話『桜吹雪は月に舞う』も電子書籍版が発行される予定です。

　それではまた、どこかでお会い出来ますように。


宮緒　葵
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Novel　　　　宮緒 葵［みやお・あおい］




８月５日生まれ。獅子座・Ｏ型

小説家。主な作品に「奈落の底で待っていて」（新書館）、「乳親」（リブレ）がある。







Illustration　 小山田あみ［おやまだ・あみ］




５月１日生まれ。牡牛座・Ｏ型。

イラストレーター。主な作品に「捜査官は愛を乞う」シリーズ（鳥谷しず・著／新書館）がある。










書名　　　　華は褥に咲き狂う

著者名　　　宮緒 葵［みやお・あおい］

(C)2019, Aoi MIYAO/SHINSHOKAN

初版発行　　２０１５年２月10日

電子版制作　２０１９年10月１日

発行所　　　株式会社 新書館

ＵＲＬ　　　http://www.shinshokan.co.jp/






本作品は、二〇一五年二月一〇日、海王社よりガッシュ文庫として刊行されたものを、ディアプラス文庫の形式で電子書籍化したものです。デジタル版は一部紙版と異なる場合がございます。




作品はすべてフィクションです。実在の人物、団体、事件などにはいっさい関係ありません。




本書の無断複製（コピー、スキャン、デジタル化）等並びに複製物の無断譲渡及び配信は、著作権法上での例外を除き禁じられています。また、本書を代行業者等の第三者に依頼して複製する行為は、たとえ個人や家庭内での利用であっても一切認められておりません。
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